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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








１「異世界（？）にて」









「……それよりも、腹が落ち着いたのなら、小こ僧ぞうが来た世界がどういうものかを見るのもいいもんだぞ」

　バリガルにそう言って見せられたものは、石と煉れん瓦がで出来た古都の建物と、そこに集つどう多くの人や獣じゆう人じん、亜あ人じん達の入り交じった、まさにファンタジーの『世界』だった。

「凄すごい……」

　映画のセットでも３Ｄ映像でも無い現実の、圧あつ倒とう的な存在感にセイナは魅み入いられた。

「この景色を初めて見た連中は口を揃そろえて、異世界に来たみたいだと言うんだが、小僧はどう思う？」

「ええ……まさにそんな感じですね」

　セイナは視線を窓の外に向けつつ、バリガルを視界の中に入れた。これまでのバリガルの言葉から、セイナが宇宙から来たと確信しているのは間ま違ちがいない。だがそれを知りつつ庇かばう様子があった以上、何らかの意図があるのだろう。セイナはそれを感じつつも、今はその事を気にするよりも景色に集中したかった。それ程ほどまでに目の前の景色とそこにファンタジーな人々が存在する光景は魅力的なのだ。もちろん宇宙でも蒼そう蓮れん達とは出会っていたが、やはりその人達の居る背景も重要な要素なのだ。

（デザイン的にはそれ程特異じゃないんだな）

　建築様式は中世ヨーロッパにイスラムの様式がミックスされた感じだ。だがそもそも知的生命体、人の作り出す建築様式など大きな差さ違いはない。年代による建築技術、気候、場所、建材等によっても違いはあるが、基本は四角と丸と三角の組み合わせだ。

　もちろんそれは基本という事であり、複雑で奇き異いな形状の家屋もあるだろうが、その場合は権力、宗教、経済、それらの威いを誇こ示じする場合だ。どちらにしろ威圧を主目的とした建物であり、居住性という部分をあまり重要視しない場合が多い。もちろん建材と建築技術の進歩も必要だ。

（デザインは全く違うけれど、何となく樹じゆ雷らいと同じ雰ふん囲い気きがあるな）

　建物には蔦つたのような植物が絡からみ、家の飾かざりも華か美びではない落ち着いたもので、町全体が統一され、さながら庭園のようだ。主な建材は石だが、樹雷と同じく古都ともいえる落ち着きと趣おもむきがある。

　もちろんそれは道行く人々もそうだ。ＧＰアカデミーでもいろいろな人種、身体からだを改造した者達と、凄すさまじく雑多な光景を見て来たが、ここもそれに負けてはいない。特にそれを感じさせるのは獣じゆう人じんだ。

（野生の王国、って感じだな）

　動物がそのまま二足歩行をしている感じの者から、半獣半人、それこそ動物耳のみの人間。更さらに毛並みも模様も様々で、ハ虫類系の者達などもいる。

　着ている服装も色とりどりで、地球の中世から現代までの衣い装しようが同時に存在しているような感じだが、一番の違いは甲かつ冑ちゆうや軽けい鎧がいを着ている者達だ。その造形と素材のクオリティーは本物だけあって圧倒的な質感、重量感だ。エルフやドワーフや獣人や、ここまで来る間に遭そう遇ぐうした魔ま物もの達の生々しさ、衣装や甲冑の汚よごれや壊こわれ具合に、それらの修理跡あとなど、当たり前の話ではあるが、お金をかけた超ちよう大作映画も真っ青なレベルである。

（それでもさすがに映画やゲームのような、派手派手な装そう飾しよくは殆ほとんど無いな）

　修復の手間や無む駄だにお金のかかる装飾など、実用品には必要無い。どうやって研とげばいいのか分からないような宝ほう剣けんなど意味不明。包丁にゴテゴテとした装飾の浮うき彫ぼりなどしては使えないのと同じだ。

「質しつ実じつ剛ごう健けん……ああ、でも、あれはちょっと無ぶ粋すいだなぁ」

　渋しぶい表情をするセイナの視線の先には、空から地上へ下降する一筋の細長い雲。宇宙から降りて来る宇宙船の航こう跡せきがあった。

「フン！　外の連中はここを『遊園地』って呼んでバカにする。魔ま素そという訳の分からないものを使って初期文明さながらの生活を送る物好きだ、引き籠こもりだという者もいる。だが俺達は生活に不自由している訳ではないし、引き籠もっている訳でもない。そう揶や揄ゆする外の連中も、それ程自由という訳でもない。ただ俺達より圧倒的に広こう範はん囲いを生活圏けんとしているだけだ。だがでかい宙域を支配したとはいえ、宇宙空間で人は生きる事は出来ない。人工的に造り出した殻からに閉じ籠もらなければ生きられないのだからな。圧倒的な空間を支配していたとしても、その殆どが虚きよ無むの空間……結局はただの自己満足に過ぎん」

「そう、かもしれませんね」

　セイナは宇宙に上がって自由度は劇的に上がった。だがそれは空間という意味ではなく、セイナを縛しばっていた『確率の偏かたより』という名の檻おりが無くなった事の方が遥はるかに大きい。檻を作り、セイナを封ふうじ込めていた人の意志が無くなった事、そしてセイナという存在を必要としてくれた人との出会いこそが重要であり、それが地球であろうと宇宙であろうと、セイナが自由である場所はどこでもいいのだ。

　宇宙がどんなに広くても、人は宇宙船やコロニー、宇宙服という殻に籠もらなければ生きてはいけない。バリガルの言う通り、どこで生きて行こうとも、人が暮らす領域、必要とする広さというものは『起きて半はん畳じよう寝ねて一畳』それ程広くはないのだ。

（そもそもあまりプライベートで遠出した事って無いものなぁ……）

　近場での買い物は地球でもする事はあったが、任務関係以外で遠出をした覚えは全く無い。極きよく端たんな話、学校行事、仕事以外で町から出る事など無い。もっと極端だと家から出る必要もないのだ。

「ああ、下らん愚ぐ痴ちになってしまったな。まあどうせ暫しばらくは暇ひまなんだ。小僧がかかった魔素風邪かぜ、魔素というものについて教えてやろう」

「ええ、是ぜ非ひお願いします」

「魔素とは万ばん物ぶつの素もとともいえる、魔法を使う際の触しよく媒ばい、いや、魔素そのものが別の物や現象に変化するとも言えるのだが……ウォーター」

　バリガルがセイナの前に手を差し出し、そう唱えると三センチ程の水の球体が生み出された。

「こいつは空気中の水蒸気を集めたのではなく、魔素を水に変えた物だ。もちろんそれを宙に浮かせているのも魔素の力だがな」

　バリガルはその水球を口に放ほうり込んで飲み下す。宇宙の無重力状態で浮かぶ水を飲む感じだ。

「だがそもそもその魔素とは一体何かだが、実のところ殆ど分かっていない」

「そうなんですか？　でもまあ……その方がらしくていいですけど」

　セイナにとってやはり魔法はファンタジーだ。あまり科学に置き換かえたくはないのが正直な所だ。

「外の科学とは相あい性しようがよくない上に、科学的検査では魔素そのものを検知出来ない。もちろんそれによって派生した現象は別だがな」

「外の科学と相性がよくない……ですか」

「ふむ……魔素云うん々ぬんの前に、ここの事をもう少し詳くわしく話した方がいいようだな」

　セイナの表情から察したのだろう、バリガルは大きく腕うでを振ふり回した。すると急に外の喧けん噪そうが消えた。

「シークレットウォ……いえ、結界……ですか？」

「遮しや音おんのみの簡単なやつだが、それ故ゆえに探知もされにくい。町中の民家で高度な結界なんざ張ると、悪さでもしているのかといろいろと勘かん繰ぐられるからな、ガハハハッ！」

　バリガルはセイナのベッドを元の位置に戻もどし、椅い子すをベッドの脇わきへと引き寄せてドッカと座った。窓からは外の景色が庭木に隠かくされて見えない位置だ。遮音をしたとはいえ、口の形で喋しやべっている内容を知られないようにという配はい慮りよだ。

「これでも俺は、外の大学を出ている」

　バリガルはそう言いながら上を指さした。もちろんそれは宇宙という意味だ。

「えっ？　でもここって……」

　簾れん座ざが銀河連盟と同じく初期文明との接せつ触しよくを禁止しているかどうか知らない事に気付いたセイナは、その先の言葉をのみ込んだ。そもそもここに宇宙港がある以上、銀河連盟の法では厳密には初期文明世界とは言えない。

「……その、扱あつかいとしてはどういう範はん疇ちゆうになるんですか？」

「カテゴリーではレベル３、接触はしているが積極的な交流は無い、という扱いだな。簾座は恒こう星せい間航行技術の無い文明との接触は原則禁止しているが、その法が制定された以前に入植が行われていた場合は、その限りではない」

「接触しながら積極的な交流はしない……自然保護区扱いですね」

「俺達を、ではなく、外の世界を魔素から守る目的だがな」

「外を？　それはもしかして、外の科学と相性が悪いというのに関係が？」

「ああ。魔素は外部文明の機器類を浸しん食しよく劣れつ化かさせる。それこそまるで人体にある抗こう体たいのように、中に入り込んだ異分子として排はい除じよしようとするんだ」

「えっ!?」

　と、セイナは不時着した湖で銃じゆうの威い力りよくが減げん衰すいさせられた事を思い出した。

「宇宙の文明の利器とやらを持ち込んでも、一カ月と経たたん内に使えなくなる。高度な物になる程、それは顕けん著ちよだ。どんなシールドを施ほどこしてもそれは変わらん」

「それはまた厄やつ介かいですね……あっ！」

「どうした？」

「その……外から持ち込んだ物って、どれくらいで壊れるのかと思って」

　セイナは湖に沈しずめたＺＩＮＶジンブが気がかりだった。皇家の樹きはユニットから出され、大地に根付いてしまうと力を失う。もちろんそれは皇家の樹がマスターの死などでそれを受け入れた場合だ。地上で事故などでユニットが破は壊かいされ、無理矢理そうなってしまった例は実は無いのだ。魎りよう皇おう鬼き襲しゆう来らいの時でも、場所が樹雷であった為ためにすぐさま手当てが行われ、そのような事は無かったのだ。恐おそらくＺＩＮＶの力ならば、力場シールドや力場プラントで自身を保護する事は可能の筈はずだ。

　ただＺＩＮＶのユニット自体に不明な点が多く、劣化して壊れるとどういう事態が起こるか見当も付かない。

（それより気がかりなのは……まさかＺＩＮＶに魔素器官とか出来たりしないよな？　一応あれも植物だけど）
















「稼か働どうさせているかどうかで劣化のスピードが違うようでな。使っていれば一週間、使わなければ一年経っていても稼働は出来たようだが、何とか動く程度らしいな。とにかく強力な武器を持ち込んで魔ま物もの狩がりをと考えた王国もあったが、経費がかかり過ぎると断念したらしい」

「そうですか……」

　ＺＩＮＶのユニットは休きゆう眠みん状態で数億年以上の長きを存在し続けた。そもそもＺＩＮＶはユニットの劣化を望んでいるような節がある。

（恐らく危険があれば反応を送って来る筈だ）

　悠ゆう長ちようにしている事は出来ないが、昨日今日どうにかなる感じではないようだ。

「ところで生き物は全部、魔素器官が出来るんですか？　例えば外から持ち込んだ動物とか植物とかですが……」

「動物はまず魔素器官が出来ると考えていい。時として凶きよう暴ぼうになって、飼い慣らされたペットでも主人を攻こう撃げきする事もあるので、基本、持ち込みは禁止だ。バイオ強化改造されたものには出来ないから、そういった動物で魔物を狩るという計画もあったと聞くな。植物は若じやつ干かんの生育に影えい響きようはあるが、問題になったという話は聞かない」

「そう、ですか……」

「だが、ごく希まれにだが魔素を排はい出しゆつするようになる事もあるようだが……それよりも問題なのは、魔樹の花粉で受粉するとその次世代は確実に魔樹化するからな。そこは注意が必要だろうな」

「ええっ!?」

「とはいえ凶暴化する訳ではないから、持ち込みに問題はない。持ち出しは当然禁止となるが、それよりも花や果樹を品種改良するのに、積極的に持ち込む者もいる位だ」

「そ、そうですか」

　皇家の樹の品種改良などと、どんな次世代が生まれるか考えるだに恐ろしい。

（そもそも皇家の樹って……魔樹の花粉で受粉するのか？　それ以前に、どうやって受粉して結実するかも知らないぞ？……まあＺＩＮＶって幼生固定されているから、受粉とかは関係ないか）

「空もここも、大方の人間はお互たがいに無関心な者の方が多い。積極的に関かかわり合おうとする者もいるが、魔素を病原菌きんのように思う者もいる。ただ知識を得にくい立場にあるからかもしれんが、魔素文明圏の者達は外の技術を忌き避ひする傾けい向こうにあるな。もちろん全すべての者がそうとは限らんし、中には外の技術を受け入れ、魔素との決別を図はかった惑わく星せいも実際存在する。お互いが歩み寄り、上手うまく併へい用ようをしている連中もな」

「バリガルさんはどう考えているんですか？」

「技術は使ってこそ価値がある。内外のいけ好かない一部の連中の戯たわ言ごとに腹を立てて、有効な技術まで使わないなど有り得んな」

（蒼蓮さん達と同じ併用する派か……）

　あそこにはファンタジーの住人が違い和わ感かんバリバリの制服を着ていたのだ。だが問題は魔樹がケースに入れられていた事実だ。普ふ通つうで考えれば、外の機器類を浸食する魔素を封じる手だてがあるという事だ。

「でも併用するといっても、魔素は外部文明の機器を浸食するんですよね？」

「外だとそれ程ほど悪さをする訳じゃない。どちらかというと魔素文明圏内での話だ。ただ併用する場合は、魔素は魔素の力でシールドするんだ。最近は魔ま結けつ晶しよう技術を使っている」

「魔結晶ですか？」

「そいつは魔素の話の中で説明した方がいいだろうな。話を戻すと、ここは昔と同じ生活をしているが、残念ながら宇宙港のある大陸に中央政府があり、その他は自治領となっている。まあ半植民地のようなものだな。そこら辺のけったクソ悪い話も追々とは耳にするだろうが……」

「バリガルさんは外の大学へ行ったんですよね？　もしかしてもともと外の人間なんですか？」

「生まれはこの星だ。基本的にこの星の魔素文明諸国は、外へ行く事をあまり良くは思っていない。宇宙港のある大陸側も誰だれも彼も受け入れる訳ではないしな」

「ではあちらへ渡わたる事は出来ないんですか？」

「あちらに中央政府がある以上、人の交流はある。だが許可を受けた者しかあちらには行けないが……」

「が？」

「公おおやけにされてはいないがルートはある。もちろんそれなりの対価は必要だが、確実で安全だ」

「確実で安全でない方法もあるって事ですか？」

「お定まりの密入国だよ。船であちらに渡って、最下層のスラムに潜もぐり込み、そこで職にありつき金を貯ためる。安い労働力は必要とされているからな。まあある意味、綱つな渡わたりのような方法だが、上手く行けば正式な方法より遥はるかに割安だ。もちろん政府はそれを公には認めていないから、大半の者は密航途と中ちゆうで拿だ捕ほされ送り返されるか、海の魔物にやられるかする。あちらに渡れたとしても、スラムで一生を過ごすというのもよく聞く話だ。どちらにしろ職を得て二等市民になれなければＩＤ取得は出来ないし、それが無ければ上へは行けない」

「大変なんですね。でもそうまでして外に行きたいという人が居るんですね」

　セイナ自身も将来的にはそれを目指さないといけない事を考えると、ここが一種の牢ろう獄ごくのように思えてくる。とはいえ人じん跡せき未み踏とうの不毛の惑星に放ほうり出されるよりは全然マシだ。

「俺も人の事は言えんが、やはり若い連中の中には外に憧あこがれを持つ者は大勢いる。だがまっとうな方法で向こうに渡ったとしても、この星から出るまでがまた大変でな。宇宙に行くルートは、小こ僧ぞうも先程見たあの軍宇宙港からの一本のみ。船の数も少なくその旅費もかなりの高額だ。多くが夢を諦あきらめる」

「バリガルさんはどれ程の対価を払はらって外へ？」

　何しろセイナは無一文だ。霧きり恋こが管理しているセイナの資産が莫ばく大だいであろうとも、使う事が出来ないのであれば意味がない。セイナ自身の持っている謎なぞ肉の売り上げとか、これまでの給きゆう与よも簾座では使えない。外との連れん絡らくが難しい以上、最悪、ここで働いてお金を貯めるしかないのである。

「俺の場合はスポンサーが居たからな。そいつに全て手配して貰もらったから具体的な額は聞いてない。ただ俺の時はまだ規制も緩ゆるかったが、今はタチの悪いのが仕切っているから、費用は天てん井じよう知しらずらしい」

「それはまた面めん倒どうな話ですね……」

「もう一つの方法として、軍に入り人型兵器、機き甲こう騎き乗りになる事だと聞いたな。詳くわしい条件は知らないが、ある意味外への最短ルートだという話だ。ただ軍は門戸が広いが、初期の生体強化レベルが入隊の最低合格条件で、そいつがこっちの人間にはかなり難しい。あちらの人間なら初期の生体強化調整は無料で受けられるが、こっちの人間はまずＩＤを取得しなきゃならん。そして施せ術じゆつも有料だ」

「そうですか……」

　セイナは一いつ瞬しゆん考えを巡めぐらすが、すぐさま頭を切り換かえた。

（どちらにしろそんなのは先の話だな。先まずは生活費も重要だし、こうして助けて貰った以上、医い療りよう費とかの問題もある）

　無む償しようの好意などに期待する程、セイナの怪け我が人生は浅くはない。不ふ慮りよの事故で数えられない位担かつぎ込まれ、入院するベテランだからこその悲しい経験則である。

「でも何故なぜ、そうまでして外に行った人がここに戻もどって来たんですか？　ああ、もちろん無理に聞きたいという訳ではありませんが……」

「大した事ではない。あちらでの生活が性しように合わなかっただけだ。もちろん必要な知識は仕入れたから未練が無くなった事も大きいが、どちらにしろあちらもこちらも、人の生活という意味では何ら変わらんからな」

「それは……そうかもしれませんね」

　セイナの場合もバリガル以上に環かん境きようが劇的に変化したが、生活という意味では地球にいた時と印象はさほど変わらない。もちろん慣れという事もあるが、人が生きる基本は同じ、仕事と少しの娯ご楽らく、食事と睡すい眠みんとトラブルだ。

「それよりはここで狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者をやっている方が楽しいし、俺の性に合ってる。あちらでは何やら社会の部品のような感じでな……。ここでなら生きている、生活をしているという実感がダイレクトなんだよ」

「部品……ですか」

「まあそれは俺の考え、好みでしかないがな。ただ正直、魔素と魔法技術があれば、外と大差なく生活出来るのは事実だ」

　地球でもスローライフという考え方はある。原始的な生活を楽しいと考える者達もいるし、そもそも現代社会は災害に対してあまりにも脆ぜい弱じやくであるという欠点もある。

「外の大学に行って得た事には、高い科学的技術もあったが、もう一つ大きな収しゆう穫かくは、他の星の魔素技術に関しての知識だな」

　バリガルは強こわ張ばった表情を和やわらげると、椅い子すの背もたれに寄り掛かかるように姿勢を崩くずした。

「ここ以外の、ですか？」

「そうだ。魔素と科学の相あい性しようが悪いとはいえ、お互いを無視するには大きな存在だ。俺が外の大学に行ったように、外の連中も魔素に興味を持つ者は多い。そして同時に、科学に興味を持ち、外に行った連中の中にも、他の星の魔素技術に興味を持った人間は多い」

「お互いに隔かく離りされているからこそ、いろいろな発見がありそうですね」

「ああ。魔素というのが自然発生するような物ではなく、しかもそれを利用した魔法というものはかなり不自然な現象だ。当然、魔素が人工的なシステムだとする説は昔から言われているものだ。誰がどんな目的で創つくったのかは皆かい目もく判わかっていないが、いろいろな各地に残る言い伝えを調べると、かなり古くから存在しているらしく、一説では宇宙最古のものだと断言する学者もいる」

「宇宙最古……ですか」

　地球でも魔法、魔術といった超ちよう自然的な力の概がい念ねんはかなり古くから存在している。より自然と密接に生きていた原始人類にとって、魔術、呪まじないという技術は、科学よりも先に存在していた技術でもある。そこに具体的な魔素という物があれば、科学への興味は起こらなかった、あるいは果てしなくその可能性は低かったに違ちがいない。

「大先史文明の記述にも既すでに存在が確かく認にんされているから、少なくともそれ以前から存在している事は間違いないな。だがそのルーツを調べるのに古文書や遺い跡せきをあたるよりは、身近からの方が確実だという考えもある」

「身近？……って、もしかして魔素その物、って事ですか!?」

「なかなか勘かんが良いな……そうだ。魔素がもし本当に、生活の為ための支し援えんシステムであるのならば、本来、そこには使用方法とか創造者の記録がある可能性が高いからな」

「実際にそれを調べて何か分かったんですか!?」

　セイナは興きよう味み津しん々しん、身を乗り出すように尋たずねる。

「ガハハハッ！　慌あわてるなよ小僧。まだ手がかりすら、どう調べればいいのかも分かっていない」

「そ、そうですか……」

　ちょっと期待しただけに、肩かたすかしを食った気分だ。だが学問、研究といった分野はえてしてこんな感じだ。理想は高く、現実は亀かめの歩みだ。

「だが魔法技術の体系化は進んでいるぞ。何しろ魔素魔法については、明確な発動条件すら分かっていなかったからな」

「発動条件？　でもバリガルさんはさっき水を出した時に、短いですが呪じゆ文もんを唱えていましたが、あれは何なんですか？」

「呪文をただ唱えればいいという訳ではないからだ。水や火のように、生活に密接した事こと柄がらならば誰でも魔法は発動するが、さっきのように球形にして浮うかせるというのは意外と難しくてな。呪文を唱えるだけでは同じ事は出来ない……いや、それ以前に、同じ事をする為の呪文は数限りなくあるんだ」

「ますます分からなくなってきましたけど……」

「つまり魔法を発現させるには、明確なイメージが求められ、同じ呪文を唱えていても、それをイメージ出来るかは人それぞれだという事だ。例えば『飛ぶ』というイメージであれば、ここの人間なら空を、外の人間は宇宙までを意味する」

「ああ、そういう事ですか……なるほど確かに言葉というのは曖あい昧まいですね」

「数字であれば共通の認識が可能だが、『たくさん』となると人それぞれ、どの程度を意味するのかが変わる。ところがその『数字』にあたる呪文の存在が、体系化の中で徐じよ々じよに分かって来た。要は『魔素』がその呪文によって、何の魔法を求めているかを認識すればいいのだから、当たり前の話だが、外に行かねば知る事は出来なかっただろうな」

「でもそれが分かれば、誰でも同じ魔法が使えるようになるという訳ですね」

「と、まあそう簡単には行かん。現在の所分かっておるのは、ごく簡単な物だけだ。そして魔法の発現には、それぞれの魔法に必要な魔素量があるからな。それと意外と面倒なのが魔法そのものの既き得とく権益の問題だ」

「既得権益？　ああ、でも魔素はそこら中にあるんでしょう？」

「魔素には二種類あってな……小僧のかかった魔素風邪かぜというのは、身体からだの中に魔素器官という物が形成される為に起こる現象だ」

「俺の中に、ですか？　でも……ええ、そうですね確かに気を失う前に胸の辺りに、凄すごく熱い物を感じましたが……」

　セイナは自分の胸に手を当ててみるが、既にその感じはない。ただ身体の熱の中心がそこにあるような感じはしている。

「そうだ。そこに魔素器官は形成される。そして魔法はその魔素器官に蓄ちく積せきされた内部魔素が使われるんだ」

「内部魔素？」

「空気中を漂ただよう魔素はそれとは区別され外部魔素と呼ばれている。内部魔素と外部魔素、その二つは似て非なる物でな、魔法を使うには一度取り込んで内部魔素としなければコントロール出来ないんだ。その蓄積量が少なければ使える魔法は限られる。しかもそれらは基き礎そ代謝と同じく、先ずは肉体の強化に使われるんだ」

「肉体強化に、ですか？　でもそうなると魔法というのは……」

「その余った分が使われる。その多た寡かが魔法を使えるか使えないかに、そして強い魔法を使えるかどうかに関かかわって来る」

「もし余った部分が少ないのに、多くの内部魔ま素そを魔法で使うと……」

「肉体の強化に使われる分が無くなる。普ふ通つうは身体が怠だるくなる程度だが、強化の度合いが高いと気絶する事もある。だがもともとが通常状態からの強化だからな、それが切れたとしても死にはしない。疲ひ労ろうに倦けん怠たい感といった所だ。だがこの肉体強化魔法は、魔素器官を持つ者であれば全すべてが持っている基本的能力だ。この維い持じに内部魔素を消費し続けている故ゆえに、他の魔法を使えない者が多いんだ」

　バリガルは自身の胸に手を当てて考えるセイナを見てニヤリと、悪い笑えみを浮かべた。

「小こ僧ぞうはその心配は無いだろうがな」

「……魔素量の問題は分かりましたが、もう一つ既得権益というのは？」

「誰だれでも使える魔法の体系化が出来てしまえば、失業する者も多いという事だ。魔法を教える者、学校、国もそうだ。特に高度な魔法は国防にも関係するから秘ひ匿とくされる。個人でも同じ事が言える。何しろ自分が優位に立てる技術だからな。まあそれが体系化を阻そ害がいしてきた大きな要因だ」

　つまり高度な魔法は、ここでは兵器と同じ扱あつかいという事だ。そしてそれはセイナにも関係して来る事である。

「国防という意味では、小僧の立場がかなり微び妙みようだという事は理解出来るな？」

「まあ……何となくですが」

　グウッ──っとここでタイムアップ。セイナの空腹を知らせる音が鳴った。

「えっ!?　まだ二時間程ほどしか……」

「ガハハハ！　魔素風邪の後は赤子と同じだ。特に小僧はかなり消しよう耗もうしているからな」

　バリガルは笑いながら、先程の寸ずん胴どうを取り出すと手鍋なべにシチューを注いだ。セイナももう危険はない事が分かっているので、シチューを口にし、途と端たんに凄すさまじい食欲に襲おそわれ、それをかき込み始めた。








２「魔ま素そシステム」









　腹がはち切れんばかりの食事量と、そしてそれに連動するかのようなトコロテン方式排はい泄せつを終え、セイナは再び床とこに就ついた。

「そういえばトイレがお尻しり洗せん浄じようなのにはビックリです」

「ガハハハッ！　これも魔ま結けつ晶しよう技術の賜たま物ものだ。上から帰って来て一番、問題だったのはそれだな。いっそ魔樹海の中なら、柔やわらかでよさげな葉っぱも多いが、ここでは質の悪い紙か、手で洗うかだからな」

「臭においもあまり無いんで、それも驚おどろきましたね」

「そいつは水すい棲せいの魔樹のおかげだ。排泄物を分解して水を浄化するんだ。あまり良い気分はしないが飲み水にも出来る位だからな、ガハハハッ！」

「それは凄いですね。だけどこの食欲は問題ですね。このままじゃ、食費だけでえらい事になりそうです」

「ガハハハ！　熱がひけばそう長くは続かんよ。それに食費など小僧の借金と比べれば微び々びたるもんだ」

「借金、ですか？」

　まあ、いろいろと面めん倒どうを見て貰もらって、それは全部好意で無料です、という訳にも行かないだろう。ましてやセイナはどこから来たのかも分からない異い邦ほう人じんだ。そしてラージキメラに襲われ、救助を受け入れる意志を示している。バリガルからもセイナの立ち位置についての言げん及きゆうがあった以上、覚かく悟ごを決めるしかない。

「……その借金って、どれ程の物に？」

「小僧が目覚めて、まだ魔素風邪は続いているからな。細かな精算が出来るのはまだ先だが……普通の人間がそうそう返せない額にはなるな」

「はあ……」

「だがこれからの話を聞けば納なつ得とくするはずだろうよ。さあ起き上がったままではさすがに辛つらいだろうから、横になれ」

　正直それ程辛くはないが、それでも横になると確かに楽だ。バリガルは定位置のソファーに座った。

「借金の事を気にするなとは言わないが、まずは今後の為にもいろいろ知っておいた方がいい」

「分かりました」

「さて話の続きだが、魔法の体系化がある程度纏まとまれば、それを誰が……というよりもう個人で管理するのは無理だろうし、それの編へん纂さんを行っておるのは上の大学機関だから、そこから何処どこへどう流れるかは見当も付かん。今の所それを行っているという事自体、知る者は少ないが、その内容次し第だいでは簾れん座ざの中央そのものが出て来る可能性もある」

「そこまで大おお袈げ裟さになりますか？」

「簾座王家は以前から魔素魔法を研究しているという噂うわさがある。主要五家、つまり簾座を支配する王族の一つ、磨ま玉ぎよく王家の本星などは、魔素のある惑わく星せいだからな」

「本星に魔素があるんですか!?」

「もっとも王家の個人所有だから、他の王家と違ちがい、政治の中ちゆう枢すうという事ではない。だがそのせいもあって、磨玉王家はいろいろと……まあなんだ、変わっている者が多い」

（口を濁にごしたなぁ……確かに気持ちは良く分かります）

　玉ぎよく蓮れんの変人ぶりは普通ではないが、それが魔素絡がらみと聞くと逆に納得出来る。

「だが次期女王は、とんでもない美び貌ぼうの持ち主だぞ。後こう継けい者しや候補としてお披ひ露ろ目めされた映像を見たが、まだ十四かそこらで、ゾッとするような雰ふん囲い気きがあったからな。あれが大人になったらどれ程のものになるか想像もつかないな」

（俺は十四の時の玉蓮さんを知らないからな……でもゾッとするのは間違いないな）

　玉蓮の美貌は闇やみだ。それこそ魔的というイメージだ。

「っと、話が逸それたな。とにかく簾座中央が魔素魔法を何らかの形で取り込もうとしているのは確かだが、それをどう使うかは分かっていない。もちろんその辺りは俺も大学に居た時に、研究仲間といろいろと話し合ったよ……果たして『魔法』は『科学』に置き換かわる代しろ物ものかとな。正直、俺が外に出て見聞きした科学技術は、それこそ魔法のような代物だった。ここで使われている魔法に似たような、あるいは置き換えが利きくようなものが殆ほとんどだし、それ以上の力もある。誰にでも使えるという点もだな」

「それを言ってしまうと夢が無いですが……。でも魔素が仮に本当にシステムだとして、かなり優すぐれていると思いますよ」

「ほう？」

「魔樹海は人の生活に必要な物があります。魔物はいますが、それに対たい抗こうする為ための魔法もあります。極きよく端たんな言い方をすれば、身一つで放ほうり出されても、生きていけます。初期文明レベルでこれだけ高度なシステムはないんじゃないでしょうか？」

　それこそいろいろなサバイバルを経験したセイナならではの意見だ。

「ククッ、そうだな。実は俺達も似たような結論だった。科学も魔法も目指す到とう達たつ点は同じだとしても、その過程とスピードが違う。特に俺達のような生活だと魔素魔法の方が使い勝手はいい……だが、人は更さらなる利便性と世界を求めるものだ。特にその技術の手本が目の届く所にあれば尚なお更さらな」

　過去バリガルもその一人だった。だからこそ外の大学に行ったのだ。

「外の技術程に高度な魔法を発現させるには、知識と大容量の内部魔素を蓄積出来る魔素器官が必要だ。だがそれは殆ど不可能に近く、なら外の技術を使った方が簡単だ。だから簾座が魔素魔法を求める一つの可能性としては、惑星改造に使うのではないかとな」

「惑星の改造？」

「ああ、それには魔素の広がり方について話さなきゃならんが……それよりも先に、小僧の身体についての話だが、その魔素器官は大きな可能性を秘ひめている。大容量の魔素器官が如何いかに出来るのかとかな」

「俺がそうだとして……でも何故なぜ俺の魔素器官が大容量だなんて分かるんです？　計測する方法でもあるとかですか？」

「そんな事をしなくても一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。普通、魔素風邪かぜをひくのは八歳くらいまでの子供の頃ころだ。そしてそれは長い者で五日ほど、多くが二日足らずなんだよ。しかし小僧は二十日を超こえ、いまだに魔素風邪は継けい続ぞく中だ。数字を聞けばそれがどれ程異常な事かは分かるだろう？　正直、俺も聞いた事がない数字だ」

「じゃ、じゃあ魔素風邪の期間が長ければ長い程、容量が大きくなる、と？」

　それが事実なら、確かに一目瞭然だ。

「魔素風邪の期間が三日を超えると、その地方の領主に届け出の義務がある」

「えっ？」

「その者は高位の魔法使いになれる可能性が高いから当然だな。そして将来はそこの領主に仕えるか、場合によっては子供の時点で召めし抱かかえられる。もちろんその子の将来は保証されるが、全ての親がそれを受け入れる訳ではなく、事実を隠かくす事も珍めずらしくはない」

「そりゃあ、子供が連れて行かれてしまいますからね」

「それもあるが、一番の理由はいい稼かせぎ頭がしらになってくれるからだよ。貴重な跡あと取とりの場合もあるし、女の子でも婿むこを取る形となる。能力次第では貴族の側室になった例もある」

「……一番の理由が金銭ですか？」

　少し身も蓋ふたもない理由だと感じたが、セイナも似たような理由で宇宙に上がったのを思い出した。

（考えてみれば、俺もＧＰに出されたのは実家の経済問題だったからなぁ……）

「まあそう言うな。ここは宇宙程に個人主義ではなく、家族一族の絆きずなが強いからな。特に俺達のように魔樹海での商売をする者にとっては、怪け我がや年ねん齢れいによる引退を余よ儀ぎなくされた後に頼たよれるのは家族や故郷だ。それにタチの悪い領主だと、親には何の補償もなく子供を取り上げる者もいる。場合によっては盗とう賊ぞくに目を付けられて攫さらわれる場合だって珍しくはない。魔法の力はそれそのものが財産だ。それをひけらかしていい事など何もない」

「貴重なのは分かりましたが……正直、どうしてそれ程までに、って感じますね。高位の魔法使いになれるとはいえ、子供の内はまだ可能性でしかありませんし、それに高位の魔法そのものを発現させるのは難しいんですよね？」

「それはもう一つの理由からだよ」

　そう言いつつバリガルは指にはめた指輪をセイナに近付けた。

「……見た事のない宝石ですね」

　それは一センチ程の薄うすい黄色味をした透とう明めいなクリスタルの中に、三ミリ程の真っ赤な珊さん瑚ごを磨みがいたような物が入った感じの宝石だ。

「こいつが魔素器官に入っている、魔ま液えき晶しようと呼ばれる物が結晶化したものだ」

「それがここに、ですか？」

　その赤は血液とは明らかに違う赤だ。これも怪我慣れしたセイナならではだ。

「正確には中心の真っ赤な物が魔結晶。その周囲の透明な部分は魔液と呼ばれる物を固めた物でな、この魔液は血液から分ぶん離りさせた物で、こいつも魔素器官と共に形成される物質だ」

「という事は、何か役割があるんですね？」

「魔液晶は力を使うと徐じよ々じよに結晶化する。血管内でそんな事が起これば一大事だ。それを抑よく制せいし、魔素との融ゆう和わ性を高める働きがある。特にこうして魔道具として使う場合は欠かせない伝達物質となるんだ。こいつが無ければ魔結晶と物質の間で大きな抵てい抗こうを生み魔素をロスしてしまったり、時には高熱を発し、発火する事もある」

「なるほど。そりゃ重要ですね」

　血管内で結晶化が起きれば血けつ栓せんと同じ、下手をすれば魔法を使う度たびに死へのカウントダウンとなりかねない。

「そもそも魔液晶や魔結晶は魔素を蓄ちく積せきし、魔法を記き憶おくする能力がある。つまりこの宝石は魔素器官と同じ物であり、今では魔法を使う主流となりつつある魔道具だ」

「魔道具が主流……それはそれで、何だか寂さびしい感じもしますが……」

　何と言っても魔法は呪じゆ文もんを唱えるのが、ファンタジーの定番だからだ。

「ガハハハッ！　まあ気持ちは分かるが、高位の魔法や長時間使う魔法などは、使える人間が限られる。だがこいつならば魔結晶を大きくさえすれば、いくらでも容量を増やす事が出来る。小さな魔ま素そ器官の者でも、魔法を使わない時に少しずつ魔素を充じゆう塡てんしておけばいいのだからな。そして自身が使えない魔法も、こいつにコピーしておけば使える」

「じゃあ、高容量の魔素器官を持つ子供の申しん告こく義務は、それ程ほど重要ではないのでは？」

「充塡は余よ裕ゆうがあればの話だ。軍事などいざ戦せん闘とうが起これば急速な充塡が必要になる。そして魔ま結けつ晶しようの製造、つまり結晶化させられる者と魔法をコピー出来る者が必要だが、それも数が少ない。故ゆえにまだまだ魔結晶は高額な代物だ。今の所、利用目的の一番は武器、つまりは軍事利用だが、民間利用の需じゆ要ようも増えている。現段階では貴族や大商家などに限られているが、将来的には家庭の、それこそ家電のような使い方をされると見ている」

「魔結晶がエネルギーとデータを蓄積出来るとなると、それも有り得ますね」

　電気と電子回路。まさにバリガルの言う、家電が全すべてを言い表している。

「そうなると、大容量の魔素器官を持つ者は、魔法使いというより、製造者として必要とされるのですね？」

「そういう事になるな。だが家電などの利用普ふ及きゆうはまだまだ先だし、その需要を満たすには省電力化ならぬ省魔素技術がもっと確立しなければ、大量消費には対応出来ない……とはいえ現段階でも需要はかなり多いんだよ。その理由が貴族や大商家の見み栄えというのがまた何とも……」

「見栄……ですか？」

「軍備関係は、まあ理解出来るだろうが、他ほかには必要のない照明だの飾かざり付けだのに、それこそ魔素を湯水の如ごとく無む駄だ遣づかいしているんだ。貴族共は夜のパーティーに屋や敷しきを光り輝かがやかせライトアップ。夜の商売なども同じで、人寄せの広告や看板なんかがそうだ。まあ夜にそこの窓から覗のぞけばよく分かる」

「確かにそんなものの為に連れて行かれるのは嫌いやですね……。製造はともかく、魔素の充塡って、どうしても人がするしかないんですか？　そういう魔法みたいなものは？」

「ある星には巨きよ大だいな結界を、魔ま法ほう陣じんで魔素を吸収しつつ永続的に維い持じしているらしい。魔法陣そのものがかなり大規模となるが、発電所的な使い方は出来るのではないかと期待はされている。しかしその技術そのものは秘ひ匿とくされ、門外不出……対価を払はらうとしても、その利用価値を考えれば、天文学的数字となるだろうな」

「つまりいつ実現出来るか分からない、ですか。うまく行かないものですね……」

「魔素充塡は税金の代わりにして、金銭や物品納税よりも優ゆう遇ぐうしている領主もいる位だからな。そして魔素の問題と同じ位重要なのが、魔液晶の資源問題だ」

「魔液晶は、魔物からでしたよね？」

「ああ。当然、こんな使い方をしていれば、すぐに供給不足になるのは間違いない。魔樹海には十分な魔物はいるが、狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者の数は必要な需要に対してはまだまだ少ない。というより魔液晶が多く採れる、中層から深しん淵えんまで行ける者が圧あつ倒とう的に少ないんだ。そうなるとその狩猟冒険者育成と同時に、魔物の養よう殖しよくを考える者もいる」

「まっ、魔物の養殖？　それはかなり危険なのでは？」

「そうだな。この星では牧ぼく畜ちくはあまり盛さかんではない。それは生き物にはすべからく、魔素器官が形成され、同じ種を一カ所に集めると軍団レギオンを形成するからだ」

「軍団、とはまた穏おだやかではありませんね。それは群れとは違ちがうのですか？」

「強力な統とう率そつ個体が現れ、テリトリーを作り自衛、或あるいは拡大化させようとする。群れが大きくなればなるほど、統率個体は強力な上位種の魔物へと変化し、ついには王国キングダムとなってしまう。そうなると人が駆く逐ちくされ、牧草地には魔樹の森が生まれ、ついには魔樹海となる」

「それは厄やつ介かいな……」

「他の星での話だが、品種改良された非常に肉質の優れた、しかもかなり大人しい家畜を持ち込んだ貴族が居た。何十年もかけて魔樹海を開かい墾こんして造った牧場に分散させて放し、最初は順調に行っていたので安心していたら、こっそり魔樹海に入り込んで増えた群れがいて、そいつらが軍団を形成するまでに増えてな。ある日突とつ然ぜん、牧場の群れを配下にして大軍団となって暴れ出したそうだ。もともとでかい身体からだだったのが上位種となったら、とんでもない変へん貌ぼうぶりで、その一帯の支配種となったそうだ。結局手が付けられなくなってしまい、その牧場も十年と経たたずに魔樹海に埋うもれてしまったという話だ」

「じゃあ魔物養殖なんて、よけいダメじゃないですか！」

「ちなみに魔物化したら肉が更に美味となり、狩猟冒険者が大勢集まって町が出来て栄えたという、何が不幸で何が幸いするか分からんオチだ。ガハハハ!!」

「結局、養殖案は却きやつ下かですね」

「いやなに、小さな群れで分散させて監かん視しをしっかりすれば問題はそうそう起こらん。そうなると一番の候補はゴブリンになる」

「えっ、あれが!?　本当に??」

　ゴブリンの養殖など、イメージとしてはゴキブリの養殖に近い印象だ。

「肉は臭くさいし使える部分は殆ほとんど無いという、本当に厄介な魔物だが、魔液晶に関しては意外と効率の良い魔物なんだぞ。魔素器官はそこそこ大きいし、魔樹海の近場に住み、数もいる。あいつ等すぐに増えるし、ゴミでも何でも食うからな、ガハハハッ！」

「……仲間も食ってましたけどね」

「同種を集めて飢うえさせなくすれば、早々そんな事は起こらんよ」
















「同種？　同種って……ゴブリンに種類なんかいるんですか？」

「正確に言うと、小こ僧ぞうが見たあれらはゴブリンではなく、デミ種と言われる進化の途と上じようにある魔物でな。まだ種としては固定されていないんだ。ここら辺は魔素についてもっと詳くわしい話の時にでもしよう。とにかく重要なのは、一いつ匹ぴきから採れる量の問題だ」

　バリガルはジッとセイナの胸の辺りを見た。そこは魔素器官のある場所だ。

「……もしかして、今までよりもゴブリン達の魔素器官が大きければいいと？」

　つまりセイナが借金を課せられる要因がそれなのだ。凄すごい魔法も、魔結晶の製造充塡も必要だが、そもそもの資源確保が一番の課題だという事だ。

「魔素器官が大きい方がいいのは魔物だけじゃない、俺達もそうだ。発達した魔素器官を持つ子が増えれば製造と充塡の問題も解決する。強い狩猟冒険者が増えれば上級の魔物も狩かれる。ゴブリンの養殖はまだ未知数だが、上級魔物の討とう伐ばつなら現実的で、しかもゴブリンを何千、何万匹と倒たおすに近い量の魔液晶、そして希少な部位素材も手に入る」

「良い方向にどんどん転がる訳ですか」

「うまく行けば純結晶も大量に手に入る可能性が高まる。そいつならば普ふ通つうの結晶数千倍の魔素を溜ため込む事が出来るからな」

「純結晶？　結晶に違ちがいがあるんですか？」

「ああ、魔液晶は結晶化すると魔素を溜め込む量が増える。強い魔法を使う魔物などは、時折魔素器官の中の魔液晶の中に結晶化した塊かたまりがあるんだが、その結晶にもグレードがあって、通常結晶は同じ体積の数十倍、純結晶になると数千倍と、一気に魔素蓄積量を増やすんだよ。強い魔素を無理矢理魔素器官に蓄積させる事で、結晶化の純度が高まるんだ。人間でも高位の魔導師にしか純結晶化は出来ないから絶対数は少ない。どちらにしろ純魔結晶は魔導師自身や王族や貴族に渡わたるから、外に出る数が少ないのも原因だな」

「その魔結晶って、外の大学で調べてみたんですか？」

「もちろん！　だがそれが何なのかは全くの不明、殆どの検査機器に反応すらしないんだからお手上げだ。微び量りような反応があったと思えば、形成過程で紛まぎれ込んだ埃ほこりとかの異物だったというオチだ」

「じゃあ上の技術で似たような物を合成なんて無理ですね……」

「魔液晶も、いや、魔素器官その物が魔素から出来ておるのではないかというのが一いつ致ちした見解だ」

「これが……魔素？」

「魔素の世界から決別をした星の住人からは、魔素器官が無くなった例があるそうだ。そもそも一日二日で体内に新しい器官が出来る事自体、不自然だからな」

　バリガルはそう言うと大きく息を吐はいてセイナを睨にらみ付けるように見つめた。

「長々と話をしたが、小僧がどういう存在か分かっただろう？　ここの領主はおろか、この星中がこぞってその身体の秘密を知りたがるだろうな。もちろん上の連中も同じだ」

「うわ……それは勘かん弁べんして欲しいです……ね」

　知識欲と物欲を持った人間が、こういう場合にどういう行動をするか？　特に身近に、アイリやアイリやアイリやアイリやアイリやアイリが居たから熟知している。鷲羽わしゆうとか瀬せ戸ととかも、腕うでずく力ずくで嬉き々きとしてやって来てセイナをモルモットとする事だろう。

（でも逆にアイリさんや鷲羽さんだと、何だかんだで『死なないから大だい丈じよう夫ぶ♡』って感じなんだろうけど、こっちだと解かい剖ぼう標本にでもされそうだよなぁ……）

　簾座に哲てつ学がく士し程の才と技術を持った人間が居るかどうかは不明だが、少なくともアイリや鷲羽は霧きり恋こや天てん地ちのリード付きだ。ならば『行き過ぎる』という事は無いだろう。だが身寄りも力もないこちらでは、モルモットなどに人権は皆かい無む。セイナにとっては、下手をすれば世界を敵に回すのと同じ状じよう況きようだ。その保護にどれ程の対価が必要か見当も付かない。だが……、

「……助けて欲しいです」

　だがセイナは素す直なおに頭を下げた。

「俺としても思った以上に事態が重くなった訳だが……一度助けた以上、途と中ちゆうで放ほうり出すのは俺の信条に反するし、何よりも面おも白しろい事になりそうだからな」

「ありがとうございます！」

　そう頭を下げるセイナを見て、バリガルの表情が一気に崩くずれた。

「だから小僧の借金が大きくなるんだがな、ガハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「……お、お手て柔やわらかに……!!」

「さて、とりあえず小僧の立ち位置が分かった所で、もう少し魔素について話をしよう。脅おどしてばかりでは、せっかくここに来た意味はないだろうからな」

「……はは、そうですね」

「重複する所もあるが、まあいいだろう？　どうせ時間はあるが……眠ねむ気けは？」

「そういう意味ではタップリと寝ねましたから」

「ガハハハ！　なら付き合え。会わせたい者も居るからな」

「会わせたい？」

「それは会った時の楽しみだ。それで話の続きだが……魔素によって発現出来る現象は、今の所その殆どが初期文明レベルのものだが、ある点においては、外の技術並みのものもある。魔素による物質や現象への変へん換かんなどがそうだが、逆を言えば初期文明でそれが可能というのが異常だ。そういう意味では歪いびつな技術だといえる」

「魔ま素そからはどんな素材でも生み出す……あ、いえ。変換出来るのですか？」

「可能性はある。だが魔素のある殆どの惑わく星せいは初期文明段階だから、それを生み出すに必要な魔素を持ち、かつ知識を持ち併あわせる者がいないから解わからないというのが現状だ」

「とはいえ外の技術並みの事も出来るとなると、確かに歪ですね。ある意味途中の過程を飛び越こえた妄もう想そうが、魔法として現実化しているような感じですものね」

「うむ……実際、子供の方が突とつ飛ぴな魔法を発現させる事が多いからな……」

（うわぁ……所謂いわゆる、中二病だな）

　悪く言えば非現実的、良く言えば発想が柔じゆう軟なん。ただ大たい抵ていの場合、黒歴史となるのが痛い所だ。しかしそれが実現してしまう可能性がある所が魔法の凄さ、歪さなのだ。

「もっともそれを他人に教えるのが難しい所が欠点だな。それも魔法が発展し辛づらい原因の一つだ。技術の習得というのは、段階を踏ふまなければ駄だ目めだからな」

　小学校にも行かない人間に、大学の授業は無理なのと同じだ。

「ところでバリガルさんは外の大学で他にはどんな事を？」

「俺は見た通りドワーフで、鉱物、特に金属加工に興味を持っていろいろと学んだが、加工はともかく、金属そのものを創つくり出す事は出来なかったな。まあ自然での組成過程を考えれば、当然だがな」

　鉱物資源を生み出すには途と轍てつもない高温高圧力、太陽が超ちよう新星となるようなエネルギーが必要だ。それらを再現するのに必要な魔素がどれ程ほどの物か見当も付かない。

「だが素材さえ揃そろえれば加工には応用出来るので、おおよその合金の精製は目め処どがたっているぞ。それと魔素を金属に変換する事は無理でも、召しよう喚かんという形ならば可能だ」

「金属を召喚って……それこそそんな事が可能なんですか？」

「どこかに存在する物を呼び出す事は可能だ。ただ成功例は、あくまで原石という形だったらしいがな。どちらにしろ最終的なハードルはやはり魔素不足だ。それさえ解決出来れば錬れん金きん術じゆつも可能かもしれんな」

　バリガルは腕を組み、不満げな渋しぶい表情だ。多分自身でも実験してその結果が芳かんばしくなかったのだろう。

「実は大量の魔素を使う方法として、内部魔素で外部魔素をコントロールするやり方もある。だが内部魔素のような繊せん細さいで高度なコントロールは出来ないし、膨ぼう大だいな外部魔素を制せい御ぎよする事そのものが難しい。まあせいぜい単純な指向性を持たせる位だが……小僧は力場プラントという物を知っているか？」

「えっ？　ええ、一応」

　ＺＩＮＶジンブが自身の体を再生させた時に見た、力場によって構成された『工場』を思い出す。

「つまりそれと同じ、力場の代わりに内部魔素でプラントを形成、外部魔素をコントロールする方法なのだが、俺達の持つ内部魔素量と知識では、単純な指向性を与あたえるのがせいぜいでな……まあそれでもかなり有用な力ではある。今まででは不可能だった、高熱や高圧を炉ろの内部に発生させられるようになったおかげで、新たな合金や、素材なんぞも安定的に精製出来るようになったのだからな」

「それは凄いじゃないですか」

「ガハハハ！　何と、あのオリハルコンに近い硬こう度どを持つ合金が、遥はるかに安価で造れるのだぞ、凄かろう？」

「オリハルコン！　それは本当に凄い」

　ファンタジー金属の最さい高こう峰ほうとも言える名に、セイナはちょっと興奮した。

「あれ？　でも根本的な疑問なんですが……魔素は外の技術とは相あい性しようがよくないんでしたよね？」

「魔素というものに何らかの意志があるとしたら、随ずい分ぶんひねた性格をしているんだな。実は魔素のある場所の素材を、魔法で鍛きたえればその限りではないんだ。少なくとも俺の造る物に関しては劣れつ化かは起こっていない。……まあ理り屈くつは分からんが、遠い未来には外の技術を使った物が、魔法で造られる日が来るかもしれんな」

「バリガルさんの合金のような物が、ですね」

「そうだ。その合金によって高レベルの武器や防具が、今までよりも手に入れ易やすくなったのだが……残念ながら欠点もあってな。魔素との融ゆう和わ性が殆ほとんど皆無となってしまって、武器防具の金属その物には属性付加エンチヤントが全く使えんのだ」

「付加魔法が使えるのと使えないのとでは、性能にかなり差があるんですか？」

「使う用よう途とや敵、使用する本人の戦い方によっては条件が変わるから一いち概がいには言えないが……魔樹海の浅い所であれば問題はない。魔法に耐たい性せいが無いとはいえ、そもそもが頑がん丈じような代しろ物ものだからな。高レベル魔法を使う魔物や魔法使いを相手にするのでもなければ、鉄などと比べれば圧あつ倒とう的に優すぐれている。中等級の狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者には手て頃ごろな武器と言えるな」

「そうなると、魔素との融和性さえ何とか出来れば、って感じですね」

「そもそもここから産出される金属原石は、長期間魔素に晒さらされているせいで、魔素との融和性は高い。だが精製の過程で徐じよ々じよに融和性が損そこなわれ、合金化すると殆ど失う。ここで造られた物を宇宙にサンプルとして持って行ったはいいが、そもそも構造自体は変わらんから解かい析せきも出来ん。それこそお手上げ状態だ、ガハハハ！」

「ところでオリハルコンなんかも、新しい技術を使うと融和性が無くなってしまうのですか？」

　付加魔法というのはやはりファンタジーでは重要な要素だ。それが出来ないとなると、いろいろと寂さびしい。

「試ためした事がない！」

　バリガルはフンヌッと威い張ばった感じで反り返る。

「えっ？」

「オリハルコン、ヒヒイロカネ、アダマンタイトなんぞ、そんな実験に気軽に使える程手には入らんし、価格も高い。失敗したら貴重な資源の損失、鍛冶かじ屋や協会のじいさん達にぶっ殺される。ただでさえ材料を無む駄だにするのを嫌きらうんだから、無能異い端たん者扱あつかいされるのがオチだな」

「じゃ、じゃあ、新しい合金とかは異端視されないんですか？」

「ガハハハッ！　材料を無駄にせず、新たな技術を開発したんだから、そこのところは大丈夫だ。高温の炉などは長老達がこぞってやって来て教えを請こうた位だからな。使える技術に関してはどん欲なんだよ。まっ、ここだけの話、ミスリル銀なら比ひ較かく的てき安価だから短たん剣けんでいくつか試してみたが、どれも芳しくなかったな……ミスリル銀などは昔から魔素との融和性を高める為ための、混ぜ物として一番の素材だったが、それでも上の技術で造った途と端たんに融和性が殆ど失うせてしまうのだから、それこそ上の技術と相性が悪いとしか言いようがないな」

「せっかく劣化とかの問題が無くなったんですから、そちらも何とかならないものですかねぇ……」

「もちろん解決策は見み出いだしてはある。合金がダメなら複合構造体で造ればいい。別々に造って後で組み合わせる。例えば刃はの部分をミスリル銀、本体を合金とかな」

「それはうまく行きそうなんですか？」

「素材の特性を考えると逆の方がいいんだが……なにしろ合金部分が付加魔法を打ち消してしまうからしかたがない。最良ではないが良い物には間ま違ちがいない」

「いろいろと欲張るよりも、相手に併せて使い分ける方が良さそうですね」

「鍛冶屋としては忸じく怩じたる思いだが、狩猟冒険者としては納なつ得とくできるところだ。自己修復能力でもあるような魔剣でもない限り、道具は使えば消しよう耗もうする。一つの剣を後生大事に持っておくなど、貴族のお飾かざりだけだからな。それに深しん淵えんを探たん索さくする上級ともなれば、マジックバッグも持っているだろうから、予備をいくつも持っているものだしな」

「おお！　マジックバッグ、ありますか」

「宇宙で言うなら亜あ空間ボックスだな。値段は容量次し第だいだが、これも魔ま結けつ晶しよう技術が発達したおかげで比較的手に入れ易くなったアイテムだ。さすがに時間凍とう結けつともなると、アーティファクト魔法の部類に入るから、特級クラスの狩猟冒険者か大貴族、大商人、王族といった連中しか持てん。普ふ通つうの奴やつなら俺の所に使わない小容量のがあるから、小こ僧ぞうが狩猟冒険者となったら貸してやる。買うなら半額でいいぞ」

「買い取りは借金と相談して決めますが、ありがとうございます」

　とにかくマジックバッグはファンタジー世界では一番に欲ほしいアイテムだ。その有う無むで活動効率が段違いとなるから当然だ。

「その代わり武具なら俺の所に試作品がたんまりあるから、そいつを見み繕つくろってやる。金を出すなら上はオリハルコンまで可能だぞ？」

「うわぁ……それは実に興味ある所ですが、借金の事を考えるときっと自殺行こう為いですね。俺としてはミスリル銀には興味がある所ですが」

「ふむ。ミスリル銀は狩猟冒険者が、この装備を手に入れられたら一目置かれる、一人前になった証あかしでもある武器だからな。ただ他の高位金属より安価とはいえ、純ミスリル製となるとさすがに高価となるから、大抵は合金から始まる。混ぜ込む割合を段々高くしていくんだが、それが階級が上がるかのように嬉うれしいんだよ。鍛冶屋の立場からも、目をかけていた小僧共が買いに来ると嬉しいものだからな」

「バリガルさんにとっては二重になんですね」

「それと同時に責任も重くなる。その武器を持った奴が怪け我がや死んだって事になると、他人から責められる事は無いが、俺達自身はそうではない。だからこそ技術を磨みがく。少しでも良い物を、長持ちをする物をと考える」

「もしかしてそれで上の技術を？」

　セイナの問いにバリガルは軽く視線を逸そらす。

「だが皮肉な事にミスリル合金は、比較的安価で高性能の武器の代名詞だったが、最近では結構微び妙みような武器となっていてな。もちろん高レベルの魔物討とう伐ばつをするような狩猟冒険者には需じゆ要ようの高い武器ではあるが、魔樹海の浅い場所を狩猟場とする者達の需要は無くなったな」

　そうさせてしまったのがバリガルなのだろう。少し気まずさもあるようだ。

「はあ……それはそれで……」

　セイナは言葉を濁にごしたが、ファンタジーとしてはなんだか寂しい感じだ。

「とはいえ、まだまだ主要な武器は鉄製だがな。ガハハハ[image: ～][image: ～]！」

「そ、そうなんですか？」

「高性能の合金が安価となったとはいえ、それでも造れる鍛冶職人がまだ十じゆう分ぶんとは言えないからな。それに武器や防具のメンテナンスも専門の物が必要だから、そちらの問題もある。武器はまだいいが、防具などは自身の身体からだに合わせなければならないから、かなり細かな調整が必要だ。職人の数が少ないとなれば、手に入れるのにも時間もかかるし、出先で急に修理が必要となっても、それが出来る職人が近くにいるとは限らない。その点、鉄製の物であれば高い技術を持つ職人は多い。鉄で試作して使用して具合を確かめ、それから合金製で造るってベテランも多いぞ。もちろんオリハルコンやミスリル銀で造る場合も同じだ。何よりも鉄は、やはり一番需要が多い生活用品に使われる物だからな」

「ああ、なるほど。そういう事なら鉄が主流というのも頷うなずけますね」

「合金はやはり一番の需要は今の所、軍関係だ。特に防具などは、それこそ宇宙船を造る技術を流用すれば、軽く、そして強度もある防具が造れる。ここら辺の技術は、さすが苦労して上に行った甲か斐いがあるというものだな。俺としては軍よりも民間にこそ、この技術を使って貰もらいたいが、軍の需要が増えれば職人も増える。そうなれば民間にももっと安く提供出来るようになる、となれば仕方のない事だがな……と、何だか俺の趣しゆ味みの方向に脱だつ線せんしてしまったな、ガハハハ！」

「いえ、やはりオリハルコンとかミスリルの話は興味深いですよ」

　ファンタジーの世界で特とく徴ちよう的なのは、その世界そのものと魔物と異人種達だ。それらは少しばかりだが実際に目にした。魔物に至っては襲おそわれもし、戦せん闘とうも行った。当然、それらを討伐する狩猟冒険者はファンタジー花形の職業だし、それに関かかわる魔ま素そや魔法、特とく殊しゆな金属の話は興味ある所だ。

「もっと詳くわしい話をするなら、俺のコレクションを見ながら話した方が良さそうだな。残念ながらヒヒイロカネは無いが、それ以外なら主だった所は揃そろっているからな」

　バリガルは嬉しそうにニンマリと笑えみを浮うかべる。

「オリハルコンも、ですか？」

「そこらは実際に小僧が狩猟冒険者となった頃の方がいいかもしれんな。この話となると長くなりそうだから、そちらの体調が整ってからの方がいい」

「楽しみにしています」

　伝説の金属が見られるとあってセイナのテンションは高い。

「じゃあ話を戻もどすぞ。いろいろと脱線して雑多な説明になったからな。さて……いろいろと話はしたが、お主は結局、魔素とはどういう物と考える？」

「魔法の触しよく媒ばいではないのですか？」

「それは性質。俺が話す事はもっと根源的な事だ。小僧はここに居る住人や魔物共をどう思う？　この世界をどう見た？」

「それは……物語の世界、でしょうか？」

「そうだ。外の世界の連中も同じ感想を持つ者が多い。特にその母星が大先史文明のシードによって生まれ、進化してきた連中にその傾けい向こうが多く見られる。連中の母星に伝わるお伽とぎ話ばなし、伝説に類似しているという意見が殆どだ。……面おも白しろいとは思わんか？」

「確かにそれが事実なら、そうですね。もしかしてその理由が解わかっているんですか？」

「それは魔素というシステムの広がり方にその秘密がある。一いつ般ぱんには、魔素パンデミックと呼ばれている」

「随ずい分ぶん、物ぶつ騒そうなネーミングですね。まるで魔素がウィルスみたいな感じですが？」

「ある意味近いものがある。魔素は魔樹と呼ばれる植物が発生させているが、初期段階では原始的な微び生せい物ぶつが作り出している。そしてそいつらは何と、宇宙を漂ただよう岩石や氷からも発見されている」

「つまり隕いん石せきに付着して惑わく星せいへ来ていると？　生命発生の起源と同じですか……そりゃまた壮そう大だいな」

「最近では外の連中が他の惑星に知らずに持ち込む事が多い。何しろ原始的な何の変へん哲てつもない微生物で、どの惑星にも当たり前に存在している奴だから、防ぼう疫えき排はい除じよ指定されてはいないからな。しかも特定の条件を満たさん限りは魔素を作り出さん。そして魔素自体は外の文明科学では検出が不可能とくれば余計にな」

「そうやって他の惑星で広がるから、パンデミックですか……」

「違ちがう違う。その程度でパンデミックとは言わん。そこに高度な文明が在れば、そもそも魔素は発生させん。その微生物は特定の条件を満たした惑星でのみ、原始的な魔素植物に変化する。当初はカビみたいな感じで、次に苔こけなどの地衣類となり、最終的には小僧も見て来たジャングルになる。条件次第でも変わるが、初期の生命発生条件が揃っていれば、五千年もあれば惑星中が魔樹のジャングルになる」

「たった五千年で!?　……それは確かに凄すごい感染力ですね。確かにパンデミックだ」

「だが問題はその先だ。魔素はそこに生物が存在すれば、それぞれに魔素器官を生み出して更さらに生物の進化を促うながす。前にも話したが、小こ鬼おに……ゴブリンの名が一番有名だが、そいつ等の外見が結構違ったろ？　あいつ等は小さなほ乳類から急激に進化した種だが、かなり多くの異種との交配が可能だ。その上、繁はん殖しよく率が高く、突とつ然ぜん変へん異いも起き易やすい」

「それって、やはり人間も含ふくまれるんですよね？」

「嫌いやな話だがな。そしてどの種との交配でも生まれた子は、確かく認にんされておる限りは多少の差はあれゴブリン種となる。分類なんか追いつかない位に多種多様で、アンステブル種と呼ばれている。デミ種ゴブリンと呼ぶ者もいるが、面めん倒どうだから一いつ緒しよくたにゴブリン種だな。細かな差さ違いにこだわるのは学者か、討伐依い頼らいとかで個体指定が必要な時だけだ」

「まあ普通の人はそんなものですよね」

「知能は三歳児程度だそうだが、中にはかなり高い知能を持つ個体もいる。俺も何度か討伐を請うけ負ったが、捕とらえるのがえらく厄やつ介かいでさんざん振ふり回された。最後は……まあこの説明はいらんな……とにかく何とかしたが、時間は掛かかるわ金は良くないわアーチェは機き嫌げんが悪くなるわで、二度と請け負いたくない仕事だったよ。あれが当たり前に繁殖していたらと思うとゾッとするが、種として定着する訳では無いのが救いだな」

「子供に知能は遺伝しないんですか？」

「それ以前に子供を作れない事が多いんだよ。そういう種は得てして肉体的には弱く、繁殖力も低い。そして大たい抵ていは他の魔物や強い個体に捕ほ食しよくされるし、俺達の狩猟の対象にもなるからな。ただ捕食者がいない状じよう況きようなら、一万年足らずで今の人類並みに進化する可能性を指し摘てきする研究者もいるし、人類の中にはゴブリンが祖先の惑星もあるのではないかと探している研究者もな」

「惑星全域に繁はん茂もするのに五千年、そこから発生した種が人類並みに一万年……確かに凄すさまじいですね」

「コボルトもオークも、ゴブリン種を祖とすると考えられる魔物はかなり多い。それが進化なのか突然変異なのか、それとも他の種との交配によるものなのか……とりあえず凄まじい数となる」

「そう考えると、ゴブリンって凄いですね」

「本当に厄介でしぶとい魔物だよ。だがさっきも言ったように、実際は捕食者も多いし、連中同士でも弱い個体を捕食する。何より文字や絵による知識の継けい承しようが行われた跡あとがないのが一番の救いだ。言葉によるある程度の意い思し疎そ通つうが出来、見よう見まねで武器を使う個体も居るが、全部のゴブリンがそういう知能を持つ訳ではない。一万年というのはあくまで計算上での最短だからな」

「ならすぐにどうこうなるという心配は無さそうですね」

「ただ本当に賢かしこいヤツはあまり人里には近寄らんからな。魔素の濃こい魔樹海の深しん淵えんにはどんな魔物がいるかは分かっていない」

　たった一万年でそれ程ほどの劇的進化をしてしまうなら、それ以上となるとどれ程の超生物となるか見当も付かない。ただここでそれが問題視されてないのなら、わざわざ深淵に分け入ってまで藪やぶを突つつく事は無い。

「ではエルフとかドワーフ、半獣じゆう人じんといった人達は、どういう形でああいった種に？」

「そいつはどの段階で魔素パンデミックが起こったかによっても変わる。既すでに原始人類がいた時なのか、まだ生物すら誕生していないのか、でな。ただ魔素器官を持った人類は意外と変化し易いらしいんだ。エルフは森、ドワーフは地下とその土地を長期に亘わたって生活圏けんにしていると、その環かん境きように適応する。それらは植物や鉱物に影えい響きようを受けるのではという説もある。獣人などは最初は魔素による肉体強化の延長線上で、変身という形をとるようになる。その獣化現象が普ふ段だんの人間形態にも影響を与あたえ、ついには獣人種として固定化されるそうだ。まあ連中も人からいちいち変身なぞしていたら大変だし、肉体への負担も大きい。それがいろいろな種へと変化するのは、そもそも人の中にある遺伝情報が関係する説や、魔素のシステムにそれがあるんじゃないかと考える学者もいるが、それはまだよくは分かっていない」

「という事は、エルフやドワーフなどは、変化途と中ちゆうの種とかがいるのですか？」

「ああいるぞ。だが種族の交流が盛さかんな所だと、そいつが変化途中の種なのか、ハーフなのかは、外見からは分からんがな」

「エルフやドワーフに変化した後でも、環境が変われば形態も変わって行くという事ですか？」

「極きよく端たんな場所ならばその可能性はあるが……だが環境に適応した結果という事は、その場所が一番住みやすいという事だ。つまりは一族でまとまって引き籠こもる傾向が強いから、まあそういう事態は有り得んだろうがな、ガハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「外に出て来るのは変わり者という訳ですか……」

「とはいえ、その変わり者が増える要因となったのは俺のような人間だ」

　と、バリガルは空を指差す。

「電信電話交通……何も外の技術をここに持ち込んだのは俺だけではないからな。簡単に外からの情報が入り、移動が早くなれば、外との交流が簡単になる。地形や距きよ離りといった物理的な障害が無くなれば、外との交流を求める者も増える」

「外にはいろいろな誘ゆう惑わくも多いですからね」

「逆に外から来る者も多くなる。そうなれば奴ど隷れい狩がりに遭あう率も増える」

「奴隷狩り？……あるんですか？」

「この星に限れば、今は違い法ほうとなっている。もちろん奴隷自体は存在しているが、昔程、扱あつかいは酷ひどくはない。柔やわらかい言い方をすれば強制就労者だが、仕事内容の強制と身み柄がらを一定期間拘こう束そく契けい約やくされるという意味では普通の仕事と変わらん。ただ相手と仕事内容を選せん択たくする自由が奴隷側には無い」

「他ほかに仕事がなければ同じ事ですけどね」

「きつく長時間。場合によっては命の危険に晒さらされる場合もある」

「それだと今までと変わらないかな」

　セイナの場合は日常ですらそうだ。

「小こ僧ぞう……お前今までどんな生き方をして来たんだ？　もしかして奴隷だったのが逃にげて来たか？」

　その呟つぶやきのような言葉を聞いたバリガルが顔を顰しかめている。

「あっ、いえそういう訳じゃありませんけど……あれ？」

　そもそもセイナがＧＰに来たきっかけは、ＧＰのパンフレットに母と妹が面白半分に印を押させた事だ。しかも家族はちゃんと説明を受けた上で、セイナをＧＰに入れる事を了りよう承しようしてセイナの同意無しに、寝ねている間に輸送艦かんに乗せていたのだ。

（かっ、考えようによっては、これって人身売買？）

　もちろん途中で霧恋が必死で止めたにも拘かかわらず、セイナがＧＰ入りを良しとした事も事実なので、最終的には違うが、その後のアイリやアイリやアイリの企たくらみで[image: 囮]おとり部隊への配属やら守かみ蛇だ怪け艦かん長ちよう就任と、命の危機には事欠かない。

「だが小僧が借金を返せなければ、似たような状況にはなるがな」

「ハハハ。まあ、それはそれで仕方がないとして……人が生活出来る最低ラインは何とかなる場所だと嬉うれしいんですが」

「おいおい。奴隷というのは一種の資産だ。仕事に支障が出るような状況にする筈はずがないだろう？　特に小僧の場合は高い金を払はらう事になるからな」

　ある意味セイナは『金を生むニワトリ』だ。それを面白半分にいたぶって殺すような真似まねをするバカはいない。

「だったら大だい丈じよう夫ぶそうです」

「そ、そうか？　まあ小僧の場合は問題は無かろうが、たまに勘かん違ちがいする者も居てな。楽観して怠なまける奴やつもいる。そうなったら真の奴隷つかいすてとなってしまうからな」

「奴隷に真も偽にせもあるんですか？」

「奴隷となる者の多くは借金が原因だ。家族が食う為ために売られる子供、同じ理由で自身を売った者もおる。まあ大部分は一定期間働くか金額を返済すれば解放されるから、本当の意味での奴隷は少ない。形態も買い取り、レンタルといろいろある」

「レンタル？」

「食わせて住まわせる維い持じ費もバカにはならん。それに見合うだけの仕事がいつもあるとは限らんからの。なら必要な時とその期間借りる方が効率がいい場合もある」

「何だか派は遣けん会社のような感じですね」

「民間のものや、領主が運営する刑けい務む所しよを兼かねたものもある。そちらの奴隷となる者の大半は犯罪者だ。そいつ等は犯罪の内容に応じて賠ばい償しよう金が科せられ、それが返済出来れば解放だ。そういう連中をまとめて管理して必要な人材を貸し出す。そもそも使い捨て奴隷なんぞは、大供給地があって、値段が安いから成り立つ。高い金で買い、維持費を使って早々に潰つぶしたのでは大損だ。まあ個人で囲い込むとすれば、容よう姿し端たん麗れいかそれに見合う高い技能を持っておるか、後は相当な恨うらみを持っているかのいずれかだな」

「では本当の意味での奴隷というのは、どういう人達になるんですか？」

「死刑相当の重犯罪者だな。さっき言った怠ける奴は借金が返せず、膨ふくらんで行く。何度も売り買いされて、その挙げ句返済能力無しと見られれば、重犯罪者扱いとなる」

（この世界には自己破産とかいう制度は無さそうだな）

「そうなると行き着く先は……だな。まあ普通に働いている分にはそんな事も無いし、多少のトラブルがあろうとも、レンタル扱いとなれば、派遣先も対処は心得ている」

「なら滅めつ多たな事はないんですね」

「普通の相手ならばな……だがどの世界にも不心得者はいる。特に今は上、空くう賊ぞくと呼ばれる宇宙海賊共も含めてな」

「ああ！……ああ、なるほど」

　銀河連盟でも初期文明人を販はん売ばい目的で攫さらう事件はある。エルフのような見み目め麗うるわしい者達ならばその可能性も高い。

「でもここにだって宇宙軍とかあるんでしょう？」

「あのクソったれ共には期待しても無む駄だだ。上の連中の住む場所にさえ被ひ害がいがなければ何もしやせんよ」

　バリガルは眉み間けんに大きなシワを寄せ、不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「フン！……昔はそうではなかったが、今は例のタチの悪い奴が軍の上にのさばっているからな」

「どこかに訴うつたえるとかは出来ないんですか？」

「この星は火か泉せん中央からも離はなれた辺境だ。しかも俺達は初期文明人扱いだから、それこそ訴える先が、諸悪の根源ともいえる奴の所となる」

「それはまた厄介ですね」

「だが奴の目的は火泉中央に行く事らしいからな。転任が決まれば他の者がその任に就つく……それでこの状況が変わるかは後任次し第だいだが、そいつがまともな事を祈いのるだけだ」

「転任となるまでどれ程かかるかが問題ですよね」

「そう長くはかからんらしいがな。とにかく俺達で解決する事は難しいのが現状だから、時間を置くしかない。さて……種の変化の話に戻もどそう」

　バリガルは話していて喉のどが渇かわいたのか、再び水の球を生み出してそれを飲み込んだ。

「ふうっ……種の変化はやはり文明を持ち始める前が一番顕けん著ちよだし、変化の幅はばも大きい。上もここも環境を自身の住み易やすい方向へと変えるからな」

「なるほど……では生命誕生以前となると、どうなるんですか？　それこそ動物も何も居ない全くの無の状態からだと、魔樹海は惑わく星せい全域に広がるとしても、そこからはそのままという可能性もあるんでしょ？」

「う[image: ～][image: ～]ん。それなんだが……まだ確証は得られていないが、一つには植物が有力候補だそうだ」

「植物？」

「ドリアードのように人の姿を取る植物もいるだろう？　それと同じで魔ま素そ植物が動物の祖先となる説があるんだ。その場合も同じような経路を辿たどって俺達の惑星のような生態系を形成する事が予想されている」

「じゃあ、植物先祖のゴブリンなんかも居る可能性が？」

「まだ見つかってはいないが、あると考える学者もいるな。もう一つはゴブリンの祖先にはグレモリーというゴブリンを更さらに小型化して半二足歩行をする魔物がいるが、どうやらそいつが全すべての魔物の祖と考えられている。もっともそいつがどういう形で生まれたのかは研究中だ。どちらにしろそこから先は同じような進化となる」
















「どの経路を辿っても似たような事になるって、やはり魔素の可能性が高そうですね」

「恐おそらくはな。魔素が生活支し援えんのシステムならば、そこには何らかの目的がある筈だ。生物をある目的に合がつ致ちした性質へと進化させるプログラムがあってもおかしくはない。実際にそれまで誰だれも知らなかった魔法が突とつ如じよ発現した例の話をしたが、魔素を生み出した者達が何らかのコントロール中ちゆう枢すうを構築してあり、そこに情報がメモリーされている可能性はある。まあそれがアストラル海だという説が有力だが、真相は分かっておらん」

「魔祖パンデミックに関しては、それが魔素のなせる業わざとしても……多くの星で伝承としてのみ残る理由は何なのでしょうね？　伝承があるとすれば、その星に魔素があったと考えるのが普通ですが……何か明確な形けい跡せきとかが残っているものなんですか？」

　地球には魔素など無いし、その痕こん跡せきも無い。だが伝承は数多く残されている。

「残っている例は殆ほとんど無いな。あくまで伝承のみだ。ただ魔素というものが科学では検知出来ないとすれば、そもそもそれを科学的に調べるという事自体が難しいのだろうな。魔素がどの辺りで科学文明の発達を認にん識しきし、衰すい退たいするのか分かっていないが、思ったよりも早い段階なのかもしれんな」

「確かに早い段階であれば、明確な記録として残っていない事も考えられますね」

　伝承が事実を含ふくむ事は多々ある。だがそれでも伝承を事実と結び付けるには証しよう拠こが必要だ。それが無ければ想像、空想、妄もう想そうの類たぐいだ。

「実は魔ま素そが広がるのに、もう一つの要因があるんだよ。意外とこいつの方が魔素拡大に貢こう献けんしているんじゃないかと考えられている」

「もう一つの要因？」

「ゲートだよ。魔法には二点間を移動、或あるいは結ぶ技術がある。宇宙の科学技術でいうところの、転送ゲートや超ちよう空間航行の魔法版だ。だがこの場合のゲートとは同じ宇宙の惑星間を繫つなげるのではなく、同位別次元同士を繫げるという意味だ」

「異次元転移！　それを魔素が？」

「いろいろな検証の結果だが、どうやら同じ宇宙間での移動より、別次元への移動の方がゲートが繫がり易いらしい」

「別次元……マジ異世界という事ですか？」

「実際にそのゲートが発見された例はないが、それらしき痕跡は発見されているし、伝説として残っている場合もある。まあ別次元へのゲートが固定化される等などと、どれほどの魔素が必要か想像も出来んから、一時的な召しよう喚かんか転送ゲートなのだろうな。特に惑星が魔樹海のみだと魔素の濃のう度どがかなり濃こくなるらしいから、ゲートが自然発生して原始動物を召喚するか、或いは魔素そのものを転送させてしまう可能性はある」

「それが事実なら、純じゆん粋すいな魔樹だけでの進化状態は起こらない事になりませんか？」

「あくまで推論だからな。可能性というなら、どんな事でも起き得うるのが魔素というやつだ。それに高度に発達した魔素文化の住人が、異世界へとゲートを繫げる、召喚ではなく転移の場合もある。特に転移、転送の場合は行き先が普ふ通つうの星の可能性もある」

「ああ、なるほど。行った先が普通の、魔素のない星だったら……」

「そうやって転送か召喚で現れるのは総そう称しようして古代種、エンシェントと呼ばれる。エンシェントには、魔物だけでなく人族も居てな、魔物ならゴブリンからそれこそドラゴンのような上位魔物。人族ならエルフ、ドワーフ、獣じゆう人じんなど様々だ。そして人族であれば、先祖が他の世界からやって来たという記録や伝承が残っておる事例も多いから分かり易いが、魔物などはそんな記録はない。ならばどうやって見分けるか分かるか？」

「……何かすぐに分かる特とく徴ちようがあるという事なんでしょうけど……分かりませんね」

「何よりも最大の違ちがいは、生まれつき魔素器官を持っているという事だ。俺達が知る限り通常では、魔素器官はある年ねん齢れいになって突然体内に形成される。それがいわゆる魔素風邪かぜだが、古代種は生まれながらに既すでに持っているんだ。だから完成種とも呼ばれる」

「完成種……何らかのきっかけでゲートが繫がって、魔物や人族がやって来たのなら、その星の伝承となって残りますね。でももし魔素が無い場合は、魔物や人族はどうなるんです？」

「まず肉体強化、魔法は一いつ切さい使えなくなるから弱体化する。飛べなくなったり自重を支えられなくなったりとな。人族はいろいろだが、まず獣人は変身出来なくなる。他の種も次第に人の形状へと戻る」

「弱体化した魔物達はそれ程ほど時間を掛かけずに絶ぜつ滅めつ、或いはそこに人がいれば討とう伐ばつされるかもしれませんね。そして人族は元の形状へと戻る……もし魔素があったとしても科学が発達し始めれば魔素はなくなり、ですか。でも科学が発達した時代へ転送されてきた場合もあったんじゃないですか？」

「魔素のある世界と科学世界とではゲートが繫がらないんだ。もちろん絶対とは言えないが、そういう記録は今の所見付かっていない。もし可能性があるとすれば初期文明までだろうな」

「だとすればゲートが繫がってあちらから魔物や人がやって来るのは、初期文明の前期辺りとなるんでしょうね。そうなると正確な記録が残りやすい現代に、目もく撃げき例が無いのも一応は説明が付きますからね」

　初期文明前期は地球で言えば古代から中世前期辺りとなる。

「あちこちの星に似たような伝承が残る理由としては、理にかなっているな」

「そういえばバリガルさんは鉱石を召喚した話をしましたよね？　異世界から人なり魔物なりを召喚した実験はあるんですか？」

「やってみたらしいが、魔素量が不足でうまく行かなかったらしいな。そもそも召喚には複数種類があるんだ。大まかに分けて転移、移相、霊れい子し召喚だな。転移はその物をこの場に持ってくる事、まあ一番単純な方法だが、物によって条件設定がかなり細かいから、単純な物のみを召喚するには良い方法だ。移相も相手の居る場所とこちらを繫げる方法だが、相手の能力のみを具現化させる場合に使う。召喚設定は意外と簡単で、会話をする、相手に魔法を使って貰もらう等が可能だが、物理的な影えい響きようを与あたえるのは相手の能力次第だ。霊子はアストラル海より目的の能力を持つ者を、現世に造った力場体に呼ぶ。人の場合は複数の記き憶おくがあったりして面めん倒どうだが、召喚者の力量次第でかなり高度な霊子体が造れる。そいつをそのまま使い魔として使し役えきする事も可能だし、嫁よめにして子供まで作った変態大魔導師の話も聞く」

「へえ……魔素がシステムとしても、一体誰がこんな物を創つくった……あっ」

　そこまで話した時、セイナのお腹なかが鳴った。そうして気付けばかなりの空腹だが、そこまで魔素の話で夢中だったのだ。








３「魔素魔法」









　食事とトイレを終え、再びセイナはベッドに座った。

「まあ魔素についてはだいたいそういう所だが、小こ僧ぞうは魔法については少々不満げだったようだな」

「まあそれは……」

　魔法のような科学技術の世界に居たセイナだが、魔ま結けつ晶しよう魔法はそれと類似する技術だ。ファンタジーの世界の魔法は、やはり呪じゆ文もんか魔ま法ほう陣じんというイメージが強い。

「高位の魔法使いなどはまだ呪文を主体にしておる者も多いぞ」

「本当ですか!?」

「魔結晶は記録の維い持じにも魔素が必要だからな。完全に枯こ渇かつさせたら、記録も消えてしまう。高位の魔法などは記録するパテント料も莫ばく大だいだから、戦せん闘とう時にうっかり魔素を使い切ると大損だ。高位の魔術師は大たい抵てい、自身の魔法を記録させて咄とつ嗟さの場合などに保険として持ち歩くが、通常は魔素の蓄ちく積せき庫として使う。連中が言うには、高度な魔法には呪文や魔法陣の方が細かな調整や加減、命中率などもいいそうだからな」

「おお、なるほど！」

　魔結晶武器は大出力の単純火力、或いは小出力の牽けん制せい向きなのだろう。

「ガハハハ！　魔結晶は魔素器官の弱い者達や、複雑な魔法を簡単に使う為ための、あくまで補助具であり武器だからな。他ほかにも回復や建造とかの複雑な生活魔法も、今の所は魔結晶では再現出来ていない。だから完全に魔結晶に置き換かわる事は無いだろうな」

「そうですよねぇ」

　セイナとしては魔法が全て魔結晶に置き換わったと聞いた時は、田舎いなかに帰省し、実家の古いが重厚な日本家屋が、現代風の安っぽい家に建て変わったのを見た時のような気分だったのだ。もちろんそこで生活する人間にとっては、そちらの方が便利なのだろうが、故郷のイメージは壊こわれてしまう。我わが儘ままな話ではあるが、久ひさし振ぶりに帰郷する人間にとっては結構重要な要素なのだ。

「ハハッ……すみません、確かに魔結晶で出来るなら、そちらの方が便利だとは分かるんですが……」

「ガハハハ！　謝る必要はない。外から来た連中は、同じような反応をするし、帰郷組の俺としては気持ちは良く分かるからな。魔結晶具のおかげで魔法を使う事は簡単になったが、日常的な魔法ならばいざ知らず、狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者として魔物に対たい峙じする場合は利便性、速そつ攻こう性故ゆえの事故も多い。安易に使わせるべきではないという意見もある」

　基本的に魔法は飛び道具だ。剣けんや槍やりのような射程のある武器を使う者もそうだが、弓を使う者も慣熟訓練をしっかりと行わなければ、味方を傷付けるフレンドリファイアーを引き起こす事があるのだ。

「魔物に対して大きな威い力りよくを持つ武器としては有用だが、やはり武器となるとそれに熟達する事が必要となる。それに費用の事も考えねばならんとなれば、昔ながらの魔法を選せん択たくから外す訳には行かんだろうな」

「そうですよね。とはいえ、熟練さえすれば魔結晶道具が便利なのは確かですよね」

「小僧が出会ったラージキメラのように高位の魔物ともなれば、その力の差を埋うめるのは知ち恵えであり仲間との連れん携けい、武器防具だ。そこに魔結晶が付加された意味は大きい」

「そういえばラージキメラが使った咆ほう哮こうは魔法なんですよね？」

「死の咆哮。本来は獲え物ものの動きを止める魔法だが、よほど小僧を警けい戒かいしたのだろうな。ほぼ最大級の威力、直撃を喰くらえば死ぬ事もあるやつだ。まあ小僧が奴やつにダメージを与えてくれたおかげでこちらは楽をさせて貰った。でなければあのパーティー人数で仕し掛かけるなんて事は出来なかったろうし、したとしても死者が出る可能性もあったからな」

「こちらとしても助かりました。ああいうのと戦うなら、出来るだけ攻こう撃げきの選せん択たく肢しは多い方がいいですね」

「小僧ならば魔結晶無しでも強力な魔法が使えるだろうよ。もちろんその為の知識と訓練は必要だろうがな」

「教えて貰えるんですか？」

「俺は魔法が専門という訳ではないが、小僧の場合、他で教わるのは難しいからな。俺で分かる範はん囲いであれば教えよう。だがある程度の科学知識があれば、単純な魔法くらいなら使える筈はずだぞ。威力も内部魔ま素そ次し第だいだから、それだけでもゴブリンやオーク辺りまでの討伐は可能だ」

「ちなみにゴブリンやオークって、どれ位のお金になるんですか？」

「魔素器官の発達次第でいろいろだ。オークなら素材のみでも最低でも十万くらいにはなる。ゴブリンは使える所がほとんど無いから、それこそ魔素器官と血液だな。養よう殖しよくの話をしたように、ゴブリンの魔素器官と血液中には、あの身体からだに比べて多くの魔ま液えき晶しようがある。小僧が襲おそわれた時のように集団化していれば、それなりの稼かせぎになるかもしれないが、手間を考えると微び妙みようだろう……おおっ！」

「どうしたんです？」

「そういえば使える場所があったあった。魔液晶技術がない大昔、ゴブリンといえばこの部位っていう取って置きが！　しかもそこそこいい値段の部位がな」

「でも肉も内臓もダメとなると……脳とかそっち系ですか？」

「まあ連中の中では比ひ較かく的てき食える部位ではあるが、積極的に食いたいか？」

　バリガルは実に嫌いやそうにセイナを見つめる。

「嫌ですね。御ご免めんこうむります！　何か変な病気にでもなりそうです」

「ガハハハッ！　というのが大方の意見なんだよ」

「じゃあ何処どこなんです？」

「玉だよ玉！　男の大事な場所だ。何と言ってもあいつらそっちは凄すごいだろ？」

　バリガルはニンマリと笑えみを浮うかべてセイナの股こ間かんに視線をやった。セイナはその場所を採取する事を考え、ゾッとなって思わず股間を押さえた。

「どの魔物とも動物とも交配可能なんて凄すぎですよ」

「だからこそ強きよう壮そう剤ざいの材料としては最高、死人でも起たつという凄い代しろ物ものだ。もっとも……まあそれは実際、狩猟冒険者になったときのお楽しみだな」

「ここまで来て教えてくれないんですか？」

「ゴブリンというのは狩猟冒険者が避さけては通れない、一番、縁えんのある魔物だ。だからいろいろと特別な仕し来きたりのようなものがあるんだよ。縁えん起ぎ物といった所だな。だからその時まで待て」

「……分かりました。ああ、そうだ！　何か聞こうと思ってて忘れていた事がありましたよ。皆みなさんが持っていたブラッドランスって何なんですか？　名前からして物ぶつ騒そうな感じですが？」

「おう、あれか。魔液晶は魔素器官だけでなく、血液の中にもあるからな。特にラージキメラのような上位の魔物などはかなりの量になる。だが当然、奴やつ等らを討伐するにはダメージを与えなきゃならんが、そうすると貴重な血が地に還かえる事になる」

「なるほど、その為の武器ですか」

「魔液晶は一番金になる部位、しかもいかな魔物とはいえ、血液が減れば動きが鈍にぶくもなるし死ぬからな」

「うわ……それはまた凶きよう悪あくな武器ですね。でもそのブラッドランスがあれば魔結晶魔法もあまり必要ではないんじゃないですか？」

　近接戦闘にはなるだろうが、それでも決定的な武器と言える。

「ブラッドランスも魔結晶を使った魔道具だ。だがラージキメラクラスともなれば、かなり身体強化もされているし、毛皮や分厚い皮ひ膚ふに脂し肪ぼう、攻撃も加えて来る。あの時使った一級のブラッドランスといえど、そう簡単には刺さす事は出来んし、血の吸収もレジストされる。下手をすれば高価なブラッドランスを壊したり、刺さったまま逃にげられでもすれば大赤字だ。小僧が弱らせていたからこそ、すぐに使用が出来たんだよ」

「なるほど。そうだったんですか……。でも良さそうな武器ですよね。そのブラッドランスも魔結晶武具となると高いんでしょう？」

「一級は完全レンタルだな。それ以下のランクなら買う事も出来るが、メンテナンスが少々面めん倒どうで維持コストも高い。ゴブリン辺りだとブラッドダガーで間に合う」

「ダガータイプもあるんですか」

「他にも色々あるぞ。ダガーは持ち手を長くして槍にする事も出来るが、やはり吸収量が少ないのがネックだな。こまめに血液を回収しなければならないのと、魔素充じゆう塡てん能力が必ひつ須す条件となる。まあ小僧の場合はその心配はないだろうが、それが出来なければ充塡料はかかるし、魔素が切れれば町や村まで戻もどらなきゃならん」

「その魔素の充塡ってのは難しいんですか？」

「イメージはし易やすいから、肉体強化に使う以外の余よ剰じようがあれば、少し訓練したら大抵は出来るようになる。小僧は心配するだけ無む駄だだな。まあ調子に乗って魔法を使い過ぎないように気を付ける方が重要かもしれんぞ。小僧の魔素量はかなり大きい筈だから、変に思われんよう一定以上使わない訓練が必要だな」

「それは……使えるようになったら考えます」

　確かに弾たま数に制限のある実じつ弾だん銃じゆうを無制限連射するようなものだ。セイナはまだ熱い、魔素器官のある胸の部分に手を当てた。

「使えるようになったら、か。やはり一度ちゃんと確かく認にんしておこうと思うのだが……小僧はこれからどうするつもりだ？」

　バリガルはジッとセイナを見つめた。少し真しん剣けんな表情だ。

「どうする……とは？」

「今後どう生きるか、だ。俺の借金を返すには、狩猟冒険者となる事が一番だと思う。他には魔術薬学ギルドというものもある。その名の通り、魔法と薬関係の研究と採取、調合販はん売ばいを行う」

「それ以外には？」

「金になるまでに時間がかかるし、俺の保護の及およぶ範囲から外れる。俺のパーティーの元見習いが、小僧の素す性じようを怪あやしんでうろちょろしているからな。最悪、俺に累るいを及ぼす前に小僧を売るしかなくなるかもしれん」

「元見習い？」

「ラージキメラの討とう伐ばつ時にくっついてた奴だ。才能がどうとかいう以前に、手て癖くせが悪くてな……俺のパーティー名を使って小金稼ぎをしていたので、見習い期間が過ぎたのを理由に追い出した。そういう奴だから、知っている者は戯ざれ言ごとを真に受ける事は無いが……面めん倒どうな事に大貴族側室の連れ子だから、その肩かた書がきだけ見て取り合う者もいるかもしれん。もちろん俺も気を付けるが、傍そばに居ればこそだからな」

「分かりました。つまり選択肢は二つという事ですが、バリガルさんは狩猟冒険者のギルド員なんですよね？　魔術薬学ギルドにも所属しているんですか？」

「俺のよく知っている奴が会員で顔が利きく。俺が知る限りは最強の魔導師だが……」

「だが？」

　バリガルにしては実に微妙な表情だ。豪ごう放ほうな性格のようだが、珍めずらしく困こん惑わくしている。

「……まあ一種の変態だな。言動に少々愉ゆ快かいな問題があって、それが理由で能力は抜ばつ群ぐんだが、ギルドの役員になれない……もっとも本人も、そんな肩書きに興味も無ければなる気もカケラも無いから、ケロッとしたもんだがな」

「愉快な問題を持つ変態って、そんな人に任せて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「娘むすめは実に礼れい儀ぎ正ただしくて良い娘だぞ。一応、愉快な変態本人も気さくで性格もさっぱりとしていて美人なんだがな」

「…………」

　その説明で思い当たるのはアイリと水みな穂ほ親子だ。愉快な変態とは実に言い得て妙みようだ。

「愉快な変態ぶりに耐たえられなかった旦だん那なに逃げられて、目下恋こい人びと募ぼ集しゆう中ちゆう♡という女なんだが……どうする？」

「もう一択しかないじゃないですか！」

「ガハハハッ！　その代わり小こ僧ぞうの好きな呪じゆ文もん系魔導師だぞ。まあ少し変わった……本人は印を組むと言っておるが、手信号のようなのやら魔ま法ほう陣じんやら札やら多た彩さいな術を使う、魔導師としてはかなり変わり種だな」

　バリガルがした仕草は、忍にん者じやとかが使う九字護身法に感じが似ていた。

「有能な愉快な変態ですか……その形容がピッタリな女性を知っているので、あまり関かかわりたくはないですね」

　この手の人間とはどうしても縁があるらしいが、それでも積極的に近付くのは避けるべきだと、セイナの本能が告げている。

「まあ俺と一いつ緒しよに居れば、嫌でも関わり合いにはなると思うぞ。言動はともかく、信しん頼らいは出来るし、面倒見はいいからな。それに魔ま結けつ晶しよう技術が出来てから、両ギルドの定義が曖あい昧まいになって来ているから、両方に籍せきを置く者もいる。上の古株共は互たがいのテリトリーを守ろうと躍やつ起きになってるが、次世代になれば合がつ併ぺいも有り得うるだろうな。だが……いっそ、領主や貴族の子飼いになる道もあるにはある」

「えっ？……でも」

「さんざん脅おどしはしたが、連中もいろいろな人間が居る。まともな者ならば手厚く保護してくれるだろうし、高い地位にも就つける。もちろんそうなれば、自由というものは殆ほとんど無くなるだろうが、小僧の力があれば跡あと取とりにもなれる可能性もあるぞ」

「そういう事なら答えは一つです。ここに来て狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者を選ばなければ、意味はありませんよ！」

　必要とされる事がセイナにとっては幸せだった。彼にしては運良く、それは銀河連盟で実現出来たし、権けん威いというものはもう十分な位にある。そういう意味では、領主の子飼いや跡取りとなる選択肢は既すでに強制的に選び終えているのだ。

　そもそもセイナにとって権威も贅ぜい沢たくも分不相応だ。庶しよ民みんであり、何も持っていなかった彼にとって、多くの物を持つ事は恐きよう怖ふでもある。だからこそ、自身の力のみで生きて行く狩猟冒険者という道に強い憧あこがれを感じるのである。

（ここに来るまでの旅は楽しかったな）

　知らぬ土地、病魔の恐怖、そして魔物の襲しゆう来らい。だがトラブルと死の危険はセイナにとっては馴な染じみのものであり、いつもの事である。それよりもファンタジーの世界に来た喜びの方が大きいのだ。

（冒険者……やっぱりいいよな）

　ファンタジー世界においては、冒険者という職業を選ぶのは絶対なのだ。どちらにしろＺＩＮＶジンブの問題もあるし、上への帰投の道も探さぐらなければならないとなれば、自由に動ける職業は絶対だ。

「……まあ、小僧がそう言うのなら是ぜ非ひもあるまい。それに小僧なら、すぐに死ぬような事もないだろうからな」

「こちらとしては、自由に動ける状態の方がありがたいです。ところで……こういう言い方は申し訳ないのですが、さっきの見習いの人はともかく、バリガルさんのパーティーの方達も俺が魔ま素そ風邪かぜをひいていた事をご存じなんですよね？」

「ふん。警けい戒かい心しんが強いのは悪い事ではない。今後、小僧には必要なスキルだからな。俺のパーティーには三日程で熱は引いたと話してある。ただラージキメラに襲おそわれた精神的なショックと死の咆ほう哮こうのダメージで、俺の所で養生しつつ、という設定だ」

「この場所は、あそこからは少し離はなれているという事ですか？」

　パーティーにも秘ひ匿とくするのであれば、セイナの身み柄がらを彼等のすぐ傍に置くのは危険だ。

「ああ。パーティーがベースにしているマキバの街から少し離れた、ナシュバルという旧都だよ。俺の知り合いがここのお偉えらいさんだから、都合が良い」

「そうですか。いろいろとお世話になりました。これからもよろしくお願いします」

「ガハハハ！　話は決まったな。では小僧の報ほう酬しゆう分の金の話だが、ラージキメラの討伐報酬の三割が小僧の取り分となる」

「貰もらえるんですか？」

「もちろんだ！　だが小僧は狩猟ギルドに加入していないから、税金の控こう除じよがない。そいつは今回の手付けに俺が預かっているが、まだいろいろと鑑かん定ていや価値判定が済んでいない物もある」

「価値判定？　何か問題でもあるんですか？」

「今回俺達が狩かった個体は、小僧のおかげで普ふ通つうでは有りえん程ほどに状態がいい。しかも老ろう齢れいの雄おすで、かなりの大物だから、姿見にしたいという話があるんだよ。まあ剝はく製せい標本というやつだな」

「剝製ですか……ラージキメラって、珍しいのですか？」

「ランクとしては十段階評価の六番目だが、魔樹海の中層域では上位にあたる魔物でな。まだ魔結晶技術が無く、中層域の探査すらままならない頃ころには、最上位クラスの魔物として恐おそれられていた奴やつだ。そしてキメラは力と畏い怖ふの象しよう徴ちようとして、昔の王族や貴族達が好んで家か紋もんとしていた歴史があるから、魔物としては人気があるんだよ」

「へえ……。でもそういう歴史があるにしては随ずい分ぶん等級が下なんですね」

「等級は討伐の難しさで変わる。例えば湿しつ地ちや沼ぬまのような場所、火山のようなガスの危険のある場所、空を飛ぶ等の条件が加味されると等級が上がる。ラージキメラは魔樹海の、足場のしっかりした場所に生息するから、ただ討伐をするだけというのであれば、大人数の力押しが出来る分、困難の度合いは低くなる」

「なるほど……」

「だがラージキメラは等級は低いが、素材としての価値は高い。素材の事を考えるなら、出来るだけ傷は付けられんから危険度は跳はね上がる事になる」

「素材といっても、そんなに高価になるものなんですか？」

「魔物は魔素の濃こい場所や、蓄ちく積せきする魔素量によってその肉体はいろいろと変質する。生息域や食い物によっても様々だ。肉は美味となり、内臓や骨にはいろいろな付ふ与よ効果や薬効成分が蓄積され、薬や魔法の触しよく媒ばいとなる。毛皮は魔素による変質でかなり強固な防具になり、しかも金属よりも遥はるかに軽量だ。腹毛は柔やわらかく水を弾はじくから、雨具や貴族の衣い装しようにも使われる。今回のラージキメラは素材としても抜群だから、素材か剝製かでいろいろな業者の間で揉もめているんだ」

「ああ……それで価値判定に時間が」

「クックック。その分、金額には期待が持てる。ガワ以外の素材に関しては既に鑑定結果は出ているが、それだけでもかなりの額になる。もっとも、それでも小僧の借金には及ばんから……早く元気になってバリバリ稼かせぐんだな」

「そうですか……ハハハ」

　どれ程の借金を背負わされるのかは不安だが、ただの厚意でここまでされるより、利益目的と言われる方が安心は出来るし、納なつ得とくも出来る。どちらにしろ助けて貰った恩を仇あだで返すつもりもない。

（悪そうな人じゃない感じだしな）

　決して善人とは言えないが、セイナの目から見ても危険な感じはしない。ある意味、プロといった感じだ。

「小僧が狩猟冒険者を選んだのは正解だぞ。短期に金を稼ぐなら何といっても狩猟冒険者が一番だし、何より面倒な身分証明が無くてもなれる。小僧ならラージキメラの討伐だけでも資質があるのは十じゆう分ぶんに分かる。だからこそ俺も投資のしがいがあるというものだ、ガハハハ！」

「お手て柔やわらかに」

　ここまで豪ごう快かいに断言されると逆に気持ちがいい。

「ちゃんとした請せい求きゆう書を見せた上で契けい約やくを交かわしてやるから、ラージキメラの価値判定が確定するまで待て。どちらにしろ焦あせった所で、体力を回復しなければ動けんし、そのアンデッドのような姿では、魔素風邪が酷ひどかったと宣伝するようなものだからな」

「そうですね」

　っと、コンコンとドアの代わりに壁かべを叩たたく音が聞こえ、咄とつ嗟さにセイナが身構えた。

「おお、帰ったか。構わん、入って来い」

　バリガルは気にするでもなく階段のある方へと声をかける。少し軋きしみのある木の音が段々上がって来ると、一度部屋に通ずる踊おどり場に立ち止まった気配がした。

「マスター、失礼いたします」

（えっ!?）

　その声にセイナは訝いぶかしむように表情を歪ゆがめ、そして入り口から姿を見せた男の顔を今度は驚きよう愕がくの表情で見つめた。

「……おっ、俺!?」

　そこに立っているのは、服装こそ違ちがうものの、セイナとそっくりな男だった。








４「残されし者達の饗きよう宴えん」









　ビキィィィィィィィンン!!

　金属が裂さけ砕くだけるような音が突とつ如じよ鳴り響ひびいた。

　千人規模のパーティーが開けるであろう豪ごう奢しやな大広間。だがそこにあるのは腐ふ敗はいしたような人の欲と悪意を豪ごう華かな衣装と気取った態度で覆おおい隠かくした狐こ狸り達だ。




　曰いわく。

　──決けつ闘とうの作法も知らぬ不調法者。

　──銀河連盟の田舎いなか者もの。

　──誰だれも見えぬ所での戦闘。

　──奴らと裏で繫つながり、示し合わせたのではないか？

　──実際の実力を大きく見せる為ための虚きよ栄えい心。

　──領宙侵しん犯ぱんをした上での戦闘行こう為い。

　──制止する我らへの過か剰じよう、かつ卑ひ劣れつな攻こう撃げき。

　──でなければ我らの機き甲こう騎きがむざむざと。

　──あの船とその全すべての情報を差し出せ！

　──巨きよ額がくの賠ばい償しようと銀河連盟の謝罪を！

　何という事はない。外から来た者達に自身のプライドを傷付けられ、その回復と他者の力を図ずう々ずうしくも手に入れようとする浅ましい根こん性じようだ。どんなに高度な政治的手法と気取っても、その根底にある動機は、ただの欲なのだ。

　曰く。

　──この厳げん粛しゆくな決闘の場を乱した者達には制裁を。

　上品を気取りつつ、霧きり恋こ達の美び貌ぼうを見つめる目には、下げ衆すなものがありありと見て取れる。もちろん上手うまく隠してはいるが、特に衆しゆう人じん環かん視しの中で生きて来た雨あま音ねには丸分かりだし、今さら驚おどろく事でもない。

　曰く。

　──この元げん凶きようたる男には厳粛な処しよ罰ばつを。

　──全ての財産没ぼつ収しゆうを！

　──あの神騎も！

　──もちろん船もだ！

　──そのうえで……処しよ刑けいを！

　その瞬しゆん間かん、霧恋が切れた。

　普ふ段だんは温厚で、他の個性的で厄やつ介かいで姦かしましい女性達の取り持ち役として苦労しているが、基本霧恋は西せい南な絡がらみでは『脳筋』だ。少女の頃より怖こわいもの知らず、所構わず嚙かみ付く様をケルベロスと渾あだ名なされていたが、現在では樹じゆ雷らい皇族としての力を有している。

　怒いかりにまかせて叩き付けた拳こぶしは、金属並み、戦車が乗っても壊こわれない、樹雷の中でももっとも堅かたい木の、更さらに強固な芯しん部分を削けずり出した五十メートルはあろうかという一枚板を真っ二つに叩き割ったのである。ちなみにもの凄すごく高価。

　　　　×　×　×

「……これ、ちょっとヤバイんじゃね？」

　そう囁ささやいた雨音の言葉に、その場に招しよう集しゆうされていたリョーコ達が肯うなずいた。もちろん霧恋と付き合いの長い全員が、事前に彼女の不ふ穏おんなオーラを察知し、安全圏けんであろう場所に移動した瞬間に霧恋の拳が炸さく裂れつしたのだ。しかし、そんな女性達の中で美み希きだけが平然と霧恋の側そばに座ったままだ。

「あの娘こっ!?」
















　その無む謀ぼうさに雨音達は引き摺ずってでも霧恋から引き離はなすかどうか迷ったが、彼女がどういう存在かを思い出して放置する事にしたのだ。

　　　　×　×　×

（……あっ、しまった）

　西南を侮ぶ辱じよくされ処刑するなどと戯たわ言ごとを聞かされた霧恋は、一気にヒートアップしたものの、巨きよ大だいなテーブルの天板を叩いて砕き、結果としてそれがガス抜ぬきになったようで、少しだけだが冷静さを取り戻もどしたのだ。

　ここは公式では無いが、簾れん座ざ五家代表達との交こう渉しようの場であり、何よりも霧恋が叩き割ったこの天板が、その大きさ、木目の美しさ、そして金属のような堅けん固ごさで、超ちよう一級品の木材であるのを思い出した事も大きい。ここが樹雷であるならさほど霧恋の怒りのブレーキにはならなかっただろうが、仮にもここは他所よそ様の場であり、しかも恐らくは億単位にでも届こうかという高級品を叩き割ったのだから、脳筋ケルベロスであろうとも少しは冷静さを取り戻そうというものだ。

「ほお、我らを脅おどそうとでも？」

「随ずい分ぶん稚ち拙せつな事だな」

　さすがは交渉役となった古ふる狸だぬき共だ。霧恋の威い圧あつと、とうてい人間業わざとは思えぬ力業を見せつけられたにも拘かかわらず、表情一つ変えずに言った。だが実のところ、霧恋が僅わずかに冷静さを取り戻した事と、霧恋の威圧があくまでも自分達に直接向けられたものでは無かった事、自分達が集団であったからこその虚勢である。

　それでも霧恋が発しているのは、普通の人間であれば卒そつ倒とうしそうなオーラである事には変わりなく、代表達の少なくない数が、少しだけ粗そ相そうをしていたのも仕方のない事であろう。

「これだから連盟の田舎者は、礼れい儀ぎも知らぬと見える」

「自分が何をしでかして、儂わし等に呼び出されたかも理解出来ず、逆ギレとはな」

「樹雷とやらも、あちらでは連盟一の大国と聞くが、その姫ひめがこれではの」

「ホホホ。所しよ詮せん、ただ広いだけの野や蛮ばん人の集まりなのであろうよ」

　霧恋を嘲あざけっている代表達、簾座五家の者達はいつも強者の立場であった。五家の中での政争はあれど、あくまで五家そのものは盤ばん石じやくだ。他国の力に脅おびえ、それでも自身の国を守る為の必死の交渉など経験した事のない、所謂いわゆるボンボンのお坊ぼつちゃま政治家である。目の前、といっても五十メートル近く離れた場所にいる霧恋に並々ならぬものを感じつつも、普段の傲ごう慢まんさから彼女を小こ娘むすめと侮あなどっている。自分達に手を出さない、事前の武装チェックもあり、出したとしても素す手で、そしてこの距きよ離りがあれば護衛による鎮ちん圧あつなど容易たやすいと信じている。彼女がその距離を一瞬にして無にし、素手でも護衛ごと自身達を肉にく塊かいに変える事が可能な『バケモノ』と考えが及およばないのだ。飼い慣らされた家か畜ちくにも劣おとる危機感の無さである。

　もちろん僅かだがそれに気付いた者達も居て、先さき程ほどの雨音達と同じく、下半身を湿しめらしつつも、そのバケモノを無む邪じや気きに嘲るバカ共を肉の壁に出来る場所へと移動していた。そして当然、護衛達はそれに気付いていて、主人達を守れる可能性を必死で模も索さくしているものの、殆ほとんど絶望的だと直感で悟さとっていた。だからとにかく主人達がこれ以上、霧恋を刺し激げきしない事を切に祈いのっていたのである。

「あああああああっ！　もう本当に五月蠅うるさいっ！」

　そんな中、トーンダウンした霧恋に代わって叫さけびを上げたのは美希だ。

「ヒィッ!?」

　それは意図的か偶ぐう然ぜんかは分からないが絶ぜつ妙みようなタイミングだった。

　霧恋の圧力が弱まり、ホッとして虚きよ勢せいを張っていた所へ、美希が意外にも威圧のある声で叫んだものだから、多くの者達が虚を突つかれた形で驚いて身を竦すくめたのだ。いわばホラーの手法と同じく、ホッと息を抜いた所でモンスターに襲おそわれる、といったところだ。特に緊きん張ちようを強しいられていた護衛の反応が顕けん著ちよで、隠し持っていた、本来であれば持ち込む事が許されない武器を反射的に取り出したのだ。

「あらあら、それはちょっとまずいんじゃないかしら？」

　美希はそれを見て微笑ほほえんだ。たとえ攻撃されようとも、守かみ蛇だ怪けの補助頭脳体である美希にはそんな物は通用しない。メインコントロールは福ふくが抑おさえていても、数億に及ぶ独立した補助システムの一つを使えば対人戦など一方的に蹂じゆう躙りんが可能だ。

「仕し掛かけたのはそちらが先だ」

「仕掛けた？　こちらは少しテーブルを叩いただけよ？　素手と武器じゃあ、どちらが問題なのかしらね？」

「ここはあくまでそちらの罪に対する聴ちよう取しゆの場だ。我等と貴様等では立場が違うわ！」

「なんて言い訳は、そこに居るおば様に言うのね」

　舞ま貴き妃ひは無言のままだが、どちらにしろ掟おきて破りなのは間違いない。簾座の代表達は急いで護衛を後ろに下がらせる。

「フンッ！　聴取？……さっきから随分こちらが悪いように言ってるけれど、あのＨＩＭＩＫヒミコと護衛騎き士しって、簾座で悪さしてた連中なんだから、本当なら討とう伐ばつはそっちの仕事だわ。その尻しりぬぐいを西南君にさせた挙げ句に、戦闘の邪じや魔ままでして、どういうつもりか聞きたいのはこちらの方よ」

「あっ、あの領宙侵犯と我が方の天騎を破は壊かいした暴挙がだとっ!?」

「合体よ合体！　あのバカ達はロボット戦闘の醍だい醐ご味みを邪魔したのよ。そもそもＺＩＮＶジンブも守蛇怪もマスターは西南君なのよ。そしてＺＩＮＶが発見された時の戦闘では、二騎が一つとなって力を発揮したという証しよう拠こ映像もあるわ！」

　美希は腰こしに手を当て、思いっきり胸を突き出すようにふんぞり返る。真っ平らな胸であれば、突っ込まれる所だが、美希はちゃんとお胸がある。

「ＺＩＮＶの戦闘記録という確固とした証拠がある以上、こちらの言い分が通るでしょうね。それなのにそれを敵と一いつ緒しよに邪魔したんだから、そのバカ共を敵と認にん識しきするのは当然よ。だいたいＺＩＮＶが外で戦闘をするのを許したのはそちら側よ」

「それはあくまでレセプシーの管理宙域においてのみだ！」

「そんな所でやってたら、そちらもレセプシーも消しよう滅めつよ。そもそも決闘は許可されたのだから、敵を追って移動するのに何か問題でもあるのかしら？」

「敵をだと……!?」

　あの瞬間ではＨＩＭＩＫとＺＩＮＶのどちらが先に移動したのかは分からない。そしてＨＩＭＩＫと護衛騎士が繫がっていた以上、ＨＩＭＩＫを海かい賊ぞく相当とするのが妥だ当とうだ。つまり決闘最中にそれを追って指定領宙から外れる事は緊きん急きゆう措そ置ち、違い法ほうとは言えない。

「領宙侵しん犯ぱんと暴挙？　非はどちらもそちらにあるわ！」

　簾座の重じゆう鎮ちんを前に全く物もの怖おじしないその姿は、一種の威厳すらあった。

　もともと美希は海千山千の者達が蠢うごめく銀河アカデミー生まれだ。子供の頃ころから高度な知能と知識で理り屈くつ屁へ理り屈くつをこね回す大人達を、身近には哲てつ学がく士しを目指そうという父親のワガママを論破して来た経験から、目の前の重鎮共の言い分など、突っ込みどころ満まん載さいのアラだらけの戯言にしか聞こえないのだ。

　何よりも美希はタラントに襲われ悲ひ惨さんな目に遭あいつつも自己を保ち、基地を引っかき回し、クレーとも渡わたり合って来た女性だ。それは霧恋達の誰だれも経験していない程の修しゆ羅ら場ばでもある。そして西南と共にあるという決意表明以降は、短いながらも瀬せ戸とや美み守かみ、それが役立ったかは疑問だが、アイリの薫くん陶とうを受けて来たのだ。

　美希は西南というブーストがある状態の霧恋には負けるが、通常状態であれば意外にも霧恋より優すぐれた威厳を身に付けていたのである。ただ普段の生活では、二人の年ねん齢れい差が立ち位置の差として出ているだけなのだ。そして何よりも彼女のモデルとなったのは霧恋の母、月つき湖こである。

「だっ、だが決けつ闘とうの作法をっ！」

「決闘の作法？　皇家の樹きには高い知能と確固たる意志があるわ。しかも第一世代のＺＩＮＶなら、その力は貴方あなた達が戯たわむれで名付けた神騎、それが誇こ張ちようではなく神と称しようするに足る力を持っているのよ。人間如ごときの思おも惑わくなどに左右されないわ」

「いっ、言うに事欠いて神だと!?」

「あの戦闘宙域で計測されたエネルギー値を、たった二騎の機き甲こう騎きが生み出したのよ。貴方達の持つ全すべてを集めてもいいから、あれを再現出来る人がいるの？　そしてあの場にいて無事でいられる人間がいるのかしらね？　神そのものだと不ふ遜そんな事を言うつもりはないけれど、人を超こえるモノである事は間違いないわ。そんなのが至近で戦えば、このオバサンやアンタ達のような野次馬共なんて一瞬で蒸発させちゃうわよ」

　既すでに集まった有う象ぞう無む象ぞうの重鎮達は、美希女王陛下の前の家臣達といった風だ。

「きっ、貴様達の暴挙がそんな理屈で許されるとでも思っておるのか、小娘っ！」

「そうだ！　ここに居るからと、己おのれの身が安全だと思うでないわ！　レセプシー側は既にお前達の引き渡しを許可しているのだからな！」

　美希の威に気け圧おされながらも、唾つばを飛ばしつつ睨にらむ重鎮達だが、完全に攻こう守しゆが逆転しているのは傍はた目めにも明らかだ。

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。だからといって、私達が大人しくしてるなんて思ってるんじゃないでしょうね？」

「何だと!?」

「呆あきれた連中ね。私達が何故なぜこんな茶番に付き合わされているか忘れたの？　護衛騎士とそちらご自じ慢まんの機甲騎を微み塵じん切ぎりにしちゃったからでしょう？」

「くっ！　だからといってあのような小型艦かん一隻せきで何が出来る？　たとえここを逃にげ果おおせたとしても、無補給のままどこまで逃げられるというのだ？」

「アハハハハッ！　守蛇怪なら隣となりの銀河にだって楽勝よ！」

「銀河間航行能力だとっ!?　そんなバカなっ！」

「どちらにしろ逃げる必要なんか無いわよ。守蛇怪は過去、そっちの五聖機とやらが普通にいる、樹雷の防衛権をたった一隻で突とつ破ぱし、大暴れした魎りよう皇おう鬼きの同型艦。ここのライブラリーになら、魎皇鬼や守蛇怪の戦闘記録があるはずよ。そもそもそれを見たからこんな茶番を仕組んだんじゃないの？　自分達の機甲騎を遥はるかに凌しのぐ力が怖こわくて、だからこそ欲ほしいんでしょう？」

「小娘がっ！……戦争の引き金を引くつもりか!?」

「私はそれでも構わないけれど……」

「ちょっ、ちょっと美希さん!?」

　それまで呆気あつけにとられて黙だまっていた霧恋もさすがに口を挟はさんだ。

「……そうね。アホな茶番に巻き込まれる人達が可か哀わい相そうだから、貴方達の流りゆう儀ぎに合わせてあげるわ」

　美希も引き時だと感じたようだ。

「我らの、だと？」

「決闘よ決闘！　最終的にはそれで決めるんでしょ？」

「フンッ！　神騎は行方ゆくえ知れず。我らの神聖なる聖戦を無ぶ粋すいな艦船で……」

「こちらにはＺＩＮＶの他ほかにも機甲騎はあるわ。ねっ、霧恋さん」

「ええっ!?　ちょっといきなり何をっ……」

　笑え顔がおの美希にポンッと肩かたを叩たたかれて霧恋は慌あわてた。それはみんなに秘密にしていた事を美希が知っていたからだ。

「ほお、それは面おも白しろそうではないか。ならば負ければこちらの要求を全て無条件で吞のむというのだな？」

「条件を出せる立場だと思っているの？」

　美希はことさら冷たい口調で睨み付けた。

「何だと？」

　と、簾座の交こう渉しよう団の狐こ狸り達は、美希の真意に気付く者、疑問を持つ者、ただ不快そうな目で睨む者と、それぞれが様々な反応を見せた。つまりはそれが彼らの能力の差がハッキリした瞬しゆん間かんだった。

「何度も説明させないで欲しいわね。そちらが問題とした根本は、守蛇怪による領宙侵犯とそちらの機甲騎の破は壊かい行こう為い。だけどそもそもそれが間違いなんだから、貴方達はこちらに謝罪と、ＨＩＭＩＫと護衛騎士から守ってもらった感謝をしなければならない立場だという事よ！」

　美希のその言葉で半分の者が理解し、半分はまだその真意に気付けないようだ。美希は大きな溜ため息いきを吐つきつつ言葉を続ける。

「言うに事欠いて、感謝だと!?」

「守蛇怪が神騎ＺＩＮＶのパワーアップパーツである事は証拠映像があるわ。ならば護衛騎士と貴方達の機甲騎は、神聖なる決闘を汚けがした事になるのでしょう？」

「無知な貴様等は知らぬだろうが、決闘には事前の作法があるのだ」

「敵の強きよう襲しゆうによる緊急事態だわ！」

「!?」

「こちらは決闘の作法に不慣れなのは確かだわ。でもそれなのに敵の要よう請せいに応じざるを得なかったのは、銀河連盟のみならず簾座連合の人ひと質じちが取られていたせいよ。だからこそ西南君は決闘に応じたのよ！　その緊急事態に何も出来なかった人達が、事前作法など言い出すのは……いかがなものかしらね？」

　美希は勝ち誇ほこったかのようにニィっと笑みを浮うかべた。

「こっ、小こ娘むすめがっ！」

「ああ、この場の事にして後ですっとぼけようとしても無む駄だよ。ここは何でも娯ご楽らくにしてしまうレセプシー。そこの商売熱心な妖よう怪かいオバサンが映像を記録していない筈はずは無い……あるいは既に中ちゆう継けい中だとか？」

「まっ、舞貴妃!?」

　狐狸の一人は真っ青な顔で舞貴妃に事実を確かめようと視線を送った。

「伝説の神騎同士の戦い……その結末を知りたがっていらっしゃるお客様が是ぜ非ひにと」

「クッ！」

　この状態では、美希の言う事に正当性がある事を認めざるを得ない。何よりも衆しゆう人じん環かん視しの中で、正当性のある側からの決闘を挑いどまれては受けざるを得ない。

「……謝罪が欲しいのか？」

「あの状じよう況きようではやむを得ない事でしょう？　でもせっかくだから一つ貸しにしておいてあげるわ」

「…………」

「こちらが望むのは簾座での完全なる自由行動と外交特権、それと十分な活動費。これに関しては対等な換かん金きんという事でいいわ。そして負けた場合は、守蛇怪の内部を公開してあげるわ。もちろんあくまでレセプシー内でよ。分解調査までは許さないけれど、ある程度の技術公開も考えているわ」

　もう美希の完全勝利といった感じだ。もちろん霧恋とて、この流れを目算として持ってはいたが、テーブルを叩き砕くだいた辺りから美希に持って行かれた形だ。




「クックック。相変わらず笑わせてくれる娘だ」

　クレーは少々狭せまいオペレータールームの椅い子すに座り、横目でレセプシーからの中継をモニターしつつ、凄すさまじい勢いでパネルを操作しながら笑った。

「……知り合いか？」

　くぐもった声で尋たずねた男らしき人間は、大きな窓から見えるＨＩＭＩＫや護衛騎き士しを格納、修理しているドックに視線を向けたままだ。

　その者が着ているのは、修しゆう道どう僧そうのような黒い地味めなローブだが、金糸でいろいろな文様を刺し繡しゆうされた、ちょっとした甲かつ冑ちゆうのようにも思える豪ごう華かな前垂れを付け、フードから見える顔には歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりのような装そう飾しよくを施ほどこした仮面を付けていた。その者の表情は窺うかがえないが、口調には苛いら立だちが滲にじんでいる。

「ちょっとした取引をな」

　まあ間ま違ちがいなくその者の苛立ちが目の前の光景だけでなく、レセプシーの中継だと知りつつも、そんな事など意にも介かいさずクレーは満面の笑みを浮かべている。

「貴様と付き合いがあるなどと……なるほど、連中を手玉に取るだけの事はある。だが小こ賢ざかしいマネをしているようだが、所しよ詮せんは小娘。少々迂う闊かつだな」

「守蛇怪を取引材料とした事か？　ククッ、ならば貴様もあの娘に手玉に取られておるという事だな」

「何だと？」

「船を公開しようとも問題はないと知っておるのだ。どれ程ほど調べようとも、貴様等程度では理解など出来まいて。それこそ猿さるでも案内するような気分なのだろうよ」

「そこまで言うなら貴様ならば理解出来るのではないか？　あの船の秘密を知る事が出来れば……」

　歯は嚙がみの音が一瞬聞こえたが、それでも仮面の男はプライドからか余よ裕ゆうの口調だ。

「お前達の機甲騎をもっと強くできる、か？　ククッ、無駄だ無駄。たとえ強化しようとも貴様等のような凡ぼん人じんには扱あつかえるものではない」

「拾ってやった恩も忘れて、口が過ぎるぞ！」

「金を持っている人間など幾いくらでもいる。だが本当の技術を持つ者は希まれだ。ならばどちらが優すぐれているかは言うまでもない。ましてや目の前の結果がこれではな」

「貴様っ！」

「それとあの船に手を出そうとするのなら止やめておけ。あれを造った白はく眉び鷲羽わしゆうという女は実に性しよう悪わるだからな。間違いなく悪質なトラップ満まん載さい、ロクな目には遭あわんぞ」

「……フッ、つまりお前よりその女の方が優れているという訳だ」

　反はん撃げきの口実が出来て嬉うれしいのか、感情を隠かくそうともしなくなった。

「哲てつ学がく士しにも得意不得意がある。というか興味があるか無いかの程度だ。一の位しか知らぬ者が無限大の先にある儂わし等らをバカにするようなものだ」

「無礼者がっ！」

　いきり立った仮面の男は、ついに懐かい中ちゆうの剣けんを抜ぬいたがそれ以上は動けなかった。

「……なっ……私に……何を、した？」

「そんな筈はないと思ったか？　こちらの科学者など、哲学士に比べれば凡ぼん百ぴやく。儂等の助手すら務まらんレベルだ。だがそ奴やつ等らの造った機甲騎すら使いこなせん貴様等は、もっと話にならぬ愚ぐ劣れつ極きわまる存在。赤子に刃は物ものを持たせる親はいない。使えもせん高機能など自身を滅ほろぼす元、それよりもまずはこのオモチャを使いこなせるようになる事だな」

　クレーは仮面の男を嘲あざけるように、ＨＩＭＩＫと護衛騎士の方を見て微笑ほほえむ。

「それにしても西南という小こ僧ぞう、いろいろと儲もうけの種を作ってくれる」

「……貴様……あれは、我らの敵……だぞ」

「儂と貴様等を一ひと纏まとめにするな。こちらはあくまで技術を提供しているだけだ。それを使って誰だれと敵対しようとも儂の与あずかり知らぬ事。もちろん雇やとわれておる間は、その辺は弁わきまえるがね」

　よく『無能な味方は有能な敵よりも恐おそろしい』というが、それはあくまでも戦う身であればこそ。それを商売にしている身にとっては、実にありがたい存在である。

「さて……」

「まっ……待て……どこへ……行く？」

「儂の出来る所は全すべて終えた。後はそちらの技術者共の領分だからな、外で気分転てん換かんでもして来る」

「わ、私を……このまま……」

「儂にさんざんまとわりついてまで確かく認にんしたかった作業の進しん捗ちよく状態だ。そのままでいいだろう？　お前のちゃちな抗こう体たいでも五時間程あれば動けるよう設定しておいたから、十二分に、そこの特等席で静かに堪たん能のうしておれ」

　　　　×　×　×

　クレーが転送ゲートで出て来た場所は、眼下に樹雷程ではないが、ねじくれた巨きよ木ぼくの生おい茂しげる熱帯雨林の密林や巨大な滝たき、湖が見える場所だった。彼の居る場所から建物の全景を見る事は出来ないが、ゲートのある東あずま屋やは全てが木造で、いかにもジャングルの小屋風だ。

「お待ちしておりました、ドクター・クレー様」

　真っ黒な毛皮のビキニに首輪、ブルネットのショートボブ、瞳ひとみはゴールドという美女が恭うやうやしく一礼をしてクレーを出で迎むかえている。

「ご苦労な事だな、ラザナ」

　それは労ねぎらいの言葉ではなく、嫌いやみだ。

　彼女はここの『特別施し設せつ』を使う時に必ず一人は付けられる、クレー専属のコンパニオンだ。ここと契けい約やくする間は公私に亘わたって世話をし、もちろんそれは夜の相手もその範はん疇ちゆうに入るが、クレーはそれを断っていた。ただ、いつも側そばに付けられる決まりなので、邪じや魔まにならない感じの落ち着いた女性を指名したのだ。決してクレーの趣しゆ味みではない。

（女は面めん倒どうだ）

　だからといって半はん裸らの男が側にいるのはもっと嫌なので、とにかく出来るだけ意識しないように、必要以上に近付かないよう申し付けている。

「いつもの部屋に。食事だ」

「はい。ではお召めし替かえを」

　ここでその場に相応ふさわしい衣い装しようが要求される。クレーの着ていた簡素なローブは、あっという間にヒョウ柄がらの毛皮へと変化した。靴くつを脱ぬいで置かれていた草で編んだサンダルに履はき替える。

（下らん）

　ここは金持ち、それも超ちようが幾つも付く程の金持ち連中の悪ふざけの場だ。そんな所には一秒たりとも居たくはないが、仕方のない理由もある。

　その間クレーは不満げな表情を隠さないままだが、ラザナは全く気にした様子もなく、クレーを先導しつつ東屋から出る。と、そこは高所恐きよう怖ふ症しようの人間ならずとも足が竦すくんでしまうような光景が広がっていた。

　巨木に造られた、さながらあちこちが崩くずれたスズメバチの巣のような密林館へと向かうのは、超高層ビルの最上階同士を繫つなげたような高さのある吊つり橋だ。さすがに歩く程度でグラグラと揺ゆれたりはしないが、風ふう光こう明めい媚びなどとのんびりした感想を持てない危あやうさも感じる。

　密林館へ入ると、そこから見下ろす形でここで一番広いラウンジがある。ここから床ゆかは柔やわらかい草が生え、足音は聞こえない。

　そこでは中央の舞ぶ台たいで、原始さながらの半裸の男女が踊おどっていて、その周りにはコンパニオンを数名、多い者は十名以上はべらせた者達が、それこそ原始部族の長おさの如ごとく飲み食いをしている。中にはコンパニオンの胸を触さわり、股こ間かんに手をやろうとしている者達も見られたが、この場でそういう行こう為いは原則禁止なのだろう、すぐさまコンパニオン達に別の場所に連れて行かれる。もちろんその先の場所でどんな行為が行われるかは、言わずもがなである。

「フン！」

　クレーはその浅ましさに嫌けん悪おし、小さく鼻を鳴らすとさっさと上の階段へと向かう。

　最上階から上には巨木の枝葉に小さな個室、というよりちょっとした家規模の、密林館を小型にしたような外観の家が点在している。クレーはその一つへと入って行った。

「フゥ……」

　本館の喧けん噪そうから離はなれ、中央の掘ほり炬燵ごたつのようになった囲い炉ろ裏りに座る。何の毛皮かは分からないが、フカフカのクッションのようで座り心地が良い。外の景色は先程の吊り橋以上に絶景で、ここからだと遠くに南国の、エメラルドグリーンの海が見える。ここでの時間はそろそろ夕方で、太陽がうっすらと空を赤く染め始めている。

　ラザナは大きなお盆ぼんに数多くの料理を載のせてやって来ると、ある物はクレーの前に、ある物は炉ろで温め、焼き始める。その量は一人の人間が食べるにはかなり多い。

「どうぞ」

　クレーの持つ木製ジョッキに陶とう器きの水差しから、少しトロリとした淡あわい桃もも色いろの液体をたっぷりと注ぐ。酒精は殆ほとんど無いジュースのようなものだが、酒を嗜たしなまない訳ではなく、自分が完全に信じられる場所でしか飲まないだけだ。

　情じよう緒ちよに欠けるジョッキを使うのは、お酌しやくをする手間を省き、傍そばにラザナが付く理由を少なくしているのだ。

「後は自分でやる。下がっていろ」

　用意が揃そろえば後は邪魔とばかりにラザナを追い払はらい、一人になったクレーはようやく落ち着いて食事を始める。

「メシが旨うまいのが唯ゆい一いつの救いだな」

　クレーは健けん啖たんぶりを発揮し、そこに並ぶ食事を次々に平らげて行く。意外なのはただかき込むようにではなく、ちゃんと味わっている所であろうか。と、下がらせておいたラザナがお盆を持って姿を現す。

「クレー様、お客様が」

「客だと？……フン！」

　訝いぶかしげに差し出されたお盆を見ると、そこには真っ黒なカード。そして樹雷、神かみ木き家の文様が浮うき出ていた。

「……まあいい。通せ」

　一いつ瞬しゆん嫌いやそうに表情を歪ゆがませつつそのカードを手に取り、クレーはラザナを見ることなくそう告げた。

「あらあら、愛想がないわねぇ。額が不服だったかしら？」

　先程渡したカードは裏取引に使われるマネーカードだ。

「食事時に貴様の顔を見る位なら十分な額だったが、その珍ちん妙みような姿を見せられてはな」

　ラザナと入れ違ちがうように入って来たのは、真っ白な毛皮のバニーに扮ふんしたクイス・パンタだった。

「珍妙とはご挨あい拶さつね。これでも下の狼おおかみさん達には大好評で、何人にも追いかけられたんだからねっ」

「貴様の方がよほどタチの悪い肉食獣ハイエナだろうに。って、おいこら！　それは儂の食事だぞ！」

　いきなり鶏とりの腿もも焼きを取り、骨ごと嚙かみ砕くだくクイスの姿は、その愛らしい衣装とは正反対。まさにクレーの言う肉食獣といった感じだ。

「追加をお持ちいたしますか？」

「ああ、適当に儂と同じ一食分をな」

「あら、ドケチなクレーが奢おごってくれるの？」

「どうせあいつ等が払うんだ。これ以上儂の食事に手を出されてはたまらん」

「お邪魔だったかしら？　でも本番の食事までにはお暇いとまするわん♡」

　クイスは部屋を出て行くラザナの後ろ姿に視線を送る。

「下のバカ共と一いつ緒しよにするな。毒入りと分かって手を出す程、飢うえてはおらん」

「ここのコンパニオンなら大だい丈じよう夫ぶでしょ？　そもそもその気も無しに、何でこんな所で食事をしているのよ？」

「儂だって上の雑多な方がいいのだがな。ＶＩＰと煽おだてられ、こんな所で胸むな糞くそ悪いクソッタレな遊興に耽たん溺できするボンクラ共と一緒にされるのは我が慢まんならんが、クライアントの秘密は守らん訳には行かんだろうが。その中でもここが一番マシだっただけだ」
















　クレーは呆あきれたように大きく溜ため息いきを吐ついてクイスを睨にらみ付けた。

「こんな下らん問答に高い金を払ったのか？　だとすれば、お前の所の経理達には、本当に同情するわい」

「だってぇ……貴方あなたが女性と一緒に居るなんて珍めずらしい光景だもの。ならいじらなきゃ悪いってものよ」

「ここに居るという事は、お前にも付けられてるんだろうが？」

「宅は専属スタッフがここにも居るもの。ボッチの貴方と一緒にしないで欲しいわね。せっかくだから、彼女を専属として雇ったら？　一度でもここの客になったのなら、そういう斡あつ旋せんも込こみよ」

「メシを食ったらさっさと出て行け！」

「はいはい。では本題に入りますよ。んで、やっぱり連中が使ったアレを持ち込んだのは貴方でいいのね？」

「美希という娘むすめには十分な対価を与あたえた。その上で得た技術をどう使おうと勝手だ。まあその対価には満たん下らん技術だが、ならば少しでも不足分を補おうとするのは当然だろう？」

「十分な結果は出たじゃない。その一度しか通用しない技術とはいえ、相打ちに持ち込まれたのは痛いわよ」

「相打ちにしか出来なかったと言うべきだな。一度のチャンスとはいえ、初見殺しの技術である事には変わりはない。それを討うち取れなかったばかりか、完全に取り逃にがしたのだから、連中としては不満だろうよ」

「つまり連中はまだ西南殿どのの行方ゆくえを摑つかんでいないと？」

「糸は完全に切られておる。まああのペイント弾に関しては、タラントの小こ僧ぞうが使って、既すでに知られた技術だからな」

「その一番の被ひ害がい者しやが西南殿だから、対処もお手の物だわね」

「控ひかえていた護衛騎き士しがやられていなければ、ちと危ない所だったがな。まあこちらのクライアントは西南の小僧のおかげで被ひ害がい甚じん大だいだ」

「その分、貴方は大おお儲もうけでしょう？」

「自分達の無能が失敗の原因でも、それを認めぬ者はこちらでも同じようにいる。悪あしき結果はこちらの技術のせいにして値切る、踏ふみ倒たおそうとする、挙げ句の果てには責任転てん嫁かして賠ばい償しようを求める。上は何も言っては来ないが、下の連中の殆どがそんな厚こう顔がん無む恥ち無能共だからな。この先の儲けなど知れておる。まあ美希の小娘もいろいろと面おも白しろい事を始めたようだし、稼かせぐ相手は他ほかにも、な」

「あら、大きな魚がまだ残っているじゃない？　あれを放ほうっておくの？」

　もちろんそれは守蛇怪の事だ。

「冗じよう談だんを言うな。あれこそ猛もう毒どく入りだ。連中は執しゆう着ちやくしておるようだがな」

「鷲羽殿を恨うらんでる、仕返しをしたい、とかじゃないの？」

「儂わしはなっ！　儂は金輪際、白眉鷲羽と朱あか螺ら凪な耶じやには関わらんと決めたのだっ！　あれは疫やく病びよう神がみだ。儂の金をドブに捨てさせる悪あく魔まの女達だっ！」

「あれまあ……でも朱螺凪耶は死亡しているわよ？　いくら何でも知らない訳ではないでしょう？」

「お前こそ凪耶という女を知らん。あれは鷲羽より遥はるかにタチの悪い、乱らん痴ち気き騒さわぎ大好きの悪意の塊かたまりのような物体だ。だいたい鷲羽とて、五千年行方知れずと言われつつ、生きておったではないか」

「それは、まあそうだけど……同期だったのだから、少しは懐なつかしいとか……」

「あれと同じ時代に生きておるという事だけが儂の人生で最大の不運、汚お点てんだ！」

「ず、随ずい分ぶんな嫌きらわれようねぇ……まあ、気持ちは分かるけど……」

　クイスは視線を逸そらして腿肉の骨を嚙み砕く。

「ん？　まるで凪耶を知っているような口ぶりだな？」

「あの人達は、いろいろと記録やデータには事欠かないからね」

「ああ、そういえばお前の所にも瀬戸という、似たようなのがいたな。あれをもっとガキっぽくして落ち着きのない感じだと想像すれば近いぞ」

「そ、そうですか……それはまた凄すごい、デスね」

　確実に真実に近付いてはいるが、今一歩正解出来ないのは、クレーの能力が劣おとるのではなく、明らかに答えを避さけようとする無意識のブレーキによるものだろう。つまり心の底から関わりたくないのである。

（ツンデレるつもりはないけれど、同じ記き憶おくを持つ者としては少し寂さびしいわね）

　どんな記憶も年月と共に懐かしい思い出となって行く……というより、やり込めていた側とはそういうものだ。どちらにしろ敵に回すには厄やつ介かいな人間ではあるので、クレーから関わりたくないという意見は正直ありがたかった。

「西南殿を追うよう依い頼らいは？」

「こちらは連中のテリトリーだからな」

「自分達の情じよう報ほう網もうには自信がある、か。貴方としては儲け損そこなったという訳ね」

「人捜さがしなど儂のする事ではない。儂はいかに捜すかの方法を提供するだけだ。もっともそちらも連中には不必要だと言われたがな」

「それは残念だったわね」

「儂に見付けさせて横から搔かっ攫さらおうとでも思ったか？　だが儂としては連中に捕つかまるよりは、上手うまく逃げ果おおせてほしいと思っておる」

「あら意外、でもないのかしら？」

　金かね勘かん定じようには狡こすっ辛からいクレーだが、人の評価に関してはごくまとも、有能だ。そもそも自身の価値観に忠実なだけであり、払うべき金は一いつ切さい惜おしまない。もっともそうでなければ多くの人を使う哲てつ学がく士しとしてはやっていけない。

「お前達のような面めん倒どうな女に振ふり回される気持ちはよく分かるからな。クククッ、それにあの西南の小僧の特性としては、あちこちうろちょろしてくれる方が金になる。そちらにしてもいろいろと事が運び易やすいのではないか？」

「確かにそうね」

　とにかく西南はトラブルを引き寄せると同時に、停てい滞たいを破は壊かいし加速させる。銀河連盟でもそうだし、簾座に来た早々にこの騒さわぎだ。美希の決けつ闘とう騒さわぎで、霧恋達が最初に目指した簾座での活動が一足飛びに実現しそうなのだ。

「後は美希の小娘が仕し掛かけた決闘だな。それ次し第だいではいろいろと面白くなる」

「そちらは……大方、問題はないでしょうね」

「大方、とは微び妙みような言い回しだな。まあここに居る間の暇ひまつぶしにはなるだろうて」




「あああああああああああああ……もう死にたい」

　まるで船ふな酔よいしたかのように窓辺に寄り掛かかり、青い顔で黄昏たそがれているのは翠すい霊れい王国皇太子第三王子の三み翠すい・ナムワロール・翠霊である。

「夕べはお楽しみでしたね」

　邪じや気きのない笑えみを浮かべつつ騎き珀はく王国皇太子第十王子、十じつ騎き・煉れん・騎珀は、ジッと三翠を見つめている。いつもは子供っぽい十騎もこの時ばかりは彼の方が年上のような、見守る感じの眼まな差ざしだ。

「今死ねば幸福の絶頂だな」

　火か泉せん王国皇太子第六王子、六ろつ火か・緋あけ乃の・火泉は無表情のまま、真しん剣けんな口調だ。

「恥はずかしさの絶頂なんだよっ！　だいたいお楽しみは君達も同じだろっ！」

　三翠はちょっと目め尻じりの所に涙なみだを浮かべつつ、友人二人の方を見て叫さけんだ。

　奇くしくも三人の居る場所はちょうどクレー達の居る巣の隣となり、といってもゆうに五十メートル近く離はなれ、枝葉で相手の姿も音も完全に遮しや断だんされている場所だ。内装はクレーの巣とは少々違うが、それでも家具や調度品はその場に合わせた木と石と毛皮で作られた物で、彼らの衣い装しようも毛皮製のノースリーブの長目のシャツを革かわのベルトで結んでいる物だ。

「アハハハ。まあこれも今回、レセプシーに来た目的……というよりここでの活動拠きよ点てんを築いておけというのは父上命令だからね」

　クレーのような一時的な滞たい在ざいとは違ちがい、簾座の上位王族はこの場を秘密の活動拠点とする場合が多く、現地スタッフを集める上でその最初の部下となるのがここのコンパニオンだ。彼等彼女等はここに配属されるだけの能力と、多くの伝つ手てを持っているエリートなのである。

「確かに、少し早い気もするけれど状じよう況きようが状況だ」

「兄貴達が脳筋なのはいいよ。でもその政策秘書連中まで同レベルってどうなんだ？」

「次つぎ騎き兄様のグループは、三位、右う上じようの席から脱だつ落らくしそうだったからなぁ……それで焦あせったんじゃない？」

　簾座中央会議で壇だん上じように映像で映し出された当主、そしてその両りよう脇わきに居るのが副当主の右上と左さ上じようだ。次世代候補もそれに倣ならって同じ名めい称しようを使っているのである。

「うまく行けば、一気に一位も狙ねらえただろうからね。まあ見事な失敗だったけれど」

「あのお立ち台がそんなに重要か？　そもそも父上や他の兄貴達が動かない時点でおかしいと思わないのが問題だよ。その尻ぬぐいでいきなりここに送り込まれる身にもなって欲しいよ」

「でもレセプシーに来るにはこの奥おく座ざ敷しきを通るのが手っ取り早いし、秘密裏りに動けるからね。後は、将来に向けてここでいろいろと勉強して来るようにって事だろう？」

「こちらが早いと思っても、父上達の命令なら仕方ない。俺達にもそろそろ婚こん約やく者が決められる頃ころだからな。それくらいの差なら問題は無いとの判断だろう」

　正妻と側室、愛人などは傍そばに付いた順番でさえ諍いさかいの種になりやすい。それぞれの女性の後うしろ盾だての思おも惑わくも混じって複雑怪かい奇きだ。ましてや子供など出来ようものなら、かなり厄介事の種になる。

「だけどここに来ると女性の趣しゆ味みがバレるって本当だね。どうせならって、真剣に考えちゃうものなぁ」

「今後ここを使う以上は、ずっとその人が担当となるからね。ある意味、俺達が選ぶ事の出来る最初で最後かも知れない女性だから当然だろう」

　王族といっても彼らの場合は、成人して当主か二位、三位の位になれなければ、王族ではなくなる。事によっては婚約者の家いえ柄がらの方が勝まさる場合もあり、側室が持てるかどうかはその正室となる女性次第だ。もちろん外にこっそり妾めかけを囲う事も可能だが、王族から外れれば、それまで使えた王族の維い持じ管理組織は使えなくなり、明らかに奥方の方が強力な情報網を持つ事になる。

「……だけど何故なぜ僕にはその選せん択たく肢しが無いんだろうか、教えて欲しいものだね」

　三翠のコンパニオンは選ぶ以前に、既に決定されていたのだ。

「ねえ三翠。そんな事を言うと宅の駒こま狐こ姉やが可か哀わい相そうだよ」

「三翠……それはちょっと無いんじゃないか？」

「…………いつから気付いていた？」

　二人の本気の白い目に、ついに三翠は降参した。実は三翠のお相手は十騎の養育係兼けん家庭教師でもある女性だったのだが、三翠の初はつ恋こいの相手でもある。

「君が初めて僕の家に遊びに来た時だよ。もちろん僕だけじゃなく、母上も紫し翠すいおば様もその時に気付いたって」

「母上と……紫し珀はく様まで!?」

「だって駒狐姉やに今回の事を頼たのんだのって、その二人だから。ああ、ちなみに父上、兄上、他の人達には知られてないから安心して」

「今回の事で知られたも同然……というか、まさか強制したんじゃないだろうね？」

　三翠はオロオロとし、半泣き状態だ。

「それは大だい丈じよう夫ぶだよ。三翠は僕の母上と紫翠おば様が同期だって知っているよね？」

「ああ、幼よう稚ち舎しやから高等舎までずっとだったんだよな」

「駒狐姉やはその二年先せん輩ぱいで、母上達もかなりお世話になったそうだよ。駒狐姉やが僕の養育係になったのってその縁えんだもの」

「えっ？」

　今さら知る意外な事実だ。

「プライベートになればその関係性は生きているから、強制って事は無いよ。駒狐姉やって、実家が地位男だん爵しやく家の四女だから実家も結けつ婚こんに関しては消極的でね。本人も僕の家にいろいろと義理立ててくれるから、このまま一生独身を貫つらぬきそうで、母上も何とかしようと頭を悩なやませていたんだよね」

「だけどそういう事情なら、高等舎になった辺りから企き業ぎよう商家辺りと、お見合いパーティーに参加して決めるものだろ？」

「駒狐姉やは生徒会、寮りよう管かん理り会に属していてね。下位の貴族子女が運営の手伝いをするのはよくある事なんだけれど、実質は生徒会長と寮長を兼けん任にんしてたような感じらしいよ。その上、勉学は学年のトップクラスだったそうだから、婚こん姻いん活動なんかしている暇は無かったんだって。それと実家が四人目までお金が回らなかったというのが真実かな？」

　貴族の場合、良い家、家格の高い家に嫁よめに出そうとすればかなりの持参金を持たせる必要がある。爵位の低い家は収入の面からも、娘むすめが三人居ると爵位を失うといわれている程ほどなのだ。

「それ程優ゆう秀しゆうなら、どこかからお誘さそいがあったんじゃないか？」

「あまりの有能さが災わざわいして、男性からは距きよ離りを置かれていたらしい」

「何故!?」

「生き真ま面じ目めさと有能さ……さぞかし女じよ傑けつぶりを発揮したんじゃないかなぁ。三翠なら何となく分かるんじゃない？」

「そ、それは……」

「せめて花か櫻おう出身だったら、もう少し進む道もあっただろうね。でもいいじゃない？　だからこそ三翠の想おもいは叶かなった。母上達も収まる所に収まったって喜んでたからね」

「十騎はいいのか？　お前も彼女の事……」

「僕にとっては『姉や』だよ。もう一人の母って感じだから、さすがにその人と、というのはね。だから今回の事は喜ばしい事だよ。僕が成人してしまえば家庭教師としての役目は終わる。下手をすれば父上か兄上の、という可能性だってあるんだからね。僕としてはそちらの方が嫌いやだね」

　同年代の男性からは敬遠されたとしても、もっと年上の男は別だ。後のち添ぞえか妾か、有能であるならばそのどちらかとして召めし抱かかえようとする可能性はある。

「十騎のスタッフとしての道もあったんじゃないのか？」

「僕達には『発言権』が無い。だからこそ、こんな所に居るんでしょ」

　発言権のない人間に政策スタッフなど無用の長物だ。だがレセプシーでなら一人のコンパニオンは必ひつ須すだ。ちなみに駒狐はレセプシーに就職した形となっている。

「そう、だったな」

「せめてもう一人……磨ま玉ぎよく、花櫻でもいい。王族かそれに類する貴族の仲間が居てくれればと思うよ。もちろん徒党を組めば標的にされるから、しばらくはこのままだろうけど、候補探しと準備はこれを機に本格的に始めよう」

「とにかく今は経験と人脈を広げる時だ。何もかも一足飛びにとは行かない」

「分かっているよ。問題は十年後、百年後だってね。でもそれじゃあ手て遅おくれかもしれないんだ」

「山やま田だ西南か？　だが彼は今回……」

「行方ゆくえ不明なだけだよ。彼のこれまでの経歴を話半分として考えても、生存の可能性の方が圧あつ倒とう的に高いと考えるべきだね。もしダメだったとしても、その後ろに控ひかえている銀河連盟が静観するかな？」

「最大のギルドが崩ほう壊かい、こちらとの境界に巣くっていた海かい賊ぞくの勢力も著いちじるしく弱くなったと聞くが……正直、直接対決となると、かなり分が悪いだろうな」

「姉様達があちらに行った気持ちが分かるよ。本来であればもっと評価して、早い段階で山田西南を受け入れるべきだったんだけれど、こちらの体制では時じ期き尚しよう早そうだったからね」

「そもそも姉様方の実験部隊での活動結果は、あまり芳かんばしくなかったそうだが？」

「でもその結果、今まで未み確かく認にんだった護衛騎き士しと、何よりもＨＩＭＩＫという盟主の機き甲こう騎きを引きずり出した。つまりその芳しくなかった結果が、連中にとって何らかの問題があったと考える事も出来るよ」

「確か『混こん沌とんこそがこの世に安あん寧ねいを』だったか？　だとすれば神騎を持つ山田西南の存在そのものを危険視するのは自然だ。彼は明らかに混沌を破は壊かいする者だからな」

「どちらにしろ本気になった神騎は普ふ通つうじゃない。護衛騎士も敵かなわないからこそ、親玉が出て来ざるを得なかった……そう考えるのが妥だ当とうだと思うが？」

　誰だれにも聞かれないにも拘かかわらず、十騎達は互たがいに近付き、声を潜ひそめ始めた。ただこの場所は遊びの場でもあるので、雰ふん囲い気きとしては悪わる巧だくみをする少年といった感じだ。

「それもそうなんだけれどね。ここを襲おそってまで、という性急さが気になるんだ」

「確かになりふり構わない感じはあるな。護衛騎士の活動は海賊にしてはかなり異質だ。何を襲しゆう撃げきの基準としているか、いまいち分からない部分がある。決まったテリトリーでもあれば本格的な討とう伐ばつ対象ともなるが、それがないからどこも本ほん腰ごしを入れにくい部分があったんだよな」

「だが今回はかなり度を超こした行こう為い……簾座の広域討伐指定が出されかねない事態だ。そんな危険を冒おかしてまでとなると、十騎の懸け念ねんもあながち考えすぎとも言えないか」

「一つ言えるのは、連中の組織が思った以上に大きく根深い事だね。天騎クラス六に神騎なんて普通じゃない。どうやってここに来てどこへ逃にげたのかも問題だね」

「もともと護衛騎士を支し援えんする秘密結社があると噂うわさされていたからな。それが実証され、しかもかなりの規模らしい、という事だな？」

「どうやってあれらの機甲騎を手に入れたかも含ふくめてね……ん？」

　密林館はその構造上、建物に軋きしみがある。もちろんそれも一種の味としているが、かなり静かに歩いても、それこそ『うぐいす張り』のような音が出る。

「ご歓かん談だんの所、緊きん急きゆうにて失礼いたします」

　そこに現れたのは、クイス・パンタと同じバニー系の衣装を着た駒狐だ。違いは落ち着いた黒の毛皮で、袖そで無なしの執しつ事じ服といった感じのデザインであろうか。ただ背中は大きく開き、丸いシッポが揺れればお尻しりの割れ目が見えるところが欲情を感じさせるものではあるが、駒狐は上手うまく長い栗くり色いろの髪かみで隠かくしている。

　実は彼女は獣じゆう人じんとドワーフの血が入っているせいか少々背が低く、三翠達が成長して背が高くなったせいもあり、年下のような感じだ。ただきつめの顔立ちとしっかりとある胸と腰の括くびれが、彼女が成人女性だという主張をしている。ちなみに獣人の血が入っているといっても獣けもの耳みみとは行かず、僅わずかに耳の位置が高く形が獣風というだけだ。

「!?」

「……何かあったの？」

　シックなデザインではあるが、三翠には十分刺し激げき的なのか、あるいは夕べの事を思い出したのか、緊張して頰ほおを赤らめ固まった。それを楽しげに見つつ、十騎は駒狐に声をかけた。本来であれば、三翠のコンパニオンとなった以上、彼に話をするべきなのだが、駒狐の言う通り緊急なので十騎が対応したのだ。

「例の決けつ闘とうの日時が明日と決まりました」

「「「えっ!?」」」

　いくら身体からだは大人と変わらないくらいに大きくなり、人並み以上に賢かしこくても、駒狐から見ればまだまだ子供だ。啞あ然ぜんと驚おどろく表情は幼い頃の彼らそのまま、この場の弛し緩かんした雰囲気からの切きり替かえが出来ていないようだ。とはいえさすがに彼らも遅おくればせながらも、瞬しゆん時じに意識を仕事モードに移行させた。

「相手の形勢が整わない事を狙ねらったか、それとも本国に呼び戻もどされる前に失策を帳消しにしようと狙ったのか……どう見る？」

「相手方の要望です」

　駒狐はあくまで冷静に、夕べの姿など微み塵じんも感じさせず事実を述べて行く。

「相手側が決闘を、ですか？」

「はい。山田西南が行方不明ですから、恐おそらくは……」

「時間をかけてはいられないという事だね。という事は兄上から指示が？」

「敵の委細詳しよう細さいを調べて報告するようにと」

「やはり、か」

　駒狐の言葉に十騎達はそれぞれに困こん惑わくの表情を見せた。

「自分達がまいた種なのに、本当に気軽に言ってくれるよねぇ……姉様達とは連れん絡らくはとれるかい？」

「既すでにアポイントメントを取っております」

「手て際ぎわが良いね。さすがは駒狐姉や……。どうしたの？」

　と、珍めずらしく戸と惑まどいの表情に十騎は不思議そうに首を傾かしげる。

「了りよう承しよう下さったのは、磨玉様です」

「「「……えっ？」」」

　その言葉に十騎達もポカンと口を開いたまま固まる。

「……『お兄様方のお守もりも大変よね』……との事です」

「…………進むも地じ獄ごく、戻るも地獄？」

　十騎は普段の飄ひよう々ひようとした様子は無く、叱しかられに行く子供のように涙なみだぐんでいる。

「この場合、圧倒的に戻る方が楽だがな」

「行かなければ行かないで、後が怖こわいぞ。兄上ではなく魔ま女じよ王おう殿どのが……」

　と言いつつ、三人は根でも生えたかのようにその場から立ち上がろうとしない。

「そうですねその場合『クスッ、せっかく待っていたのに、どうして来なかったの？』とか仰おつしやりそうですね」

「こっ駒狐……さん。それ、冗じよう談だんになってない」

　本来なら呼び捨てで呼ぶのだが、そこはまだ貫かん禄ろくの差、しかも母親の先輩だったと聞いては、まだまだ三翠にはハードルは高そうである。








５「面会」









　駒こま狐こに尻しりを叩たたかれた事もあり、十じつ騎き達は速そつ攻こうで準備をして最短の時間で簾れん座ざ王族専用の宿しゆく泊はく施し設せつ、大だい宮きゆう殿でん『天てん遊ゆう苑えん』にある別館、花か櫻おうが使う『蕾らい櫻おう』にやって来た。

「クスクスッ。あらあら、暫しばらく見ない間に三人とも、随ずい分ぶん大人になった事」

　これはその六ろつ火か達を出で迎むかえた瞬しゆん間かんの、玉ぎよく蓮れんの言葉だ。もちろん六火達がコンパニオンを選び、早さつ速そく『夕べはお楽しみでしたね』の行為に至った事を一目で看過しての事だ。

　普段であればそれなりに大人しくしている玉蓮が六火達を出迎えたのは、簾座に於おいては次期女王の玉蓮が四人の中では第一位になるからであり、玄げん関かんでお客をまず出迎えるのが主人と決まっているからだ。決してこの冗談を言う為ためではない。

「クスッ……駒狐も元気そうね。前より雰囲気が柔やわらかくなったわ」

「お久しぶりです心しん珠じゆ様。この度たびは皆みな様さまの無事な帰き還かんと、大いなる成果に……」

「ああ、ここでは私達の事は幼名でお願いね。堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜ぬきに、そちらは急ぎなのでしょう？」

「助かります、玉蓮様」

　そのままエントランスの階段を登り、二階中央通路の突つき当たりにあるのが、プライベート用の居間だ。居間といっても、中央に大きなテーブルはなく、ソファーがコの字型に並べられ、庭を見ながら歓談をする場だ。

「さあ、お座りなさいな。すぐに始めますよ」

　花櫻の家具類はどこか樹じゆ雷らいに似た、木の表面の凹おう凸とつを生かした木材で作られた物で、違ちがいといえば原木の大きさだ。さすがに樹雷のような巨きよ木ぼくは無いので、こぢんまりとした感じだ。

「…………」

　ソファーは隣となりに小さな茶を置くテーブルが設しつらえてあるタイプで、その中の一つは二人用だ。それは明らかに玄関での様子を見て準備された物に間違いない。

「まあ、諦あきらめなよ。どうせすぐにバレる事だからね」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした三み翠すいと駒狐に十騎はシレッといい、戸惑う二人を残して六火と共にさっさと一人用のソファーを占せん拠きよした。

　こうなってしまえば白状したようなものである。すぐさま観念した駒狐は三翠を促うながして二人用のソファーに腰を下ろした。
















「貴方あなた達がここへ来たのは、明日の決闘の件ですよね？」

　ここから会話の主導はチームの長である珀はく蓮れんだ。玉蓮の圧あつ迫ぱくから解放され、三翠達もどことなく安あん堵どした様子が見える。

「はい、これは次つぎ騎き兄上達からの命ですので、出来るだけご協力をいただきたいのです。あまり愉ゆ快かいな話ではありませんが、こちらの問いに拒きよ否ひされるようであれば……」

「出来るだけの協力はいたしましょう。しかし、私達も決闘の準備からは外されている事だけは、前もって断っておきます」

「当然そういう事になるでしょうね。まあ僕達もそれ程ほど期待もしていませんし、期待もされてはいないでしょう。ただ姉様方があちらの方々と一番面識のあるのは確かです」

「ええ、霧きり恋こ様方の人となりは、ですね。ただ明日使う機き甲こう騎きに関しての情報は、全くありません」

「答えを拒否されるのですか？」

「いえ、届いたばかりで、まだ霧恋様達が開かい封ふう作業中だからです」

「……はぁ？　け、決闘は明日ですよ!?」

　意外な回答に十騎達は啞然となった。

　　　　×　×　×

「……なあ霧恋、決闘は明日なんだよな？」

「ええ、明日ね。明日よ」

「私達の無茶もいろいろと極きわまって来ましたね」

「とにかく目の前のあれを何とかした方がいいわね。霧恋さん」

　専用ドックとその奥にある巨大な作業場で、霧恋達四人は放心したように目の前の大型コンテナを見つめていたが、ネージュの言葉でやれやれとばかりに動き出す。

　コンテナ自体は普ふ通つうの輸送用のＧＰ規格のコンテナだが、封は霧恋のパーソナルでしか開けられない。霧恋はコンテナ中央下部にある封印パネルに近付くと、それに手を当て、指示に従って開封を始めた。

　　　　×　×　×

「今からの開封で、そもそも明日の決闘に間に合うのですか？」

　十騎達全員が、呆あきれるというより困惑顔だ。人生の岐き路ろとなる大学試験を一いち夜や漬づけで何とかしようというのと同じだからだ。

「兄上達もたいがいだが、こちらも……」

「霧恋様達はこういったトラブルには慣れておいでですし、霧恋様用の機甲騎を造られたのは、間違いなく白はく眉び鷲羽わしゆう様ですから、何の支障もないでしょう」

「その白眉鷲羽というのは、姉上がそう仰る程の者なのですか？　お言葉を返すようですが、物が機甲騎だけに、あちらの技術でまともな物が造れるのでしょうか？」

　あっけらかんと言う珀蓮に三翠達は違い和わ感かんを覚え、恐る恐る尋たずねる。

「確かに護衛騎士や天騎達を切り裂さいた攻こう撃げき力は認める所だが、決闘は操者の力量も関係するからな。当たらない攻撃など意味はない」

　そもそも宇宙船と人型ロボットでは機械的な複雑さは段違い、桁けた違ちがいだ。しかもそれが大型となると更さらに難しい問題も多い。そしてそれを動かして戦わせようというのだから、大型人型兵器の概がい念ねんが無い所の技術がどれ程の物か、彼等が懐かい疑ぎ的になるのは当然だ。

「貴方達はまだ若く、主流派から離はなれているからこそ、機甲騎信しん仰こうに毒されていないと思っていましたが、それでもそういう考え方になってしまうのですね」

「それは仕方ないわよ。あちらの情報は殆ほとんど噂うわさ程度だもの。レセプシーであちらの人間と情報のやり取りをしていても、そういう考えを持つ者は多いわ」

「そうね」

　火か煉れんの言葉に珀[image: 蓮]は小さく肯うなずいた。

「ですが貴方達、常に偏へん見けんを持たずに、正しい情報を得るよう心がけなさい」

「分かりました。肝きもに銘めいじます」

　さすがにそう面と向かって言われると肯くしかない。

「銀河連盟には大いなる力と知があります。力は連盟全すべてを網もう羅らする警察組織。巨大な海かい賊ぞくギルドの殲せん滅めつを成し得たのは、山やま田だ西せい南な様のお力が大きな原動力ではありましたが、やはりＧＰの組織力と戦力のバックアップがあればこそです」

「……もしかしてもう一つの知が白眉鷲羽だという事ですか？」

「関係はありますが、それは個人を指すものでは無く、銀河アカデミーという大規模な学校と研究施し設せつが合わさった組織の事を言います。そこには銀河連盟中の識者が集まって来ます。更にその識者の中から選ばれた最さい高こう峰ほう、真に天才と呼ばれる者達を育成する学科が存在します。白眉鷲羽様はそこの、更に頂点とも言われた方なのです」

「簾座にも中央アカデミーがあります」

　三翠は不満げに言ったが、そこは当然の反応だろう。珀蓮もそれに肯いた。

「そもそもの規模が違い過ぎます。そしてそこに集まるのは貴族やその師し弟てい達だけではありません」

「最初の選せん抜ばつの事を考こう慮りよに入れてらっしゃいますか？」

　簾座の中央アカデミーには貴族以外にも、簾座中の学校から選ばれた生え抜きのエリートが集まる。数だけが多ければいいという訳ではないと、駒狐は言いたいのだ。

「もちろんそれを考慮した上で言っています。それらの中から選えりすぐりの天才達を育成する学科は哲てつ学がく科と呼ばれ、技術の総合複合的使用の考察を目的としたものです。個々の技術では変哲もないものが、他の技術と組み合わさって思いもかけないイノベーションを引き起こす事は往々にしてあります。しかしいろいろな私利私欲、思おも惑わくなどでそれらが進まない事が多いのも事実です。しかし哲学科を卒業し、哲学士と認められた者達は、銀河アカデミーに集積された全ての技術情報閲えつ覧らんの特権を持ちます。銀河アカデミーにはトップクラスの研究施設がある事を考えれば、そこに集約されている技術は銀河連盟中の最高峰と言えるでしょう」

「確かにそれらを理解してイノベーションを起こすだけの能力があるとなると、恐おそろしいまでの技術を集積してる可能性は高いね。ある意味理想的な環かん境きようだ」

「だけどいきなり機甲騎が造れるものなのか？　どうなのでしょう、姉上」

　四人の視線が一いつ斉せいに珀蓮に集まる。それは恐きよう怖ふと共に興味も入り交じった視線だ。

「そもそも哲学士の持つ技術が表に出て来るのはほんの一部です。軍用に使われる技術ですら、数千年前のもの……それが鷲羽様の技術となると一万年以上前のものとも言われています」

「しかし軍用といえど、民間での生産と量産が可能で、費用対効果コスト・パフオーマンスの問題も解決するとなるとある程度の時間は必要なのはこちらも同じです。さすがに一万年というのは……というか、その方は一体お幾いくつなのでしょう？」

「公式記録では二万年生きてらっしゃる事が確かく認にんされています。高度な延命技術をかなり前から持っていらっしゃったという証明ですね」

「……エンシェント・ドラゴンですか、その人？」

　十騎達四人は驚おどろくより呆れた感じだ。

「軍用に転用出来ないからといって、実用化出来ないという訳ではないのよ。哲学士はその技術を世に出して良いか、倫りん理り的に問題は無いかを判断する者達でもあります。ですから延命技術もそうですが、個人的に使う分には、そういった倫理を度外視した物を造る事もあるわ」

「魎りよう皇おう鬼きや守かみ蛇だ怪けよね。両艦かんとも、私達の常識からすれば空想レベルの物だもの。会見の場で美み希き様が言っておられた、銀河間航行能力は冗じよう談だんでもブラフでもないのよ」

「ＺＩＮＶジンブ様も鷲羽様が調査されたらしいし、そもそもみんな、地球で見たあれを覚えているでしょう？」

「ああ、それもあったわね」

「地球というのは連盟の星ですか？」

　姉達四人が顔を見合わせて話し始めた姿に、興味をひかれた三翠が話に割り込んだ。

「山田西南様の故郷よ。初期文明段階の星でね、あくまで娯ご楽らく用のフィクションなのだけれど、機甲騎、つまり巨大人型兵器の活かつ躍やくする原始的な映像作品がかなりの数作られていたのよ」

「「「「えっ!?」」」」

　十騎達四人はこの情報に一番驚かされたようだ。

「山田西南がもともと機甲騎の概念を持っていたという事ですか？」

「西南様がＺＩＮＶ様をすんなりと受け入れられたのは、その素養があったからというのが銀河連盟の結論です」

「ノリノリで楽しそうだったですからね」

「そうね。あちらでの名めい称しようは巨大ロボット物だったわね。守蛇怪にはその映像ライブラリーもあったから、鷲羽様が知らないはずはないわ。もちろん同じ地球出身の霧恋様も同じよ」

「つまり決闘の相手側は機甲騎戦せん闘とうの概念も持っているという事ですか……」

　意外とこの情報が十騎達の琴きん線せんに触ふれたようだ。

「だがパワーユニットの問題は？　誰だれが出るかまでは分からないが、兄上達の機甲騎は次世代ユニットだからな。考え得うる最高の出力を持っているぞ」

「原初の五聖機は樹雷の皇家の樹きで言えば第三世代。つまり次世代ユニットは樹雷で考えれば第四世代にあたるわ。鷲羽様の造った魎皇鬼は第一世代、ＺＩＮＶ様と同じ神騎クラスの皇家の樹と相打ちとなったから、パワーは神騎クラスと見るべきだわ」

「魎皇鬼と守蛇怪から考えると、間ま違ちがいなく万ばん能のう型機甲騎となっているでしょうね」

「機甲騎という概念を超こえてくるかもしれないわよ？」

「…………」

　これには翠すい簾れんも大きく肯いている。それは四人の姉達の意見が一いつ致ちしているという事であり、高確率でその情報が正しい事を意味している。

「万能型の神騎クラス、ですか……それはまた、厄やつ介かいな話だな」

「そうなると問題は操者だろうね。どんな高性能な機甲騎でも、操者次し第だいでは宝の持ち腐ぐされだ」

「オートバトルで補ほ佐ささせるとしても、機甲騎としての戦い方のデータも少ないだろうからな」

「それなら神騎のデータがあるんじゃない？　あれは先史文明時代からの物だからさ」

「逆に兄上様方がオートバトルに頼たより切るようなら、確実に負けるわよ」

　火煉は弟達の楽観的な意見に水を差した。

「しかし兄上達の持つ戦闘データは、間違いなく第三位クラスの物ですよ？　確かに父上の所に集められるデータには劣おとりますが、それでもご自分達のルートからもかなり……強ごう引いんに集めているという話ですから」

　戦闘データは正式な決闘での物のみだが、それが自動的に王族用のライブラリーに転送される仕組みになっている。その量と質は簾座随ずい一いちであり、その中でも重要、貴重とされるデータへのアクセス権は階位によって定められているのである。

「貴方あなた達、心してお聞きなさい」

　珀蓮はこれ以上ないという真しん剣けんな目で弟達を見つめた。その迫はく力りよくに駒狐が最初に、それに続いて三人も崩くずれかけていた姿勢を正した。

「簾座連合と銀河連盟の交流を阻はばんでいた、大きな障害だった海賊の力は急速に弱まっています。それは取りも直さず、将来、両者の交流が起こるという事です。問題は簾座が相手側の情報を正確に摑つかんでいないという事。これは本当に恐ろしい事なのです。今回私達が面会に応じたのは、強要されたからではなく、銀河連盟というものを少しでも知ってもらいたいからなの」

「それ程ほどまでに力の差があるとお考えなのですか？」

「樹雷という、あちらでは二大大国の……ある意味、最強の軍事国家の中ちゆう枢すうを見てきた私達の率そつ直ちよくな感想です。先程説明した力と知の存在は想像以上にあちらの勢力を拡大発展させました。そして山田西南様の存在が、それを更に、あちらの方達の想像以上に加速させたのです」

「それこそ数百、数千年単位で見積もっていた計画が数年で実現してしまったのだから、樹雷の皇族の方々も驚いてらしたものね」

「海賊対策に充あてられていた膨ぼう大だいな戦力と費用、海賊という脅きよう威いが無くなった事による経済効果は計り知れないものです。そして何よりも樹雷という存在の異様さです」

「先程お話にあった皇家の樹の存在ですか？」

「ええ。でも先まずは樹雷という国家の形態から話すべきでしょう。樹雷は国民全てが闘士と呼ばれる戦闘要員、兵士なのです。しかも貴族、皇族と、上に行く程強くなるという特色があります。私の知る皇族の方々は特とく殊しゆな生体強化と武術の達人、掛かけ値ね無しのバケモノ揃ぞろいです」

「明日の決闘に出る女性は、その皇族でしたよね……まさか彼女も？」

　まだ信じられないと言った感じで、十騎は三翠達の反応を確認した上で尋ねる。

「クスッ。怖こわい方よ」

　最初の発言は玉蓮だった。

「ええ、怖い方だわ」

「うん、怖いね」

「……怖い」

「「「「…………」」」」

　次々とその意見に同意する姿に、十騎達は二の句が継つげない。つまりは少なくとも玉蓮とタメを張れる女性だという事だ。

　彼女の笑えみで十騎達は全てを察して凍こおり付いた。ただ若じやつ干かん一名、

「あ、姉上が喋しやべった!?」

「三翠の驚くポイントはそちらの優先度が高いんだね……」

　と、的外れな驚きを見せる者も居たが、姉の意見に異論を挟はさむ者は居なかった。

「クスクス……特に霧恋様に関しては、山田西南様に対する侮ぶ辱じよくといった行こう為いは絶対に慎つつしむように、兄上様方には特に忠告なさい。その発言をした者は己おのれの迂う闊かつさを悔くいる事になるわよ。私だったらそうなった霧恋様からは一目散に逃にげ出すわね」

「ぎょ、玉蓮様が……ですか？」

「特に決闘絡がらみだと、そういう不作法者も居ますからね。霧恋様に鷲羽様の造った機き甲こう騎き……万が一の事故が起こりかねないわ」

（まずいな……兄上達がやりそうだ）

　この決闘関連でもいろいろと屈くつ辱じよくを味わい、負ければ破は滅めつ確定ともなれば形なり振ふり構わない可能性は高い。元々見下している相手とあれば、精神的に揺ゆさぶる言動も厭いとわないだろう。

「つまり相手の操者は準達人クラスと考えるべきという事ですか……」

「いいえ、機甲騎操者レベルで言えば確実に達人級と考えなさい。そして恐らく主武器は槍やりになると思われます」

「聞いておいて何ですが、よろしいのですか？」

　思った以上の情報に訝いぶかしんでの問いだ。

「これ位は秘密でも何でもありませんよ。それに樹雷の特殊性はもう一つ。簾座の最高位である原初の五聖機と同等の第三世代は、あちらの皇族であれば全員が所有しています。そもそも五聖機のユニットのルーツは樹雷にあるのですから当然です。ＺＩＮＶ様と同じ神騎クラスですら、二柱存在しますからね」

「それはあちらには、こちらの最高位に近い力を持ったユニットが多く存在するという事ですか？」

「ええ。そしてこちらが重要な情報なのですが、上位の皇家の樹には明確な意志があります。ＺＩＮＶ様もそうですが、特に第一世代、第二世代の皇家の樹は自身の意志でパートナーとなる人間を決めるのです。つまりあちらとこちらでは皇家の樹、ユニットの扱あつかいや考え方が違うという事なのです」

「こちらでも自身の機甲騎に対する愛着はありますが……それがもっと親密だという事になりますね。なるほど、それは厄介だ」

「どういう事だ？」

「つまりはさ、神騎をコントロールする事は出来ない。行方ゆくえ不明となった山田西南から神騎を奪うばう行為は危険だという事だよ」

「ユニットに意志が……か。そんな話は聞いた事もないぞ。ただ、まあ一種の噂うわさ話ばなし、怪かい談だんレベルのものだとたまに聞くがな」

「それでもそういう感想を持つ操者は意外と多いからね。姉上の話を聞く限り、信しん憑ぴよう性せいは高いね。ただ兵器としてはどうなのかなって事さ。原初の五聖機がまだ十分現げん役えきで行けたのにも拘かかわらず、早々に次世代の母体になったのも、そこら辺が関係しているかもね」

「だとしたら……まずいぞ」

　十騎達は所謂いわゆる『半はん端ぱ』と言われる存在だ。彼ら王族は原初の五聖機の操者がそれぞれに王朝を興おこし、簾座の中心である五家とした史実に倣ならい、それぞれの家から同年代の者達が集まって『結党』宣言を行う。そうする事で初めて政治中枢での確固たる立場を得られるのだ。現在では花櫻が王制では無くなった事から、四人でも結党が認められているが、十騎達は三人しかいない。つまり原初の五聖機関連の秘密を知り、知ろうとする事は許されないのだ。

「ここだけの話だよ」

「クスッ、それでいいのかしら？　それで満足なの？」

「玉蓮……この子達にそれは酷こくだわ」

「西南様が関かかわらなくとも、簾座の状じよう況きようが早さつ急きゆうに激変するのは間違いない事よ。お父上達がそれに対処出来るだけの柔じゆう軟なん性があればいいけれど？」

「それは……」

　玉蓮は珀蓮達が押し黙だまったのを見て、視線を十騎達に移した。

「確かに簾座の激変は可能性として出て来た事は認めます。ですが我々にはそれに対して意見を言える立場には……」

　通り一いつ辺ぺん倒とうの当たり障さわりのない言葉は、玉蓮の「本当にそれでいいのか」と問う視線でトーンダウンした。

「……正直言うと、私達もこのままでいたいとは思っていないのですよ。人を探してもいますが、なかなか若じやく輩はいの……力の弱い私達と結党をしてくれる……」

　十騎は一度そこで言葉を止め、三翠や六火の顔を確かく認にんする。これ以上の意思表示は仲間の同意が必要だと感じたからだ。だが二人共即そく座ざに肯うなずいた。

「……ただ結党するだけなら人材はいましたが、私達はただ参画するだけなら、逆に使いっ走りであろうとも、今の立ち位置の方がいいと思っています。ですが結党をするのであれば、やはり勝ち上がりたい。我々の意見を通したいのです」

「山田西南様は銀河連盟にとっては重要なお方……」

「ちょっと、玉蓮……!?」

　その本意に気付いた火煉達が声を上げるが、玉蓮は視線だけで彼女を沈ちん黙もくさせた。

「ねえ貴方達。銀河連盟ではね、私達四人は西南様の婚こん約やく者候補なのよ」

「なっ!?」

　十騎達はその事実と、そこから導き出される驚おどろくべき答えに驚きよう嘆たんした。

「よく考えてみてちょうだいね」

　　　　×　×　×

　最後に玉蓮から投下された爆ばく弾だん発言に驚きよう愕がくし、まるで意識のみが泥でい酔すいしたかのようになった十騎達は、別れの挨あい拶さつを何とか済ませて帰き途とに就ついた。大型のラウンジ車でようやく寛くつろげたものの、それでも十騎達の表情は呆ほうけたままだ。

「最後にとんでもない宿題を出されましたね」

　一番冷静だったのはやはり駒狐だった。幸か不幸か彼女は結党関連の意志決定をする立場ではない分、重圧が軽かったからだ。

「……駒狐に出された課題より厳しいよ」

　それでも家庭教師だった頃ころの駒狐の事を掛けた軽口は、十騎達の麻ま痺ひしていた心を解きほぐす効果があった。

「俺達にそれが解けるかどうかが問題だよ」

「だがある意味、この上もない人材なのは確かだ。しかも次期磨ま玉ぎよく様と姉上達の支持付きともなれば、将来は……」

「それはさすがに飛ひ躍やくしすぎだね。先ずは目の前の問題を解かなきゃ」

「そうだな。明日の決けつ闘とう次し第だいでも状況は変わる」

「そういう事！　ねえ、駒狐は姉上達の話をどう感じた？」

　姉が噓うそをついているかどうかの判断は、長い付き合いで、かつ女性の直感をもう一つの判断材料とするのが一番だ。

「真実を語ってらっしゃると……実際にその目でご覧になったからこその意見と感じました。しかしお話の内容は……」

「そうだよねぇ……現実味に乏とぼしい話だよ。たとえそれが真実だとしても、問題はそれを兄上達が信用するかどうかだよ」

「普ふ段だんなら冗じよう談だんとして笑ってくれるだろうが……」

「翠簾姉様が喋った事の方が驚いてくれると思う」

「まあ、ね。使い方次第ではいいネタになるだろうね。使いどころを間ま違ちがえれば盛せい大だいな燃料投下になるだろうけど……どちらにしろ、使えそうな部分を取しゆ捨しや選せん択たくする必要があるだろうね」

「ですが得た情報は珀蓮様方の、知らせたい知って欲しいという願いでもあります。やはり何らかの形で、一度は伝える……いえ、伝えたという事実は必要です」

「ああ、そうだね。兄上達が決闘に勝てば問題は無いけれど、負けた場合にはそれを口実にされてこちらの身が危ない……でもどう伝えるかが問題なんだよね」

「どこに伝えるか、ですよ。お兄様方に直接伝える必要などありませんし、お兄様方には専門の調査チームもあります。白しろ花はな様方への聞き取り調査は重要度が高いとはいえ、相手方と通じている以上、どこまでが真実かは分かりません。それにこの件は一度、中央へ報告書を先に出しておくべき内容かと思われます」

「やっぱりそうなるよねぇ……。三翠と六火はどう考える？」

「二の兄上達に義理立てする必要はないな。そもそもあちらの不ふ手て際ぎわでのこの騒さわぎだ。それに当主は誰だれか、俺達が誰に仕えているかを考えれば、当然の流れだ」

「俺も同意見だよ。ただ中央への報告も、兄上達の方でやって貰もらうのが一番だな。我々は所しよ詮せん、半端の使いっ走りなんだからな」

「なるほど。それが兄上達の部下でも構わないという事だね。となると……二手に分かれるのが効率的だよね」

「分かりました。では私達コンパニオンで……」

「ああ、駒狐と三翠でお願いするよ。僕と六火は兄上達の方を担当するから」

「えっ!?　いえ、それは……」

「いやいや。実はこれまで分け方が不便だったんだよねぇ、六火？」

「確かにな。半端な俺達では一人では舐なめられるし、三人でゾロゾロ行けば、子供のお使いかって言われてな」

「その点、駒狐なら貴族筋だし丁度いいよ。うんよかったよかった！」

　十騎と六火は示し合わせたように同時に立ち上がって、それぞれのコンパニオンを引き連れて転送ゲートへと向かった。

「お互たがいの報告は緊きん急きゆうでなければ、明日でいいよね？」

「そうだな。どうせ二の兄上達も忙いそがしいだろうし、俺達の報告も添そえ物程度だ。『まあ、所詮半端のお前達ならこの程度だな』とか言って、お小こ遣づかい渡わたして適当に遊んでいろ、って感じだろうからな」

「と、いう事でまた明日」

　一方的に言うだけ言って、シュタッと手を挙げて十騎達は転送されて消えた。

「「…………」」

　ポツンと残された三翠と駒狐は呆ぼう然ぜんとそれを見送った。

「あ、あいつら……」

　好意的に解かい釈しやくすれば三翠と駒狐を二人っきりにしてあげたい。そして二人で動く事で、二人の関係を認知させる意味もある。

　コンパニオンはその多くがレセプシー限定での妾めかけとなる場合が多いが、レセプシーの外まで行動を共にする例は殆ほとんど無い。ましてや側室とするなど皆かい無むだ。例外としては権力中ちゆう枢すうから離り脱だつし、引退した者がレセプシーに住み着く際に内ない縁えんの妻つまとする位だ。

　だが駒狐は低位ながら貴族の娘むすめであり、今回のコンパニオン就任はあくまで駒狐の嫁いき遅おくれ解消……もとい、三翠の思いを遂とげさせようとする母心おせつかいである。三翠の半端と駒狐の貴族としての立場があれば、レセプシーの外でも行動を共にする事は可能だし、少なくとも側室として見られるのは間違いない。これから多方面から押し付けられるであろう厄やつ介かいな紐ひも付つきの正妻や側室候補達の牽けん制せいに、あわよくば正室にしてしまって紐付き達の影えい響きよう力を完全に遮しや断だんしてしまいたいという思おも惑わくもある。

「ここはお二方のご厚意に甘えましょう」

「僕達をダシに使っただけだろうけどな。だが確かに動きは楽になるな」

「報告周りをする場所と人ですが、このような形ではいかがでしょう？」

「随ずい分ぶん手回しがいいね……」

　さっさと仕事モードに入ってしまった駒狐に、三翠は少し寂さびしさを感じたが、それでも今までの付き合いから、公私のけじめはかなり厳しく十騎共々躾しつけられていたので、三翠もさっさと仕事モードへと移行した。

「それにしてもよくこれだけの資料を集められたね。僕も裏方をやって来たけれどこれ程ほど微びに入り細にわたった資料を集めるのは難しいよ」

「王族の補ほ佐さは部署によってそれぞれ異なった集まりがありますから。逆に私は機き甲こう騎きや操者関連の伝つ手ては薄うすいのでそちらは三翠様にお願いします。それと今回はコンパニオン関連の情じよう報ほう網もうを、彼女達から使えましたから」

「監かん視し目的だとは思っていたけど、こうも形として見せられると複雑な気分だよ」

　コンパニオン達は言わばレセプシーのスパイ、特とく殊しゆ工作員だ。しかし国家のそれと大きく違う所は、レセプシーが歓かん楽らく惑わく星せいであるという事だ。来客者はレセプシーが成り立つ為ための重要なファクターだ。興行というものは観客が居なければ成り立たない。だからレセプシーの存続に関わるような事でもない限り、コンパニオンはお客でもあるマスターに尽つくすのである。

「彼女達はプロですから、マスターとなった方を裏切るような行こう為いはしませんわ。ただレセプシーかマスターか、どちら寄りになるかはマスター次第ですよ」

「つまりこの内容も彼女達が僕達の為となると考えたものという訳？」

「そこは三翠様の仕事と変わりません」

「確かにこの先に進むつもりなら覚かく悟ごは必要だな」

　この新たな人脈は三翠達にとって表おもて舞ぶ台たいへ出るか否いなかの分ぶん岐き点だ。もちろんどちらを選んでも有益なものである事は間違いない。

「とりあえず優先順位を付けて仕事を片付けよう。ここまでお膳ぜん立だてが出来ていれば、夕食はゆっくり出来るね」

「はい」

　仕事の時間ではあるが、駒狐はそっと自分の手に乗せられた三翠の手を拒きよ絶ぜつする事なく受け入れたのである。








６「決けつ闘とう前日の夜」









「ふむ……私に責任を取れと仰おつしやる？」

　エクシトは支配人室の執しつ務む机に座って書類を片付けつつ、押しかけて来た十じつ騎き達の兄、次つぎ騎きを代表とした四人組に対応していた。

　次騎以外の三人は不作法にもあちらこちらで調度品を手に取り、或あるいはソファーの背に腰こしを下ろし、ドアの入り口近くに背をもたれ掛かけさせ、それぞれがエクシトにニヤついた視線を送っている。

（やれやれ……王族ともあろうお方達が、まるで借金取りのチンピラですね）

　エクシトは表情は変えなかったものの、内心はその幼い行為に苦く笑しようしていた。

「我々はあの罪人共を引き渡わたすよう命令した筈はずだが？」

「罪人？　はて……どの方をそう指して仰っているのやら？」

「とぼけるなっ！　あの霧きり恋ことかいうあちらの田舎いなか者もの共だ！　我が領宙を侵しん犯ぱんし、こちらの機き甲こう騎きを傷付けた大悪党の事に決まっておろう！」

「このレセプシーでは、その方がどんな罪を犯おかしていようとも、ここのルールを破らない限りは皆みな大事なお客様です。ですからどのような場合であっても引き渡し要求には応じません。ただ今回に関しては、霧恋様方が簾れん座ざでの活動を希望されていた為、皆様方との話し合いの必要があると感じましたので、会見の場を用意したまで。しかしこれですら、本来であればかなり黒に近いグレーゾーンで、各方面のお客様からはお叱しかりを受けてしまいましたよ」

「そちらとしては最大限譲じよう歩ほしたとでも言いたげだな？　だがそんな理り屈くつが通用するとでも思っているのではあるまいな？」

「例えばです。ここが、あなた方が海かい賊ぞくと呼ぶ方々の支配宙域であったとします」

「何を言って……クッ!?」

　次騎達はいきなり身体からだの自由を奪うばわれて表情を変えた。

「海賊側からすればあなた方は敵、犯罪者です。それを引き渡すよう言われたら……どうお感じでしょう？」

「きっ……貴様ッ！　我ら……こんな事を……ただで済むと……」

「歓楽、娯ご楽らくの惑星レセプシー。皆様が勘かん違ちがいされるのも無理からぬ話ではありますが、簾座連合、銀河連盟、海賊。その支配宙域を自由航行している意味を、もう少し考えていただきたいものですね」

「あちこち……シッポを振ふる……無節操な連中……だろうが」

「もちろんお客様商売ですから、それは否定しません。しかしながらここはれっきとした独立国家なのですよ。そしてその力を持ち、それを認められているからこその自由航行なのです。更さらに申し上げれば、ここは政府の中央施し設せつでもあります。まあ、少々手て狭ぜまですがね」

「うっ!?」

　つまりエクシトは国家元首かそれに近い人間であり、次騎達はその中枢へと不法侵入した事となる。次騎達も王子という立場だが、相手の格はそれ以上、そして場所も問題だ。とてもそうは思えないが、国際問題に発展しかねない行為なのである。

「さて……今回の事に関しては、私共も神騎対神騎の一大イベントがいろいろと未消化に終わりましたので、その締しめとして使わせていただきました。霧恋様側にはいろいろと勘違いさせるよう少々誘ゆう導どうはしましたから、話し合い次し第だいでは、そちら様の望む結果にも出来たかと思います」

　霧恋達側は犯罪者として引き渡される覚悟はあった。だから次騎側が上手うまく交渉出来れば、簾座側に全すべてが手に入った可能性はあったのだ。

「あなた方には後がない。勇み足となるのは仕方ありませんが、もう少し真しん剣けんになっていただきたいものですね」

「貴様ッ！」

「ただそちらには不本意な流れになりましたが、結果的には新たなイベントを作っていただいた点については感謝しております。ですから……」

　次騎の前に霧恋達の映ったモニターが起動した。映像からして隠かくし撮どりではなく、何かの取材のようだ。

「ここへ来た目的はこれだったのではありませんか？」

「!?」

　次騎達にとって、エクシトに騙だまされた事などは二の次。それをネタに、霧恋の機甲騎がある場所を聞き出そうとしていたのである。

　　　　×　×　×

「ちょっと、美み希きさん。これはどういう事？」

　霧恋達の目の前には少し苦笑いしつつ、一人の女性を伴ともなった美希がいた。

　鷲羽わしゆうから送られたコンテナは、機密という意味と、どんな仕し掛かけがあるか分からないという事で、霧恋達四人のみで開く事となっていた。一応、外はＧＰ仕様の発はつ泡ぽうコンテナと呼ばれる特殊な発泡剤ざいで形成された、分かり易やすく言えば巨きよ大だいな発泡スチロールに覆おおわれた物である。しかし強度と弾だん力りよく、衝しよう撃げき吸収力は地球の物の比ではなく、精密機械や壊こわれ物注意の物であろうとも、衛星軌き道どう上から落としても壊れないＧＰ自じ慢まんの緩かん衝しよう材ざいだ。一いつ般ぱん的に使われている物ではあるが、そもそもこれは鷲羽が開発した物だったので、考え過ぎかもしれないが、中身共々何かドッキリ仕掛けでもあるのでは？　と、なかなか実行に移せないでいたところに美希がやって来たという訳である。

「ああ、いえいえ！　美希さんを怒おこらないで下さい。私が無理をお願いして連れて来ていただいたのですから」

　霧恋と美希の間に割って入って来たのは、いかにもレポーターの女性アナウンサーといった感じの、複数の撮さつ影えい用プローブを引き連れた女性だ。

「ああ、申し遅れました。私、舞まい六む・レ・セプシーと申します」

「ではもしかして……舞ま貴き妃ひさんの？」

「不ふ肖しようの娘むすめでして……へへ」

　どこか頼たよりなさげな態度は舞貴妃とは似ても似つかぬものだが、それでもその容姿は明らかに彼女の面おも影かげがある。

「取材撮影はお断りしていた筈です。それは美希さんも知っているでしょう？」

「まあ、そうなんだけれどね……」

「もう必死でお願いした私の誠意が通じたのです！」

「大の大人が涙なみだと鼻水を垂らして縋すがり付いて懇こん願がんされたら……ね」

「……そうだとは思ったのだけれど……まさかね」

　舞六の目が少し赤く、化け粧しようが落ちかけ、鼻の所が少しテカっているのは霧恋達も気付いていたが、まさか本当にそのままだったとは思わなかったのだ。

（でも何となく納なつ得とく出来たわ）

　美希はしっかり者ではあるが、あの研究バカ親父おやじのワガママに、ある程度の線引きはしていたものの律りち儀ぎに付き合ってきた娘だ。この手の何となく情けない年上のお願いにはちょっと弱いのだろう。そこら辺の妙みような付き合いの良さは、美希のモデルとなった母、月つき湖こに似ていて、霧恋も母への苦手意識もあってか強く言えない所でもある。

「この決けつ闘とうは神騎対神騎の戦いの第二幕として、レセプシーのみならず簾座でも注目の決闘なのです！　そもそも簾座では決闘を行う天騎クラスの機甲騎は、ロールアウトする時にお披ひ露ろ目めをするのが通例なんです。しかもこちらの機甲騎はどこにもお披露目をされていないどころか、発はつ掘くつされた神騎ＺＩＮＶジンブとは違い、銀河連盟初ともいえる機甲騎なんですよ？　簾座の人達のみならずその関心は青あお天てん井じよう、無限に広がる大宇宙の如ごとく、強い興味を抱いだかせる物なんです。これは決闘前夜のお祭りには欠かせないネタの一つです！」

「理由としては理解出来るけれど……それにしても、何故なぜ舞貴妃さんの娘さんがこんな事を？」

「実は私、舞まいの才能が無くて……でも舞そのものを見る事は大好きで、それに関かかわる仕事をしたくて」

　メソメソグチグチと語る仕草は、非常にほだされるものがあり、少し怒っていた霧恋も罪悪感を抱く位だ。

「それでジャーナリストに？」

「でも私ドジばかりで、なかなか正式雇こ用ようにならなくて……フリーで活動してても鳴かず飛ばず。……でも！　それでも今回、奇き特とくなスポンサーさんが付いてくれて、しかもこの一大イベントの謎なぞの機甲騎取材。だから最後のチャンスなんです！」

「美希さんが連れて来ちゃったのも、何となく頷うなずけますね」

　少し離はなれてその寸劇を見ていたリョーコ達も、舞六のその情けな可愛かわいい姿にほだされつつあった。

「そうでしょう？　ＧＰのコンテナを開かい封ふうする所までは見せてあげたらどうかしら？」

「そうね。もともとは一応、危険がないよう念の為ためだったから、自己責任において、何があっても文句は言わないと約束してくれるのであれば、コンテナ開封まではＯＫとしましょう。その先は要相談という事で」
















「あああああああああああああああああありがとうございます！　では早さつ速そく」

　パッといきなり化粧を直し始めた舞六は、さすがに舞ぶ台たい慣れはしていると感じさせる素す早ばやさだ。そして豹ひよう変へんといえる程ほど、雰ふん囲い気きを変えた。

「はい！　私、突とつ撃げきレポーターの舞六・レ・セプシーです。本日は何と！　レセプシーだけでなく簾座でも話題沸ふつ騰とうのスポット、銀河連盟初の機甲騎が収められている秘密ドックへとやって参りました！　もちろんそれを映像にしたのは我が取材班が初めて！　特別に許可を受けての独どく占せん取材です！」

「……ああ、彼女がなかなか雇やとって貰もらえない理由が何となく分かったわ」

　雨あま音ねが苦笑し、他の者達も小さく肯うなずく。舞六の話す内容は普ふ通つうの解説だが、話し方というのが、マスコミの悪い部分を集約したような、そんなアクが鼻につくのだ。

「ほだされるタイプだけれど、なんかああいう話し方になると、ちょっとイラッと来る部分が多分にあるのよね」

「理由が解わからない所が厄やつ介かいだけれど、何となく腹が立ちますよね」

「多分あれって、私の能力に近いものがあると思うわ。人を不快にさせる方面に於おいてのみ、って感じだわね」

「さあ時間もない事だし、さっさと開封するわよ」

　結構ほだされていた霧恋も少し対応がぞんざいになり始めている。

「ちょっちょっと待って下さぁい！　番組の段取りというものがありましてですねぇ」

「さすがにそんな事まで付き合うつもりなんかないわ」

　霧恋は駆かけ寄る舞六を突つき放すようにコンテナの方へ歩いて行く。

「そんなぁ[image: ～][image: ～]。お願いしますよぉ[image: ～][image: ～]」

「面めん倒どうだからドキュメンタリーにでもしたら？　私も噓うそっぽい段取り芝しば居いに付き合うなんて御ご免めんだから」

　美希も霧恋の邪じや魔まをしないよう、舞六の首根っこを摑つかんだ。

「だってだって！　ドキュメンタリーは編集とかナレーションとか、いろいろと予算とかが大変でぇ……はい？」

　と、いきなり舞六はどこかからの通信を受け、その表情は次第に満面の笑えみへと変わって行った。

「やりました皆さん！　ダラダラ流しっぱなしでいいって言ってくれるチャンネルがありましたぁ！　これより生なま中ちゆう継けいでお送りいたしまぁす♡♡」

「本当に腹が立つわね」

「鬱うつ陶とうしいな。ある意味、美み星ほし系のタイプだな」

　つまり人を巻き込んで、自分はちゃっかり得をするタイプだ。とはいえ、なかなか本採用にならない辺りは、美星程に運は良くないらしい。

「そのチャンネルって子供は見ていないわよね？　見ているようならすぐに切りかえられるようしておきなさいね」

「大だい丈じよう夫ぶでぇ[image: ～][image: ～]す！　アクシデントＯＫ、ポロリも大丈夫なチャンネルです！」

「……もう邪魔にならなければいいわ。それより舞六さん。これから開封作業に入るけれど、迂う闊かつに近付かないようにね。何があっても責任は持てませんからね」

「っと、そう言われると、中に何が入っているのか興味がそそられますねぇ！」

「……まあいいわ」

　霧恋は諦あきらめの溜ため息いきを吐つき、それでも意を決したように発泡コンテナの前面中央下にある、色の違ちがう部分へと向かって再度歩き出した。

　　　　×　×　×

「おい、ラザナ！」

　クレーは密林館の離れの階下へと姿を現し、ラザナの顔を確かく認にんする事無くただ彼女の名を呼んだ。

「は、はい！」

　ラザナはクレーに呼ばれるのを待ちつつ、始まった霧恋達の中継を流し見していたが、何時いつしか夢中になって見入っていた。そこでいきなり声を掛かけられ、珍めずらしく動どう揺ようを見せていた。

「申し訳ありません。何かご用でございますか？」

　普段、用があればコールをするのに、下まで降りてくるという事は、もしかして中継に気を取られてコールを聞きき逃のがしたかと、失態を犯おかした気まずさを感じつつも、ラザナは用を言いつけられる喜びを全身で表していた。

「別に用がある訳ではない。それよりもその中継は観みない事だ。間違いなくロクでもない事になるからな」

「わ、分かりました。わざわざのご忠告ありがとうございます。嬉うれしいです」

　どうも彼女達は何事も良い方向へと受け取る癖くせなのか訓練なのか？　自身を心配して来てくれたと感じているようだ。その表情はシッポを振ふる子犬のようだ。

「お前の為にではない。こちらに累るいを及およぼす可能性を無くしたかっただけだ」

　クレーは捨て台詞ぜりふ的に言い放ったものの、何やら負けたような気分になっていた。

　　　　×　×　×

「柾まさ木き霧恋。全すべてを同意し、開封要よう請せいをします」

　ＧＰ宅配のロゴといろいろな注意書き、そして掌てのひらマークが印刷されている所に手を当てて、自身の名前を告げる。と、バシュッと言う圧縮した空気が漏もれる音がし、ポッカリと人が一人入れるスペースが空いた。

「普通よね。普通のＧＰで見るスキャン装置よね？」

　霧恋はそれを見て一いつ瞬しゆん躊躇ためらった。万が一にでも鷲羽が例の『ぬるぬる』君でも仕込んでいたら堪たまらない。しかも現在、絶賛生放送中だ。勘かんの鋭するどい雨音に視線を送ると、彼女は大丈夫と、小さく肯いた。

「お互たがい顔を見合わせ慎しん重ちように確認しています。一体中に何が入っているのか？　緊きん張ちようの一瞬です」

　霧恋の戸と惑まどいも舞六にとっては、番組を盛り上げるいい間となっているようだ。軽く霧恋の顳顬こめかみに青筋が浮うかぶが舞六はまったく気付かない。周りの雨音達にとっては地じ雷らい原げんで無む邪じや気きに遊ぶ子供を見ているような気分だろう。

『認証完かん了りよう。柾木霧恋様と確認されました。開封シークエンスに移行します』

　ビシィィッ！　ウェハースでも砕くだくような軽い音と共に発はつ泡ぽうコンテナに微び細さいなヒビが入った。そして内部の荷物を固定していた四基のプローブが、細かに砕けた発泡剤ざいを急速に吸い込み始めた。

「さあ、発泡コンテナの開封が始まりました。白銀の雪に覆おおわれた大地が雪解けと共にその姿を現すかの如く、内部の荷物が徐じよ々じよにその姿を現し始めましたが……これは」

　雪解けを定点カメラで写したものを早回しの動画にしたような感じで、発泡コンテナが消えて行く。そしてその中から現れたものは、魎りよう皇おう鬼きや守かみ蛇だ怪けのクリスタルと同じ六角柱をした物体だった。

「巨きよ大だいなクリスタル！　これは、あの機き甲こう騎きを切り裂さいた守蛇怪という船と同じ物に見えます！　解説の美希さん、そこのところはどうなのでしょうか？」

「誰だれが解説よっ！……まあ、あのマークから見て間違いないわね。あれが守蛇怪を造った人の物だから」

　正面中央には、鷲羽が使うマークが金色に輝かがやいている。守蛇怪の中にも同じマークがある為、美希は見知っていたのだ。

「何と！　では間違いなくあの中に機甲騎が！」

「多分ね」

「皆みなさん！　どうやらあの中に、噂うわさの機甲騎が入っている模様です！　その姿は、その性能とは一体どのような物なのか！　では早速その中身を見せていただきたい……」

「それはあそこにいる責任者に聞いて！」

「了解！　分かりましたぁ！」

　舞六は嬉しそうに美希の指さす先、地雷原に向かって……もとい、それと同様の危険を孕はらんだ人間の元に嬉き々きとして突とつ進しんして行った。

「美希さん……ちょっと酷ひどくない？」

「ドキュメンタリーにはハプニングが付き物でしょ？」

「……まあ、それもそうだわね」

　どうも舞六の場合は、酷い目に遭あおうとも悲ひ惨さんさが感じられない。美希の言葉に全員が肯いた。

「霧恋さん、霧恋さん！　早速中身を見せていただいてもよろしいですかぁ？」

「ここから先の中継はダメよ。私だって何が入っているかも分からないのだから、それの確認を済ませてからなら考えるわ」

「いえいえ、ここはほら、番組の流れというものが……」

「そんなものはどうでもいいの！」

　ピシャリと、霧恋はそう言い放った。普通の人間であれば彼女の威い圧あつを受け、ここで退ひくのだが、舞六はそういった機微に疎うといらしく、更さらに霧恋に近付いて行く。

「アハハハ。カメラが回っている最中に、堂々とそう言える方は実に貴重ですが、出来れば……んぁあっ!?」

　霧恋はいきなり無造作に舞六の頭をガシッと摑んだ。そして軽く力を込こめる。

「あのね舞六さん。これを造った人はね。それはそれは本当に天才だけれど、いろいろとタチの悪い人でもあるの。それこそ中継出来ないような物が映る可能性だってあるの」

「そそそ、それはそれで……まあ、面おも白しろいかなって、お、思うのですが……」

　舞六が痛みで手足をバタバタ動かしている姿は実に滑こつ稽けいだ。しかし霧恋の手が、自身の頭を砕く力を持つ事を感じつつそう答えるのは、なかなかに度胸が据すわっているのも確かだ。と、その時、

『アハハハハ！　霧恋殿どのに頭を摑まれて、なかなか度胸があるじゃない！』

「その声!?」

　声がした方を見上げると、鷲羽のマークが光り輝き、そこから何かが飛び出して来た。そしてそのまま霧恋達の前へと空中停止をしたのである。

「いいねいいね！　その願い、私が許可しようじゃないか」

「鷲羽様……逆ですよ」

　プカプカ浮かんでいるのは二頭身のデフォルメ鷲羽だったが、何故なぜか逆さになった状態だった。

「二頭身だとバランスが……頭が重いんだ、よっと」

　二頭身鷲羽は勢いを付けて反転して起き上がるが、ユラユラと、なかなかバランスが取れないようだ。

「何故、わざわざそんな姿で……」

「ああ、最近魎皇鬼がはまっている子供番組にね。こんな解説キャラが出て来るから、私も真似まねてみたら大うけでねぇ」

「なるほど……」

　子供が出来ると幼児番組に詳くわしくなる親と同じパターンだ。

（天てん地ちちゃんや海かいも居るし、この様子だと間違いなく地球のロボットアニメや特とく撮さつも見ている可能性が高くなってきたわね）

　霧恋はロクでもない未来が待ち受けているのを確信した。

「霧恋さん、霧恋さん！　こちらがもしかして……」

　霧恋の手が緩ゆるんだ隙すきに、それを振り解ほどいて舞六は二頭身鷲羽へと近付いた。顔にはクッキリと霧恋の指ゆび跡あとを付けたままだ。

「そうさ！　私がこいつを造った科学者さ。ああ、この姿の時はプティ鷲羽ちゃんって呼んでね」

「おおっ！　という事はプーちゃん、この中の撮さつ影えいを許可いただけるのですね？」

「いきなり随ずい分ぶん略したねぇ……まあ、ちと長いのは確かだからいいんだけどさ」

「鷲羽様！　そんな事をしてよろしいのですか？」

「霧恋殿は平常運転か……まあ、いいんじゃない？　見たからって、どうにかなるような代しろ物ものでもないさ。でなきゃ瀬せ戸と殿に守蛇怪の受け渡わたしを頼たのんだりはしないよ」

　ある意味、魎皇鬼の同型艦である守蛇怪の技術に一番興味があるのは樹じゆ雷らいだ。魎皇鬼が樹雷にお使いをした時も、整備の名目で船体の調査をするのは承知の上なのだ。

「それは、そうですが……」

「いやいやいや！　製造者の方がＯＫを出してくれたのですから、中継しても問題は無いって事で。それよりプーちゃんプーちゃん。早く早く、銀河連盟初の機甲騎の雄ゆう姿しを見せて下さい！」

　霧恋を押し退のけるように、舞六はプティ鷲羽にすり寄った。

「こちらでは大型二足歩行ロボットを機甲騎とか呼ぶそうだけれど、こいつは、あちらでは『聖せい機き神しん』って呼ばれている」

「おお！　神の名を冠かんするとは。もしかして神騎と同じという事ですか？」

「クックック。少なくとも私はそう自負しているよ」

「凄すごい……新たな神騎。ではこれは神を封ふうじた祠ほこらのような物ですね。では早さつ速そく中を」

「まあ待ちな。こいつの中では聖機神が眠ねむっている。それは舞六殿の言う通り、神の祠のような物。そして古来より神の顕けん現げん、降臨には必要な儀ぎ式しきがあるだろう？」

「物語の定番では生き娘むすめの生け贄にえ、ですかね？」

　そう言うと舞六はジッと霧恋の方を見た。

「ははっ！　霧恋殿が生娘かどうかは置いとい……」

　いきなり霧恋に摑つかまれ、プティ鷲羽は言葉を止めた。そこにはティラノサウルスの咬こう合ごう力をも凌りよう駕がする握あく力りよくがあるからだ。

「鷲羽様」

「いやいや、だって一応、西せい南な殿と結けつ婚こんはしたんだからさぁ。別に他意はないよ？……まあ、つまりは霧恋殿は神に仕える巫女パイロツトって事だ。んでもって他ほかに降臨に捧ささげるのは唄うたと舞だね」

「なるほど！　さあ霧恋さん、どうぞ！」

「えっ？　私が舞まったり歌ったりするんですかぁ!?」

　舞六に当然のように振ふられ霧恋は戸惑った。別に音おん痴ちという訳ではないのだが、さすがに中ちゆう継けいされている前で唄や舞をする自信はない。こればかりは映る事に慣れておけと言われても拒きよ否ひしたい処ところだ。

「さあ！　唄と舞をどうぞ！」

「クッ……だとしたら中継はここまでです！　絶対に撮影ＮＧですからね！」

「そ、そんなぁ！　プーちゃん、プーちゃん、何とかなりませんか？　舞でしたら私が一応出来ますけど？」

「まあ唄はどちらにしろ音源があるし、舞は別に誰がやっても構わないけれど、嫌いやがる霧恋殿がやる方が面白そう……」

　ミシッ。いまだ摑まれているプティ鷲羽の頭が軋きしむ。

「ま、まあ仕方ないね。私とこの娘で何とかするよ」

「そうですか。是ぜ非ひお願いしますね」

「了解した」

　霧恋はその確約に微笑ほほえみ、プティ鷲羽から手を離はなした。

「んではさっそく準備だ！　まず巫女みこにはパイロット用の正装を着てもらう」

「分かりました」

「さあ霧恋殿、このステッキを……」

　ビキッ！　半笑いの霧恋はプティ鷲羽が取り出した、いかにもな魔ま法ほう少女ステッキを瞬しゆん間かん的にひったくり半分にへし折った。

「……鷲羽様」

「いやいやいや！　ペンダント型もあるんだよ。こいつなら大人の女性でも痛くないからさ」

「痛いって分かってるなら出さないで下さいっ！」

　霧恋はステッキよりはマシだと、何も警けい戒かい無しで鷲羽からのペンダントを受け取った。と、いきなりペンダントが光り出し、霧恋の服が物質変へん換かんを起こし始めた。

「こっ、これは!?」

　肩かたから胸にかけて変換されて行くのは、樹雷の文様が意い匠しようされた、ピッタリと身体からだの線が浮うかび上がるような水着のような衣い装しようだ。だがそれは水着というよりはボディーペイントといった方がいい程ほどの物だ。

「こっ、これは何とも艶なまめかしい……!?」

　と、舞六が叫さけんだ次の瞬間。カメラプローブとプティ鷲羽が塵ちりと消え、もちろんペンダントも砕くだけ散っていた。

「……ったく、何するンだぃ、霧恋殿!?」

　プティ鷲羽は次の瞬間には再生したが、カメラはそういう訳にはいかない。

「あああああああああああああああああっ！　カメラがぁ！　レンタルなのにぃ！　っとそれより中継の続きがっ！」

　狼狽うろたえる舞六だったが、あちらのＴＶ局員達もこのようなトラブルに慣れているのか、すぐさま新しいカメラプローブが、しかも先程とは倍の数で押し寄せて来たのである。

「おおっ！　何やら団体さんで来ましたよ！　違ちがう局のも混じっているようですが気にしない事にしましょう！」

「うむ、さすがアクシデント慣れしたＴＶ局。こういう時の対処は素す早ばやいね」

「これで準備ＯＫ。さあ霧恋さん！　さっきのエッチな巫女服への着き替がえシーンからお願いしま……って痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い！」

　ガッシリと頭を摑まれた舞六はジタバタと暴れるが、霧恋の顎あぎとは微び動どうだにしない。

「ミシミシ言ってます、ミシミシ言ってますから！　鳴っちゃいけない音がっ、音がぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　　　　×　×　×

「……舞六姉様はコメディアンにでもなるおつもりでしょうか？」

　自宅で舞貴妃と中継を観ていた舞まい十とはちょこんと首を傾かしげた。

「大きな木を育てるにはいろいろな肥やしが必要なのですよ」

　舞十の前ではにこやかだが、舞貴妃の顳顬こめかみにはうっすらと血管が浮かんでいた。

　　　　×　×　×

「……そうか、うまく行ったのだな？……ほう、弟達はいろいろと脅おどされたようだが、意外とたいした事は無さそうだな。だが念のため映像解かい析せきスキャンは最高ランクで、な」

　支配人室では次騎達が金かな縛しばり状態から解放され、次騎を連れん絡らく役として残して、他の三人は既すでに自身の拠きよ点てんへと帰き還かんした後だった。

「準備はよろしいようですな」

　エクシトはモニターに視線を向けたまま、通信が終わったのを見計らい声を掛かけた。

「フン！……まあ感謝はしよう。だが貴様のした事は忘れぬぞ」

「よきイベントを手に入れられれば、十分な見返りの用意はございますよ」

「それが我らを満足させるに足る物だといいがな……それにしても、貴様の六番目は相変わらずだな」

　さすがにこの時ばかりは次騎も怒いかりではなく、同情の眼まな差ざしをエクシトに向けた。

「いやはやお恥はずかしい。あれなりにいろいろと考えてはおるのですがね」

　　　　×　×　×

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]霧恋殿どの、落ち着いて、落ち着いておくれよ。ただの悪ふざけって訳じゃないんだよ。ちょっと拠よん所どころない理由てのがさぁ、一応あるんだよね」

　プティ鷲羽は霧恋の怒りを収めるべく必死で言い訳をしていた。聖機神降臨の前に、目の前の怒りの神を鎮しずめなければならないとは皮肉な事である。

「ほお。ではその理由とやらを教えていただけますか？」

「実はさぁ、霧恋殿もある程度は聞いていると思うけれど、この聖機神ってそもそも剣けん士しちゃん用に造った物なんだよね」

「ええ、玲れい亜あ様に拒否されたとか」

「結果的にはそうなんだけれどね。問題はあっち仕様にした事なんだ。あちらの世界って召しよう喚かんされた地球人が調子に乗って妙みような事を習慣化させてね。まあ、そこら辺をいろいろと盛り込んでいったら……」

「このような事になったと？」

「他にも魎皇鬼がさぁ……剣士ちゃんの事を凄く心配してね、いろいろと案を出してくれて、なんやかんやチラ裏的な事を盛り込んで行ったら、訳分からなくなっちゃって、ハハハハ……んで、いろいろとあちら仕様にしてパッケージングしちゃったから解除するには一からやり直さなきゃならないんだよ」

「あの悪あく趣しゆ味みなスーツは？」

　霧恋にとってそれが一番の問題だ。

「意外に思うだろうけど、あっちの正式なパイロットスーツなんだよねぇ」

「……まさかあのステッキもですか？」

「ありゃ魎皇鬼だ。あの子的には変身にはあれじゃないとダメらしいんだ。あっちではアンダーに着ておいて、搭とう乗じよう時に上着を脱ぬぐって形らしいけどね」

「……本当にあんな裸はだかのようなスーツを着なければならないのですか？」

　理由を聞かされて霧恋の怒りもトーンダウンしたようだ。

「あっちではそれが常識なんだよ」

「剣士ちゃんもああいうスーツを着る事になるんですか？」

「……えっ？」

　それは鷲羽にしては珍めずらしい、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよだった。その瞬間、霧恋のアイアンクローがプティ鷲羽に炸さく裂れつした。

「もう一度お聞きします。本当に剣士ちゃんもああいうスーツを着るんでしょうか？」

「……そこは普ふ通つうの服でも大だい丈じよう夫ぶ♡」

　その瞬間、プティ鷲羽は爆ばく散さんした。

　──閑かん話わ休きゆう題だい

「では聖機神、顕現の儀式を執とり行いま[image: ～][image: ～]す♡」

　プティ鷲羽は数度の爆散にも拘かかわらずにこやかにそう宣言した。舞六も満面の笑えみだ。雨音達も遠くから生温かく見守り、霧恋だけが不満げな表情だ。

「今まで色々ありましたが、ついに銀河連盟初の機き甲こう騎き、あちらでは聖機神と呼ぶそうですが、その神、神騎がついに顕現する時が来ました。私もその儀式の舞を務めさせていただく名めい誉よに与あずかりました。つたない舞ではありますが、どうぞよろしくお願いします」

「さあ舞六殿、私の後について舞うんだよ。ではミュージック、スタ[image: ～][image: ～][image: ～]ト！」

　そうしてノリノリで始まったのは何と『炭たん坑こう節』に盆ぼん踊おどりであった。

「…………。…………。…………。…………。…………。…………」

　その瞬間、霧恋は己おのれの殺意を全力で抑おさえ込んだ。でなければ舞六まで爆散させかねなかったからだ。

「……変わった曲と踊りよね？」

　美希のようにそれを知らないのであれば変わった曲という感想でしかない。これが正式の物だと言われれば、そうなのかと納なつ得とくするだけだ。

「霧恋のあの様子からすると、まあ地球の……それもあまりこういう場でするようなものじゃないのは確かだな」

「でも楽しそうじゃありませんか？」

「なかなか陽気でいい感じよね。それとだけれど……ねえ、舞六さんの踊り、随ずい分ぶんレベルが高いように見えるのだけれど、気のせいかしら？」

「ん？　いや、気のせいじゃないと思うわよ……というか、かなり凄すごいわね」

　プティ鷲羽の後に付いて踊っている筈はずなのに、完全にユニゾンした状態であり、それは踊りの振ふり付けを知っているとしか思えないものだった。しかも手の先にまで神経が行き届き、流れるように自然であり、神かみ卸おろしの舞に相応ふさわしい神聖なものとなっていた。

「…………」

　特にそれがどういう場で踊られるのかを知っている霧恋にとっては、そのレベルの高さはどう反応していいか分からないものであるのは確かのようだ。

「才能がないとか言ってたわよね？」

「こういう時は保護者に聞くのが一番よ。どうせあのオバサン、どこかで覗のぞき見してるんでしょうから……違う？」

『覗き見とは失礼ですね。私もこの決けつ闘とうには興味を持っている一人ですよ。ですからこの中ちゆう継けいは見ていました』

　と言いつつ舞貴妃は絶妙の間合いで通信を送って来た。まあ、こうなると一種のコントだ。

「ねえ、本人は才能が無いと言っていたけれど……そこの所どうなの？」

　話をしつつ、美希や雨音達の視線は舞六の舞から目が離はなせなくなっていた。そしてそれは霧恋も同じで、彼女の舞は破壊神きりこの怒りをも鎮めていたのである。

『ご覧の通りですよ。間違いなく、姉し妹まいの中でも飛び抜ぬけた才能を持つのは舞六でしょうね。舞のレベルの高さや優ゆう雅がさ、一度見た振り付けは完かん璧ぺきに覚え、それどころかあのように知らない振り付けであろうとも瞬時に対応し、時には先の振り付けも予測、振り付け師の予想を超こえた見事な振りを創造、その才能の煌きらめきに多くの舞子や振り付け師を絶望のどん底に叩たたき落としました。このまま精しよう進じんすれば舞まい姫ひめ史上最高の、私をも超える舞貴妃となれるでしょうね』

「……普段はダメ人間っぽいけどね」

『何かに秀ひいでる者は何かを犠ぎ牲せいにしているものですよ。それが神ならぬ人間の限界なのかもしれませんね。あの娘この場合、舞まうよりも観みる方が好きなのです。その為ためか、他者の場合はその長所に、己の場合はその欠点に目が行ってしまうのです』

「それはまた盛せい大だいに厄やつ介かいね。ジャーナリストになりたいそうだけれど、何か訳もなく苛いら立だたせるし、舞以外に才能無さそうじゃない？」

『それもあの娘の、確率の偏かたよりと申しましょうか……だからこその舞の才なのかも知れません』

「さては西南君にちょっかいを掛けているのって、彼女という実例があったからね？」

『舞ま八やも才ある娘むすめですが、あの時、求愛の舞を踊ったのが舞六だったら今いま頃ごろは……』

　舞貴妃は本当に悔くやしそうに拳こぶしを握にぎる。

「二度とあれを西南君に近付けないで！」

『私達が欲ほしいのは子種だけ。もちろん娶めとっていただけるのなら申し分ありませんが、少なくとも霧恋様始め、皆みな様さまやそのお子の地位を揺ゆるがすような真似まねはいたしませんよ』

「子供の地位って!?」

『西南様も皆様も、そういう立場だという事をお忘れですか？』

「……ああ、そうだったわね……ったく面めん倒どうな」

　西南の子供達には将来的に、跡あと目め問題が起こる立場となる。西南達が長ちよう寿じゆである故ゆえにかなり先の事ではあるが、既に西南は凄すさまじい資産を持ち、これから先もどんどん増えるのは間違いない。

　西南が拒きよ否ひしたとはいえ、樹雷に一つの皇族を設立出来るともなれば、その子供達は皇族として迎むかえ入れられる可能性もある。雨音のカウナック、リョーコのバルタ王国の問題も絡からんで来る。西南の立場がどんどん上がり、妻も増え、子供も増えれば、それに関わる者達も増え、いろいろな問題となる事は間違いない。

『そう話す内に随分と……まあ』

　舞貴妃との話と舞六の舞に気を取られていた美希達は、クリスタルコンテナの変化に気付いていなかった。

「ああっ!?」

　舞貴妃に言われて見上げたクリスタルコンテナはまるで花の蕾つぼみのように層を成し、膨ふくらみかけていた。

「もう少しだ！　もう少しで封ふう印いんが解けるよ！」

　曲も『東京音おん頭ど』『花はな笠がさ音頭』『北海盆歌』等の定番曲と踊りが続いていた。舞六などはもうトランス状態で、ただ舞の世界に没ぼつ頭とうしていた。その姿は先さき程ほどのヌケた感じではなく、神こう々ごうしさを感じる程で、まさに神卸しに相応しい舞と言えた。

（選曲には邪よこしまなものを感じるけれど……これでは文句の付けようがないわね）

　もちろん盆踊りは霊たま鎮しずめの儀ぎ式しきではあるが、クリスマスやハロウィンのように、どこかイベント化した部分もある。だが舞六の舞はそのイメージを一変させ、それが神聖な儀式であった事を再認にん識しきさせるに相応しいものだったのである。

「よしっ！　十分に成熟した！　開くよ！」

　クリスタルコンテナは今にも開かんばかりに膨らみ、色とりどりの光がクリスタルの中を飛び交かっている。

　──ゥウウウウウウウォォォンン……。

　と、中から唸うなり声のようなものが漏もれ聞こえて来る。その女性のような、それでいて重々しい地の底より響ひびいてくるような声は、その場の空気を一気に緊きん張ちようしたものへと変えたのである。

「さあ神の降臨だ！」

　ピン！　ビキピキッ！　ガラスが割れるような、或あるいは氷が割れるような、神鳴りともいえる澄すんだ高音と共に、クリスタルの花弁は大きく広がりつつ開いて行った。

「「「「…………」」」」

　そして花弁が完全に開いた時、全員が無言となった。それは思った事を口にするのが、いい大人として躊躇ためらわれたからである。

　　　　×　×　×

「母様、卵です！」

　舞十は嬉うれしそうにそう答えた。誰だれもがそれを口にするのを躊躇っていた、その物ズバリを言った、『裸の王様』の子供と同じであった。

「……卵ね」

　そして舞貴妃は、母としてそれに素す直なおに肯うなずいた。

「大きいなぁ……何が生まれるのでしょうか？」

「きっととんでもない物ね」

　　　　×　×　×

「私には巨きよ大だいな卵に見えるのだが、あちらには、このような形に別の意味や機能を持った物があるのか？」

　次騎も素直な感想を述べた。ただし彼が舞十と同レベルの精神年ねん齢れいという訳ではなく、同レベルに育ちが良いというべきであろう。

「私もそのような物は存じません。まあ、あちらの方々も疑問に思われている様子ですから、成り行きを見守りましょう」

　　　　×　×　×

「…………」

　美希達は眉み間けんに皺しわを寄せながら、睨にらみ付けるようにそれを見上げていた。

「……卵ね」

　と、最初に口に出したのは美希だ。さっさと口にしないと、ずっと無言のままのおそれがあったので諦あきらめたのだ。もちろん一番、年齢が若いという事もある。

「卵だな」

「卵ですね」

「それ以外には見えないわね」

　美希が口火を切ると、雨音達も一いつ斉せいに思っていた感想を口にした。

「なななな何とっ！　クリスタルの花の中から現れたのは巨大な卵！……少なくとも私には卵にしか見えません！」

　トランス状態から一気に覚かく醒せいした舞六は、製作者であるプティ鷲羽へと詰つめ寄る。

「プププププッ、プーちゃん！　プーちゃん！　何ですかあのでかい卵？　あそこから何か生まれるんですか？　それとも意外とあれが完成型の機甲騎であのまま戦うとか？」

　神秘の舞で見る者を魅み了りようしたとは思えない崩くずれっぷり。というより素に戻もどったと言うべきか。まあただの残念系美人で無い分、他の者達の評価はマシになっていた。

「うむ、あのまま戦うってのも面おも白しろそうだよねぇ」

「あのままぶつかったりあそこから触しよく手しゆが生えてきたりしてとか？」

「うんうんそれも楽しそう……なんてのはもちろん冗じよう談だんだよ？」

「そうですよね。それはさすがに……」

　霧恋の手に摑つかまれて二人共口を閉とざす。もうすっかりコント的なパターンが出来上がっていた。

「で、鷲羽様……これは一体、何なのでしょうか？　言っておきますが、これ以上の冗談に付き合うつもりはありませんよ」

「こいつは卵じゃなく、あちらでは『コクーン』と呼ばれている、起動前の休きゆう眠みん形態なんだよ。これで完成型であり素体でもある。とにかくどこにでもいいから触ふれてマスター登録をして……って、もちろん変な仕し掛かけはないから。手に力を入れないでおくれよ」

「もし変な物だったら、私も玲亜様同様、返品しますからね」

「霧恋殿どの……そう邪じや険けんにしないであげてくれるかねぇ。ある意味あの子は福ふくや魎皇鬼の妹なんだからさ」

「……そ、そう聞くと、よけいに不安なんですが」

　福や魎皇鬼の妹と形容した以上、それに類する存在であるという事。神と称しようしたのが冗談ではない可能性が百パーセントに近付いたという事である。

　だが決闘の日時が明日に迫せまり、機き甲こう騎きがなければ不戦敗だという事を思い出し、霧恋は二人から手を離して、コクーンと呼ばれた巨大な卵状の物を見上げた。

「仕方ありませんね」

　大きな溜ため息いきと共に、霧恋は意を決してコクーンへと向かった。

「さあ、この神騎、いえ聖機神と呼ばれる機甲騎に、操者である柾木霧恋がゆっくりと歩み寄って行きます。封印の解かれたクリスタルコンテナはコクーンの台座、神の玉座のような趣おもむきがあります。その中央には階段のような物が見え、そこを一歩一歩踏ふみしめるように登って行っております」

　皆が見守る中、霧恋は頂上まで登ると改めてコクーンを見上げた。間近で見ると乳白色のそれは真しん珠じゆのような艶つやがあり、まるで宝石のようだ。その美しさに引き込まれるように手を伸のばし、そっと触れる。

（温かい？　それに意外と弾だん力りよくがあるわね）

　冷たいと思っていただけに少々意外だが、感じとしてはゼリーか寒天といった感じだ。もちろんその重量を支えるだけの硬かたさはあるが、しっとりと吸い付くような感かん触しよくと共に僅わずかな鼓こ動どうのようなものが感じられた。




　──マスター柾木霧恋。パーソナル確認。




「!?　……コクーン？　あなたなの？」

　それは感じ慣れた問いかけだ。霧恋の船『瑞みず輝き』によく似た感覚だが、その波動はやはり守蛇怪、福に近い。

「なっ！　何と!?」

　舞六が驚きよう愕がくの声を上げた。何と霧恋が触れた辺りから乳白色の色がスッと消えて行き、その中が顕あらわになったのだ。

「こっ、これは……また何と」

　再び皆が絶句した。

　　　　×　×　×

「クッ！……クックック、クハハハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！　これは傑けつ作さくだ！　さんざん待たされた挙げ句出てきた物が未完成品とはな」

　次騎はコクーンの中が顕わになった瞬しゆん間かん、大声で笑い出した。

　透とう明めいなコクーンの中に入っていたのは、巨大な骨格のみだったからである。

「基き礎そ骨格のみとは笑わせてくれる。エクシト、明日の決けつ闘とうは私の不戦勝のようだ。せっかく盛り上げたイベントが無くなって残念だったな」

「しかし鷲羽様は『完成型で素体』と仰おつしやっていましたよ」

「確かにブロック式の機甲騎ならば半日もあれば組み上がるだろうが、それはせいぜい軽騎クラスか良くて地騎。我が天騎『騎き雷ら』と戦う資格など無い、下位クラスの雑ぞう兵ひよう機甲騎だ」

「果たしてそうでしょうか？　そう断じるにはあまりにも禍まが々まがしい姿だ」

　次騎の嘲あざけりなど気にも留めず、エクシトはジッとコクーンを凝ぎよう視ししたままだった。

　　　　×　×　×

「何と表現すればいいのでしょうか？　まるで胎たい児じのような格好で……しかし……」

　中の骨格はくすんだ暗いオレンジ色で、手足を胎児のように折りたたんで透明な卵形の物質の中に鎮ちん座ざしている様は、日本で言う『がしゃどくろ』だ。くぼんだ眼下には目などは無いが、こちらを見ているような感じがして、そこにあるだけで威い圧あつが伝わって来る。さすがに人の骨格そのままという訳ではないが、かなり異様な姿である事は確かだ。

「これが聖機神という名の物であれば、まさに死に神のようです。威厳すら感じるのは気のせいでしょうか？」

「ちょっと鷲羽様、鷲羽様！　何なのですかあれは！　まだ早過ぎたとかいうオチじゃないでしょうね!?」
















　ようやく正気に戻った霧恋は飛ぶようにしてやって来ると、もの凄すごい形相でプティ鷲羽に顔が触れる位に近付いた。

「そうですよプーちゃん！　何か分からない凄さは感じますが、どこをどう見ても未完成品にしか見えませんよ。それともまさかまさか、あのスケルトンが動き出すとかなのですか？」

　舞六も同様にプティ鷲羽に顔を付ける。

「そう二人して怖こわい顔で睨まないでおくれよ……完成型で素体だと言っただろう？　あれはパイロットが乗り込んで起動させると、あの透明な部分のＩＰＳジェルが骨格を基礎として各必要組織へと変化するんだよ」

「生体なんですか？　でもだとしたら装甲や武器といった類たぐいは別にあるのですか？」

「あくまでロボットさ。装甲も武器もＩＰＳジェルで構築するからそのままでも戦闘が可能だ。ただ守蛇怪と同じく、いくつかの亜あ空間ユニットを固定しているから、こちらで造った武器や防具、素材類はそこに放ほうり込んである。ちゃんと居住ユニットもあるから、あの中で生活も出来るよ」

「それって、まんま人型をした守蛇怪……」

　霧恋の嫌いやな予感は的中したようだった。そもそも天地の弟である剣士の為ために造った物である以上、それも当然の事と言える。

「クックック！　いかなる戦闘場所、戦闘条件、戦闘形態であろうとその形状を変えて適応出来る万ばん能のう型っ！　魎皇鬼とも守蛇怪とも違ちがうコンセプトで造られた私の最高傑作、の一つだよ」

「なっ……何と何と。武器から防具まで変化構成する……そんな機甲騎は今まで見た事も聞いた事もありません！」

「あちらではこの聖騎神をグレードダウンした物を聖機人と呼んでいるが、そいつは本来は誰でも乗れる汎はん用よう騎なんだよ。つまり各パイロットのパーソナルに適した形状へと変化する物なのさ」

「だから素体、なのですね？」

「だけどこいつは個人専用とする事で、戦闘での多様性を高めてある……て、何やらご不満のようだね？」

　舞六はコクーンを見上げて少し難しい表情をしていた。

「はい。それは機能として、そして技術としては本当に素晴らしいものだと思いますが、簾座では万能型というのは、あまり好まれないというか、どの機能も平均では決闘には勝てないというのが常識なんです」

「平均ねぇ……まっ、それが常識かどうかは、明日になれば分かる事さ。クックック」

「おおっ！　何という自信。しかし水を差すようですが、もう一つ問題がありまして、この聖機神、機甲騎は骨格から概がい算さんすると、決闘で主に使われる基準からは少々小さい感じなんです。一回り……下手をするとそれ以上に小さいのではと」

「ああ、そういえばこれはＺＩＮＶから見ても半分位ですね」

　舞六の困こん惑わくに対して霧恋は至って平静だ。そもそも艦かん船せん同士の戦いなら、大きさの差などよくある話だ。守蛇怪とダイ・ダ・ルマーなど細さい菌きんと人との戦いのようなものだ。

「ああそりゃ大きさの基準をあちらに合わせたからさ。だが確かに決闘ならば、同じような大きさが見み栄ばえもするね。んで、その基準てのはＺＩＮＶ位かい？」

「はい。それ位あれば十分ですが、さすがに今からでは……うぇっ!?」

　舞六と霧恋、少し離はなれて様子を窺うかがっている美希達も啞あ然ぜんとなった。

「プププププッ、プーちゃんプーちゃん！　あれが膨ふくらんでる膨らんでる！　大きくなってます。大きく！」

「ほらほら嫁よめ入いり前の娘むすめさんが連呼するようなセリフじゃ……」

　プティ鷲羽は霧恋の突つっ込みパンチで爆ばく散さんし、すぐに再生する。

「……霧恋殿、いくら力場体のアニメロイドだからって、アストラルリンクしてるんだから痛みは僅かだけれどフィードバックするんだよ！　結構地味に来るんだよ！」

「ふざけるからです！」

「それより、プーちゃんあれは何です!?　あんな速成構成なんかして、強度とか大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　中の骨格体が徐じよ々じよに大きく、更さらに角や爪つめのような突とつ起きが増え、更に戦闘的な雰ふん囲い気きへと変へん貌ぼうして行っている。だがその骨格は明らかに女性的で優美だ。

「それよりって、少しは心配してくれてもいいと思うんだけれど……あれでも結構ゆっくりしてるんだよ。速成なんかじゃないよ」

「まさか自己修復能力が？」

「霧恋殿は気付いたかい？　その通り！　聖機神には自己修復能力もある。まあ当然の機能だけれどね」

「何でも有り有りですねぇ、プーちゃん。……ですが、これだけ多機能だと維い持じにもパワーを使いますよね？　ちなみに、パワーはいかほどで？」

「ちょっと！」

「いいからいいから」

　何気にスペックを聞き出そうとする舞六を制止しようとするが、プティ鷲羽は平然としたものだ。

「パワーユニットは守蛇怪と同じ物を使っている。ただ、使用目的が近接戦闘だから、リミッターは掛かけているけれどね」

（じゃあ、まんま守蛇怪って事じゃない）

　それを聞いて霧恋は頭を抱かかえた。リミッターを付けていると言っても、解除出来ないとは言っていない。というか鷲羽が解除出来ないように自制していると思う方が間ま違ちがっている。先さき程ほど舞六は『平均的な機甲騎は勝てない』とか言っていたが、その平均値がブッちぎりのスペック、それこそチートであるなら何の問題も無いのだ。

（確かあちらって初期文明世界って話よね？　そりゃ、こんなのを地上戦で使ったら、軽く惑わく星せい全土の地表が無くなっちゃうわよ。玲亜様が拒きよ否ひするのも当然だわ）

　宇宙戦闘ですらオーバーキル能力っぽいのに、それを地上戦に持ち込むなど正気の沙さ汰たではない。いくら剣士が可愛かわいいからと、あまりにも度が過ぎる。だがそれが白はく眉び鷲羽を筆頭とした哲てつ学がく士しという生き物なのだ。

（決闘は明日だから仕方ないとしても、その後は返品を……）

「ああ霧恋殿。もうマスター登録して刷り込みもしちゃったから返品不可だからね。一度拾った子は最後まで面めん倒どう見ておくれよ」

　霧恋の表情から察したのか、プティ鷲羽は先に逃にげ道を塞ふさいだ。

「こいつは福の妹なんだからね♡」

　　　　×　×　×

「ミャア？」

　守蛇怪の居住区。それも西南の匂においのたくさん付いている職員用の家に福達はいた。西南が行方ゆくえ不明になって、霧恋達の説得で落ち着いた福ではあったが、やはり不安なのかずっと誰だれかにしがみついている状態だった。一番共にする事が多いのは、仕事を持っていないアチャだが、今日は福ちゃんズのメンバーも一いつ緒しよだ。ただ美希は舞六に同行したので不在だが、皆みなで見ている中ちゆう継けいに全員が映っているので、居ないという感じはしない。

　アチャに抱だっこされて霧恋達の中継を見ていたが（ちなみに子供が見るような局ではないが、今回は他の局でも同時中継となっている）プティ鷲羽が現れた段階で嬉き々きとしてシッポを振ふり、聖機神の姿が見えた時には、いきなりアチャから飛び降りてモニターの前に陣じん取どったのである。

「福ちゃん、どうしたの？」

　アチャはいきなりモニターに向かって懐ふところから飛び出した福に驚おどろいている。

「ミャア！　ミャ[image: ～][image: ～]ア！」

「うん。お姉ちゃん達が映っているね」

「ミャア！」

「その大きなお骨？　ちょっと怖いね」

「……あれ、怖くない。私達と同じもの」

　アチャの隣となりに座っていたＤが、アチャを落ち着かせるようにポツリと言った。

「そうですね。新しい姉し妹まいが増えましたね」

　キルシェもアチャの肩かたに手を回す。さすがに大人の女性の包容力は絶大だ。アチャは安心したように肯うなずいた。

「じゃあ福ちゃんの妹になるんだね」

　アチャは福を抱き寄せ、久々に楽しげな福の頭を優やさしく撫なでた。

「ミャア！」

　　　　×　×　×

「私にはもう『瑞輝』がいるんですよ」

「西南殿どのだって『守蛇怪』と『ＺＩＮＶ』のマスターじゃないか。大丈夫だって。津つ名な魅みを通して既すでに瑞輝ちゃんには了りよう承しようを貰もらっておいたから」

《瑞輝ちゃん、本当なの？》

《……ママ達ガ『ヨミ』チャント仲良クシテアゲナサイッテ》

《ヨミちゃん？》

《ウン。『ヨモツオオカミ』ッテ名前ナノ》

　瑞輝のこの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、プティ鷲羽が爆散した。

「一体、どういう名前を付けているんですか！」

「だってだって、瀬戸殿だってピッタリだって、笑ってたんだからね」

「クッ！」

　しっかり瀬戸にまで根回し済みなら、樹雷でもその名で登録済みという事だ。

「お二方、お二方。何やら名前とか聞こえましたが、もしかしてこの機き甲こう騎きの名前の事でしょうか？」

　と、相変わらず空気を読めない舞六が地じ雷らい原げんへと入り込んで来た。

「そうですよね。無名では格好が付きませんものね。ではここで名称の発表を兼ね霧恋さんには先程のエロっぽいスーツを是ぜ非ひ着ていただいて、この機甲騎の真の姿をお披ひ露ろ目めしましょう！」

　それは満面の笑えみ。嬉々とした表情で舞六は地雷を踏ふんだ。

「「「「あ[image: ～][image: ～]あ」」」」

　全員の溜ため息いきが漏もれ、この中継はすぐさまお詫わびのテロップと共に他のコーナーへと切り替かえられたのである。




「おい見たか？」

　もう用は無いとばかりにエクシトの部屋から出た次騎は、移動用のラウンジ車に五名のコンパニオンを侍はべらせ、嬉々とした表情で仲間と話をしていた。

『ああ、少し侮あなどっていたようだな。機甲騎としての能力はいまだ懐かい疑ぎ的だが、技術としては瞠どう目もくすべき点がかなりある』

「そうだ。あれは持つべき者の手に委ゆだねられるべき物だ。さすれば我らの第一位への昇しよう格かくへの近道となるかもしれん」

『フフッ。全すべてを我ら在るべき所へ戻もどす、という事だな』

「この際使えるモノは何でも使う。レセプシーでの行動優先権は決けつ闘とうを行う我らにある。さすがに父上達のは無理でも、第一位の兄者、三位の弟達の組下なら使える筈はずだ」

　レセプシーには特に簾座王族や貴族達の為ための、支し援えん活動をさせる大使館とは違ちがう組織がある。もちろん各個人でも連れては来ているが、支援活動組織は特に裏の非合法活動を専門に行う為のものであり、そしてそういう性格の組織だからこその優先使用権がある。使用する為の基準はそれなりに厳しく、三位辺りの不安定な立ち位置だとなかなか使用出来る人員も少なく、その人員ランクも低いのだ。

『フッ。厄やつ介かいな汚よごれ仕事を連中に任せられるのはいい。ここでの活動はかなり厳しいから、せっかく手塩に掛けて育てた駒こまを無む駄だに消しよう耗もうさせる所だったな』

「丁度いい機会だ。各機甲騎メーカーに開発させている試作も、連中を通して供きよう与よさせよう。なに、使うかどうかはその時の状じよう況きようだ」

　つまり自分達の戦力増強を図はかり、そのまま借りパクしようというのだ。

『それなら聖遺装備のレプリカも借り受けられるのではないか？　何しろ我が簾座の名めい誉よがかかった決闘だからな。レセプシーの長ちよう距きよ離りゲートを使えば十分に間に合うし、何より勝てば正式に下か賜しされる可能性もある』

　聖遺装備とは原初の五聖機が使っていた武器、百種の総そう称しようだ。オリジナルは博物館に展示されていて、そのレプリカを王と右う上じように左さ上じよう、そして特に目覚ましい功績をもって勇者と認められた者達に与あたえられる武器だ。そして聖遺装備はそのままを複製された物では無く、現在最高の技術で常にアップデートされ続けているのだ。

「それはいい。そのまま白しろ花はなの党を組み込めれば、我らの大いなる力となるだろう。十騎の風かざ見み鶏どり連中もこちらの配下になる覚かく悟ごが出来るだろう」

『そう責めるな。連中のような半はん端ぱはそうしたものだ。それより事を急ご……』

「……ん？　どうしたんだ？」

『……そんな……何とか……』

「おい！　一体何があった!?　おいっ！」

　だがそれ以後、どんなに呼んでも応答は無い。次騎は急いでラウンジ車から従者も連れずに転送。何度かゲートを経て自分達の基地へと戻った。

「一体何事だ……えっ!?」

　次騎は目の前で起こっている事を見て、呆気あつけにとられ、無言のまま立ち竦すくんだのだ。

　　　　×　×　×

　次騎が見たものと同じ異変は、御ご影えい騎き士し達のドックでも起こっていた。

「ふむ。なかなか楽しそうだな」

　もともと予測していたクレーは、薄うす笑わらいを浮うかべつつそれを見ている。

「クッ、クレー！　貴様今までどこにっ!?」

　秘密基地のオペレータールームでは、仮面の男とオペレーターが、炭たん坑こう節の曲と共に盆ぼん踊おどりを踊る姿があった。

「クックック。なかなかに懐なつかしい光景だな。そうだそうだ。昔もこんな感じだったな、クククッ」

「貴様ぁ！　笑ってないで何とかしろっ！」

　怒ど気きは凄すごいが、何と言っても和なごやかな曲と共に踊っている姿では迫はく力りよくなど無い。何とかしろとの事だが、哲学科学生時代によく見た間ま抜ぬけぶりを、端はしから眺ながめるのもなかなか楽しいらしく、腕うで組ぐみをしたクレーは珍めずらしく満面の笑みだ。

「笑うなと言っておるだろうがっ！　さっさと何とかせんかっ！」

「一度侵しん入にゆうをされてしまえば、解除は面めん倒どうでな。どちらが早いかと言えば、効果が切れるのを待つ方が早いだろうな。まあいつもの悪戯いたずらであれば二時間程だ」

「今すぐ何とかしろと言っておるのだっ！」

「クックック。どうしてもすぐにと言うのであれば、その身体からだを滅めつする事だな」

「ふざけるなっ！」

「ふざけてなどいないぞ。貴様の希望を叶かなえるとそうなるだけだ。機材は廃はい棄きして新しい物に一時間前のバックアップを使えば問題はないだろうな」

「そっ、その一時間分の蓄ちく積せきがどれ程の損失になるか分かっておるのかっ！」

「さあな。儂わしの部署に問題は発生しておらん以上、貴様の責任だからな。そちらで考える案件だ。まあこれまでのアドバイス料は、懐かしい物を見せてくれた礼に格安にしておいてやろう」

「きっ、貴様[image: ～][image: ～]っ！」

　仮面の男の怒気などクレーにとってはそよ風程ほどにも感じない。

「まあせいぜい固まった筋肉を運動で解ほぐす事だ」

　そう言い、オペレータールームを後にした。

「そろそろ連中との関係を考える時かもしれんな。ボスはそこそこのようだが、あんな間抜けを飼っているようでは危あやうい。鷲羽にも組織の実態を知られてしまっただろうし、下手をすればこちらにまで感染被ひ害がいが及およぶ。だがそれ以上に面倒な問題は……」

　クレーは先程出て来たＶＩＰワールドへの転送ゲートを前に躊ちゆう躇ちよしていた。彼にとって頭を悩なやませる問題は今晩の寝ね床どこだ。

「あそこ以外に寝ねる場所が思い当たらんのが一番面倒だな。あんな場所を特別だと喜ぶ、下らん遊びでしか暇ひまをつぶせないような、非生産的な愚ぐ物ぶつ共と一緒にされては堪たまらん。何よりも厄介なのは、ラザナの奴やつが何かと理由を付けては儂の寝床に潜もぐり込もうとする事だが……」

　クレーはいまだに聞こえて来る炭坑節を聞き、ニヤリと笑みを浮かべた。

「フッ……この状況ならば間抜けなオペレーター共もしばらくは寝ずの作業だろうて。奴等の空いた仮か眠みん所でも使うとしよう」

　クレーにとって居心地の良い場所は、豪ごう奢しやな宿舎などではない。それこそオペレータールームの片かた隅すみでも机の下でも構わないのだ。ただ誰だれにも邪じや魔まされずに安あん眠みんが出来ればそれでいいのだ。

「ククッ。さすがにここまではラザナも来られないだろうからな」

　久しぶりに安眠出来る場所を見付けてほくそ笑むクレーだったが、数時間後、目を覚ました彼の枕まくら元もとにラザナの姿を見付けた事が、本気で仮面の男達と手を切ろうと考えるきっかけとなったのである。








７「裏方の暗あん躍やく」









『霧きり恋こ様、皆みな様さまをお連れいたしました』

　起動したモニターに映し出されているのはレセプシーでの活動拠きよ点てんである事務所の所長となっているマーシ・ディプロスだ。現段階ではほぼ霧恋の秘書だ。

「すぐにこちらに」

　霧恋が居るのは守かみ蛇だ怪けの某ぼう場所である。中ちゆう継けいが終わった後、プティ鷲羽わしゆうに

「仕し掛かけは終わったから、移動させようか」

　と、言われて聖せい機き神しんコクーンをクリスタルコンテナに再度封ふう入にゆうし、理由を聞けないまま移動させられた先は守蛇怪だった。

「ミャアアアアアアアアアアアアアア！」

　プティ鷲羽の姿を見るなり福ふくは狂きよう喜き乱らん舞ぶ、彼女に突とつ進しんして来た。プティ鷲羽の頭にガッシリとしがみつくが、二頭身でしかも福より一回り大きい程度なので、当然重心が上になり……、

「福。頭にしがみつくのは止やめておくれ」

　福共々半回転して逆さ吊づり状態となってしまったのだ。だが福にとってそんなのは些さ細さいな事だ。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！」

「こりゃしばらく相手をしてやるしかないね」

　そのまま身体を擦すり寄せて来る福に、プティ鷲羽は苦く笑しよう気味だった。

　　　　×　×　×

「福、あ[image: ～][image: ～]ん」

　兎とにも角かくにも、思いっきり甘えさせた後、福のテンションが落ち着いたのを見計らい、プティ鷲羽は福に口を開けさせて、飴あめ玉だまのような物を二つ放ほうり込んだ。

「ミャ[image: ～][image: ～]ァ……ンッヴ？」

「ん、ちゃんと飲み込んだね。良い子だ♡」

「「「あっ!?」」」

　プティ鷲羽が満足げに肯うなずいた次の瞬しゆん間かん、声を上げたのは美み希き、キルシェ、Ｄの三人だった。

「三人共、どうかしたの？」

「……ま、まあ私達が感じたのは……何かが守蛇怪に入った事位よ」

「守蛇怪に？」

「行ってみれば分かるさ」

　不思議そうに美希達に問い、そしてプティ鷲羽に視線を向けた霧恋にウィンクを返したのである。

　　　　×　×　×

「……守蛇怪にこんな場所……ありましたっけ？」

　プティ鷲羽に連れられて移動した先は、守蛇怪内の亜あ空間に固定された空間プレートの一つだ。しかし目の前の巨きよ大だいな建物も周囲の様子も全く見知らぬものだ。

（あの建物の形状……資料で見た神か我が人との双そう蛇じやに似ているわね）

　そして周囲は滑かつ走そう路ろやその他施し設せつで、感じとしては空港か空軍基地のようだ。そこから先は地平線が微かすかに見える以外に何も見えない平地だ。

「おい！　空を見てみろよ！」

「ああっ!?」

　雨あま音ねが指さした方向に在ったのは、雲の向こうにうっすらと見える五枚のプレート空間だった。つまり今居る場所を合わせて計六枚のプレートがあるのだ。

「……前は、三枚……全部で四枚でしたよね？」

「ん！　二つ増やした。その一つが今居る場所だよ」

　プティ鷲羽はそんなとんでもない事を、さも当然とばかりに軽く言ってのけた。

「そんなあっさりと……って、もしかしてさっき福ちゃんに飲ませたのが？」

「亜空間の位置座標を固定するキーだよ。言わばここは聖機神『ヨモツオオカミ』の秘密基地ってやつさ。本来、ヨミちゃんはメンテナンスフリーだが、霧恋殿どのの操作や武器使用を秘密裏りに行うテスト空間は必要だろ？　それにここには補ほ佐さ部隊の艦かん船せんの建造メンテナンスを行う施設も完備してある」

　つまり本来珀はく蓮れん達が西せい南なの補助機関としてレセプシーに基地を造った組織を、そのままこちらに移す事が可能という事だ。

「……そ、そうですか」

　鷲羽の事だから、ただ基地の移設だけな筈はずはない。超ちよう高こう機能という名の廃はい棄き物ぶつがてんこ盛りの、冗じよう談だんみたいな施設となっているのは間ま違ちがいない。

「それでもう一つの空間プレートは何なのでしょうか？」

「まあちょっとした職員の保養施設だよ。まだ内部は時間加速して環かん境きようを整えている最中だから、アクセスカットしてある。それより基地施設の把は握あくを先にしておくれ。こいつは他の人間が使うから、職員居住区同様に独立させてある。美希殿達の方が福より優先状態にしているからね」

「……ああ、了りよう解かい。把握したわ」

「こちらもシステムダウンロード完了いたしました」

「……大だい丈じよう夫ぶ。もう使える」

　美希とキルシェ、Ｄも肯いた。その途と端たん、建物に灯あかりが点つき、各部装そう甲こうシャッターが開き始めた。

「受け入れ準備が出来たわ」

「ご苦労さん。じゃあ今度は霧恋殿達だね。中央コントロールへ行って基地稼か働どうのシークエンスを行っておくれ。フォーマットは守蛇怪と同じだから、パーソナル登録を行えばすぐにでも使える。命令権第一位は霧恋殿。雨音殿とリョーコ殿、ネージュ殿は第二位に基き礎そ登録してあるから、状じよう況きようによってそちらで使い分けておくれ。各部署の任命権は霧恋殿のみとなっている。あとは貴女あなた達で使い易やすいようにカスタマイズするんだね」

「了解しました……しかし、鷲羽様は？」

「ああ、この子がまだ遊び足りなそうだからさ。アチャちゃんといっしょに、遊ぼうと思ってね」
















「ミャァ[image: ～][image: ～]ン」

　福は嬉うれしそうにプティ鷲羽の胴どう部分にしがみついて、ブラブラと揺ゆらしてブランコ代わりにして遊んでいる。時として大きく一回転の大車輪を披ひ露ろうする事もあり、既すでにオモチャ状態だった。

　　　　×　×　×

　基地の稼働シークエンスは一時間も掛からずに終了した。というより殆ほとんど中央司令管制室へと到とう着ちやくした時には起動シークエンスはほぼ全すべてが終わり、霧恋達のパーソナルキーでの起動待ちの状態だった。後は守蛇怪のコントロールから必要なデータをリンクさせて、簡単に基地施設を把握すればお終しまい、職員達を招くだけとなり、マーシの到着待ちとなっていたのである。

「ようこそ皆様」

　もの凄すごく緊きん張ちようした面おも持もちで中央管制センターに入って来た蒼そう蓮れん一行を、霧恋は満面の笑えみで出で迎むかえた。

「柾まさ木き霧恋様。珀蓮様よりの指令で、霧恋様の指揮下に入ります」

「歓かん迎げいするわ。早さつ速そくだけれど状況は聞いているかしら？」

「はい。……中継も拝見いたしましたので」

　その感想がロクでもないものであるのは表情からも窺うかがえるが、霧恋は目の前のファンタジーの住人に夢中で気付いていない。

「とにかくだ。この基地の指揮稼働は貴女達に任せたいって事よ。操作仕様は簾れん座ざとは違うと思うけれど、マニュアルは渡わたしてあるわよね？　それを見た感じでいいけど、慣熟にどれ程ほどかかりそう？」

　浮うかれ気味の霧恋に代わって雨音が説明を引き継つぐ。マニュアルといってもバーチャルなので実際にその場で確かく認にんするのと一いつ緒しよだし、記き憶おく領域にメモリーされるので、すぐさま使う事は可能だ。問題はそれを使いこなせ、実際に戦せん闘とう状態に入れるかという質問だ。

「それは今すぐでも問題ありません。簾座の制式のものよりも遥はるかに使い易いと評判な位ですので」

「失礼。それについてなのじゃが、こちらの艦船でもこのオペレートフォーマットの使用許可をいただきたい」

　蒼蓮に口を挟はさんだのは砂さ樹じゆだ。

「特許権と機密の問題があるので、制限は掛けさせて貰もらう事になるわ。Ｇグレード１はこの基地のみで、Ｇ２は旗き艦かん『瞬しゆん櫻おう』、それ以外はＧ３となるわ。外への持ち出しは禁止だけれど、制せい御ぎよユニットが守蛇怪の監かん視し下にあるから、どちらにしろ無む駄だだけれどね」

「そのような可能性のある者は今回の任務からは外しています」

　蒼蓮は畏い怖ふの眼まな差ざしで深々と一礼をする。

「クスッ、そうね。今度は踊おどりだけじゃ済まないかもしれないからね」

「はあ……こちらにも何名か踊り出した者が居たのにはショックでしたが……」

　蒼蓮としてはかなりスパイの潜せん入にゆうには気を付けていたつもりだったのだが、絶対信用出来ると採用した中央コントロールのスタッフに数名、踊り出した者が居たのだ。

「まっ、ケット・シー共はあれが気に入ったみたいじゃったから、一緒になって踊ってたがの」

「可能であれば、音源と振ふり付けの情報をいただきたいと……」

「クッ！」

　猫ねこ妖よう精せい達が盆ぼん踊おどりを踊る様は霧恋のツボにはまったようだ。表情を歪ゆがめて肩かたを震ふるわせ始めた。

「も、申し訳ありません！　有能ではあるのですが、少々、悪戯いたずら好きな子供のような子達ですので」

「ああ、蒼蓮さんでしたっけ？　大丈夫よ。あれ、怒おこってるんじゃないから。音源と振り付けのデータはライブラリーに入っているから誰だれでもアクセス可能よ。でもあれがそこまで気に入ったなんて、面おも白しろい子達のようね」

　雨音は蒼蓮達を落ち着かせるよう、気さくに声をかける。

「いろいろとご迷めい惑わくをおかけすると思いますが……」

　蒼蓮達はそう恐きよう縮しゆくしていたが、ケット・シーは福のいいオモチャになるのだった。重ねて言うが、遊び相手ではない、オモチャである。







　レセプシー某ぼう所しよ。表通りから横道へ入った、横町の飲み屋街といった感じの場所。しかし並ぶ店の数は少なく、一店の規模が結構な大きさなのだ。

　静かな通りから一歩店の中に入ると、広いショーパブ風でかなりの賑にぎわいだ。そこの演目は版権切れとなった、或あるいは個人で収集した地方の映画やドラマ、舞ぶ台たい劇といった映像を上映している。高価な一流ショーに行けない客向けの店だが、店主の趣しゆ味みで上映されるプログラムは独特のこだわりがあり、そこでしか見られない珍めずらしい物も多い。その選せん択たくの目を信じ、ファンとなって足あし繁しげく通う客も多いのだ。

「おやいらっしゃい。きっと来ると思っていたよ」

　一段高い場所にあるボックス席。数名がお酒を楽しみつつショーを見る場所へと、一人のフードを被かぶった女性が上がって来た。それに合わせて奥の店員用通路から入室して来たのはキチッとした上等な身なりの男だ。他の店員達とは違う高価な衣い装しようからして店長か、フロアマネージャーといったところだ。

「……変わったプログラムだな」

「おおっ！　君と映像談義が出来るのは嬉しいねぇ」

「お前とは趣味が決定的に合わんからな。だが今日のは随ずい分ぶんと古い映像だな。手書きだから個人制作……にしては内容的にはシリーズ物か？」

「つい数時間前に手に入れた初期文明時代の映像だよ。試ためしに数話見て気に入ってね。原始的な手法だが話は面白いし、何よりも魅み力りよくがある。だから急きゆう遽きよプログラムに組み込んだのさ」

　その男の表情は宝物を手に入れた少年のようだ。

「ふん。まあ貴様が気に入ったというのなら、私には合わないという事だ」

「君が少しでも気にしたという時点で、驚きよう愕がく的だけれどね」

「それよりも仕事だ」

「例の決けつ闘とう関連の話だろ？　断るよ」

「何だと!?」

　それまで物静かで氷のような反応が初めて驚おどろきを見せた。

「というか……君から仕事が入りそうだって感じたから、少し下調べをしたんだけれど、見事カウンターを喰くらってね……そっちもそうなんだろう？」

「まさか……」

「ああ、宅の情報収集のエース二人やられてね。今も下で踊ってるよ。しばらくは筋肉痛だな」

　男が軽く上半身をくねらせて苦く笑しようしている姿に、女は元の冷れい徹てつな雰ふん囲い気きに戻もどった。

「……それで断る、とは？」

「実行不可能だと判断したからだよ。そちらは無駄金、こちらは無駄な人損を避さけられるという訳で、万ばん々ばん歳ざい」

「断れる立場だとでも？」

「俺のカンがいいのは知っているでしょ？　それがあちらを敵に回すより君の所を敵にした方がいいって言ってるんだよねぇ……困った困った」

「…………」

「ああ、もちろんそんな事はしたくないさ。長い付き合いだし、娘むすめの事もあるしね。今度訓練所に入るんだってね？　あの子も敵に回すなんてゾッとしないよ」

「では……」

「待った待った。君って本当に人の話を聞かないよね？」

　この二人の会話は、男がオーバーアクション。女は冷静で口数が少ないのが定番のようだ。

「貴様の話だけだ」

「任務至上主義なのは知っているけれどさ……何せ俺に言う事を聞かせるのに、子供まで作っちゃうんだから……」

「何だったらもう一人作ってもいいぞ」

「女の色いろ仕じ掛かけって、ある意味無敵だよねぇ……。でも融ゆう通ずうが利きかないのは問題だよ。もっと臨機応変にって、君の上司さんに査定されていないか心配だよ。今度のボーナスにも影えい響きようするよ？」

「よけいなお世話だ。やるのかやらないのか、聞きたいのはそれだけだ」

「まだ営業時間中なんだけど」

「そっちじゃない！　貴様とコントをしたい訳ではないぞ」

「そんなキングボアな君に嚙かみ砕くだいて説明するとだね……」

　それまでもコントのようだと男は思ったが、それを口にしない分別はあった。それを言ってしまえば、女はいつも以上に反応を示さなくなってしまうからだ。せっかく暖めた状況を沈ちん静せい化させたくないのだ。

　ちなみにキングボアとはあちこちの惑わく星せいに棲すむ原生動物で、地球で言えば角の生えたイノシシといった感じの動物で、とにかく敵を見ると凄すさまじい勢いで突とつ進しんし、どこかにぶつからなければ止まれないという、言わば彼女のような人間に対する形容の定番だ。

「殴なぐるぞ」

「殴りかかって言うセリフじゃ無い……ああ、もう話が進みやしない。つまりだね、カウンターを喰らった時点でこちらの防ぼう壁へきを全部突破された。んで宅の機材関連全て敵の監視下に置かれている。同業者に確認した所、同じ行動をした所は軒のき並なみやられている。ここまで言えば分かるよね？」

「それは本当の事か？」

「……本当も本当。こちらのやり方から何から微びに入り細にわたって、全部の過程に添てん削さくが入って点数が付けられてるんだよ？　それが全部『もう少し頑がん張ばりましょう』って評価なんだから泣けてくるよ」

　ちなみにこの男が秘蔵していた、目の前の彼女のあられもない盗とう撮さつ映像のロックが解除され、『言う事聞かないと本人と娘に転送するよ？』と添そえ書きがあった事は内ない緒しよだ。

「白はく眉び鷲羽……以前から噂うわさは聞いていたんだ。特に連盟の高官達などは、一様に彼女を恐おそれていてね。今回の事で引き籠こもった者も居るらしいけれど、何となく頷うなずけるよ。ただあちら側がこの機会に、大規模な情報戦争を仕掛けているのは間ま違ちがいないね。外への侵しん攻こうがどの程度かは分からないけど、少なくともレセプシー内での工作活動は不可能だと断言出来るよ。君の上司への報告書も作成済みだ」

「文字嫌ぎらいの貴様にしては手回しのいい事だな」

「あちらの持つライブラリーを開放してくれるんだからがんばりもするさ」

「……おい！　まさか、この映像!?」

　女は殆ほとんど見ていなかった画面を食い入るように見つめた。ちょうど主人公ロボットが敵を必殺技わざで倒たおした所だ。

「ここは平和に行こうよって事なんだろうね。どちらにしろ裏の勝負では既すでに勝敗は決したからね。後は君の所の判断次し第だいだが……」

　それまでにこやかだった男の表情がスッと無表情なものへと変わる。

「今回の事を起こした間ま抜ぬけ共の尻しりぬぐいをこちらにさせるつもりなら、俺だけじゃない……レセプシーにいる全組織が敵に回る可能性を忘れない方がいいね、って君の上司に伝えておいてよ」

　その本気に女は黙だまって肯うなずくしかなかった。







「いろいろと騒さわがしくなってきたものだな」

　そこは宇宙の星々が瞬またたく一角。周囲には何もない宇宙のまっただ中だ。

　翠すい天てん・氷ひよう牙が・翠すい霊れい、珀はく天てん・磨ま白しろ・騎き珀はく、炎えん天てん・真しん朱しゆ・火か泉せん、その三人のアバターがお互たがいに向かい合うよう浮うかぶ様は、まるで宇宙の神々の会談のようだ。

「二番目のガキ共は、どうも空回りが多いな。もっと半はん端ぱ仕事をさせるべきだったんじゃねえか？　この俺達みたいによ」

「あれの母親達が徒党を組んでしまった以上は無理だっただろうな。まったく運の悪い子達だ」

「そうだっけ？　四千人もいると覚えられねえよ……裸はだかを見れば一発なんだがよ」

「炎天……」

「仕方がないだろうが。整ってるだけで胸むな糞くそが悪くなるような目をしてる女なんかの顔を見たら萎なえちまう……ちゃんと顔見て抱だけるのなんざ、それこそ五人くらいだぞ」

「フッ……そのまともな妻から生まれた男子が半端というのも、皮肉な話だな」

「女の子の方が出来がいいというのも皮肉な話だよ」

「特にあのじゃじゃ馬共か。いい具合にでかい風穴を開けてくれたおかげで、いろいろと楽しくなってきたぜ」

「巣穴に籠もったゴブリン共を一いつ掃そうする絶好の機会だな。まあそうすんなりとは行かないだろうがね」

「決闘倫りん理りの連中に各機き甲こう騎きメーカーに試作品の無心、そして聖遺装備のレプリカ。この際何でもかんでもという感じだな」

「まあ好きにやらせればいい。これで失敗すれば、炎天が身体からだだけしか見られない妻を抱かずに済むようになる」

「一人居なくなりゃ、ここぞとばかりに補ほ充じゆうされてくるだろうがな。それにしても貴族共はいつもの事だが、宅のガキ共も駆かけ引きと裏工作ばっか達者になりやがって、ああやって温室育ちの為い政せい者しやになって行くんだなって思うとゾッとする」

「俺達が通った道だぞ。それは可か哀わい相そうじゃないか？」

「自分の黒歴史を見せられているようで嫌いやなんだよ。ったく、祖父じいさん辺りはまだまともだったんだがなぁ」

「若いのに中身がない、という話をし出すと年寄りになった証しよう拠こだぞ」

「実際にそうなんだから仕方ないだろうが！」

「真の実力というものは一朝一夕では身につかない。外面を飾かざる方が簡単だし、補ほ佐さする人間がいるからそれで何とかなっている部分もある。周りにとってはお飾りのバカ王子の方が扱あつかいが楽だしな」

「帝てい王おう学は教えている筈はずなんだがなぁ。まあダメな者は淘とう汰たされた方がお互いの為ためか」

「そういう意味では、明日の決闘結果は重要だな」

「おうそれそれ！　相手は樹じゆ雷らいの姫ひめさんだっけ？」

「それと白眉鷲羽の機甲騎だ」

「願ってもない試金石だ。これで銀河連盟の正確な力を測る事が出来る。うまく行けば簾座に巣くうダニ共を一掃出来る。もちろん我らを含ふくめてな」

「早くも護衛騎き士しとＨＩＭＩＫヒミコだからな。『メイ・テイナー』の連中に海かい賊ぞく共。機甲騎メーカーのギルド、決闘倫理の連中もだな。それらを道連れに出来れば良し……出来なければ道どう化けを続けるだけだ」

「早く引退してぇなぁ……そうなったら、気に入った嫁よめさん数人で旅にでも出るか。銀河連盟も見てみてえしな」

「激変するかそのままかは、先見の神のみぞが知る事だが、世代交代にもいい機会だ」

「問題は山やま田だ西南の居場所だな。おおよその見当は付いていると言ったな？　どうするつもりだ？」

「白しろ花はな達の資料からすれば、何もしないで放置している方が面おも白しろい結果を生みそうだ。出来るだけ行動範はん囲いを広めるよう仕向けるだけで、面めん倒どうな連中を引き寄せる筈だ」

「こちらで補佐役を何人か見み繕つくろうか？」

「既に連盟の犬も入り込んでいる。こちらの意図を探さぐられるのはまずい。白花達を分散させ、しばらくは静観するのが一番だろう」

「レセプシーのエクシトではないが、『楽しいショーの始まり』という事だ」

「ンじゃ、せいぜい楽しむとするか」

　それ以後も彼等の楽しい雑談は続いたのである。








８「仁義なき決闘・前ぜん哨しよう戦せん」









　守かみ蛇だ怪け内の秘密基地ではすっかり蒼そう蓮れん達、ファンタジーの住人達の住すみ処かという感じとなっていた。珀はく蓮れん達のいた天てん遊ゆう苑えんから移動させた特とく殊しゆ形状の職員達の機材も然しかるべき場所に収まり、翌朝には完全稼か働どう状態となっていた。

「おかげで助かりました、リョーコ……ああ、エルマ様でしたね。お手伝いいただいたおかげでデータ移植が余よ裕ゆうで間に合いました。正直、最低限必要な部分のみで行こうかと思っていましたから」

「こちらの人達もかなり優ゆう秀しゆうだから、私も楽をさせていただいたわ。特に砂さ樹じゆさんには本当に驚おどろかされましたよ。鷲羽わしゆう様が皇家の樹きと似たような性質と仰おつしやっていた意味が判わかりましたから」

「それを言うのならここのシステムのおかげじゃな。応答はラグが無い、儂わしとのリンクも全くストレスがないのじゃから驚きじゃ。もう前の物には戻もどれん。戻りとうない」

「もともと簾れん座ざは機き甲こう騎きに比べて艦かん船せんの進歩が遅おそかったですが、それにしても差が大きすぎますね。守蛇怪はあちらでも異質だという話ですが、一番最低レベルのＧ３ですら、瞬しゆん櫻おうの三倍スペックですからね。しかもこれがあちらのＧＰ仕様の一いつ般ぱんランクだそうですから、エルマ様の前ですが、絶望的な気分になりますよ」

「システムの大規模な改かい訂ていが行われた結果ですよ。それまではまだまだ非効率な部分も多くて継つぎ接はぎ状態でしたから」

「何処どこも同じなのですねぇ……でも大規模な改訂など、よく行えましたね。これも珀蓮様の仰る知と力の融ゆう合ごう、銀河アカデミーとＧＰが同じ組織だからでしょうか？」

「実は西せい南な君がきっかけで、アカデミー中央のシステムに大規模なトラブルが発生しまして、あわや戦争状態にまでなりかけたんです。それで一気にいろいろな問題が噴ふん出しゆつして、結局、以前鷲羽様が構築されていたシステムがそれを機に全システムを乗っ取った、という感じでしょうか」

「それはまた……」

「まあそのシステムが今のものなんですが、私もその時に今の蒼蓮様と同じ感想を持ちましたよ」

「ちゅ、中央のシステムをダメにしてしまうなどと……一体、何をどうすればそんな事が可能なのじゃ？」

「いまだに原因不明です。まあ最近では西南君の事だから、って感じで決着させようという流れになりつつあります。どちらにしろ良い方向に転がったので、興味ある人間だけ、原因追つい及きゆうを趣しゆ味みで、という事になっていますね」

「随ずい分ぶんと恐おそろしい案件を放置したものじゃの」

「その後の西南君の活かつ躍やく（？）がもっととんでもないものでしたから、みんな慣れてしまったんでしょうね」

「確かに……私達もそれを実際に目まの当たりにしましたからね。でも結果的には遥はるかに進んだ装備で活動が続けられるのですから、あまり考えないようにするという結論を出したのも頷うなずけます」

「ん[image: ～][image: ～]まあ、そうじゃの。ここの設備は儂が知る限り、簾座の何処にもないと断言出来るからの。じゃがそうなると、カグヤが唯ゆい一いつの被ひ害がい者しやかもしれんな」

　砂樹達の視線の先には、グッタリと歓かん談だんスペースのソファーに倒れ込んでいるカグヤが居た。

「ほれカグヤ、いい加減シャキッとせい。頑がん丈じよう無神経がお主の取り柄えじゃろうが」

「頑丈無神経でも怖こわいものは怖いわよ……あの方、間違いなく人の形をしたドラゴンね。それも上位クラスの」

「幼体どころか成体の上位じゃと？　それではオーガではとうてい太刀たち打うち出来んのも無理はない……というか、カグヤにそうまで言わせるとは、恐ろしや恐ろしや」

「ドラゴン、ですか……銀河連盟では伝説の魔ま物ものですね。未開の惑わく星せいで見かけたという話はありますが、殆ほとんど怪かい談だんの類たぐいですよ」

「簾座では実物が数多く確かく認にんされています。実際人に変化したお方も存在しますから」

「霧きり恋こさんがそれだと？」

「……失礼ながら似たような威い圧あつを感じます」

　カグヤを始め、蒼蓮と砂樹も同時に、実に情けない表情で肯うなずいた。その何とも情けない表情にエルマは噴ふき出しそうなのを堪こらえた。

「威圧、ですか……確かに樹じゆ雷らいの皇族は、銀河連盟内でも人類最強の部類に入る方々ですからねぇ……でも霧恋さんって、西南君に対して不利益になるような事をしなければ優やさしい人ですよ？　ツボを覚えれば扱い易やすい人ですし」

「それは珀蓮様方から傾けい向こうと対策という形で、いろいろ伺うかがってはいますが……視線の威圧がもの凄すごくて……」

　蒼蓮は思い出しただけで身み震ぶるいがしているようだ。

「ん[image: ～][image: ～]。あれはどちらかというと『好き』方面のものなんですけれどねぇ」

「そう言われても……ううう、何となく気け圧おされてしまって……」

「……砂樹や蒼蓮はいいわよ。でも私は決闘関連で絡からむのよ。確かにあの方が敵じゃなくてホッとしてはいるけれど……」

　カグヤは半分涙なみだぐんでいる。大きな身体に角という、どちらかというとこちらの方が怖いんじゃないかという姿なのに、隅すみっこで震える猫ねこのようだ。

「その決闘ですけど、カグヤさんの目から見て、どうなると思います？」

「霧恋様とは生身での立ち会いだったので、機甲騎での決闘に関しては他の要素が入り込みますから断言は難しいですが……私の『月つき夜よ』を調整して使えば、間ま違ちがいなく勝てるでしょうね」

「となると……問題はひとつですね」

「……蒼蓮、その心配が的中したようじゃ。『決闘倫理委員会』からの呼び出しじゃ」

「「!?」」

　砂樹の報告に蒼蓮とカグヤは表情を歪ゆがませた。

「その決闘倫理委員会というのは？」

「王家による王家の為の組織です」







　霧恋はお付きの者という形で蒼蓮とカグヤを伴ともなって、特別港こう湾わん区画の一つへとやって来た。そこはＶＩＰ専用の艦船が発着する場所で、贅ぜいを尽つくした超ちよう高額な船せん舶ぱくの見本市のような場所だ。

「あれが倫りん理り委員会の船でしょう」

　居並ぶ船の中でも一ひと際きわ大きく、豪ごう華かな船が見えて来る。

「……凄いな」

　カグヤは己おのれの居る場所の分不相応さに、少し気圧されたようだが、それこそ相手方の意図でもある。レセプシーならば倫理委員会の船などよりも、もっと大きくて豪華な船は他ほかにいくらでもあるのだが、わざと一番見み栄ばえのする港を選んでいるのだ。こういう豪華さを際だたせるのも相手を威圧する手法なのである。

（悪あく趣しゆ味みね）

　だが銀河アカデミーにやって来る者達の持ち船は、ここの船など手て漕こぎボート程度と思えるような贅を極きわめた船がいくらでもある。西南の結けつ婚こん式で集まった船などはその極みでもあった。そもそも樹雷の人間は質実性を重んじ、飾かざりなどは無意味なものと考える。それ以前に霧恋の瑞みず輝き、西南の守蛇怪が既すでに尋じん常じようではない船だ。ここに並ぶ豪華な船を全すべて合わせても買えない、それどころかどんなにお金を積んでも買えない特別な船なのだ。

「あそこがそのようですね」

　これ程ほどの超高級艦のドックともなると、それぞれに独立した豪ごう邸ていといった感じの乗員用施し設せつがある。霧恋達の乗ったリムジンバスは、その一番大きな屋や敷しきへと向かっている。

　門を入り、少し奥まった場所にある高級ホテルかと思わせるような建物の車寄せへと停車すると、そこには派手な軍服に身を包んだ護衛やメイド達が百名程居並んでいた。それらもあくまで霧恋の来訪を歓かん迎げいするものではなく、ただの威圧演出である。もちろん樹雷の闘士や女官の威の前では、植木が並んでいる程度でしかなく、霧恋にとっては景色の一つに等しい。

「ようこそ。貴き殿でんが柾まさ木き霧恋殿どのですな？」

　一礼するメイド達の前にいた貴族風の、それこそ装そう飾しよくの塊かたまり、自身の権威を示すのであろう勲くん章しようを、携けい帯たいが普ふ及きゆうする前の公衆電話のピンクチラシのように、ゴテゴテと布地が見えない程付けた様は噴ふん飯ぱんものだ。まあその勲章に防ぼう弾だん能力があれば、鎧よろいの代わりにはなりそうな数だ。

「貴様は何者だ？」

　しかしその見下した、というより事務的な態度に霧恋は低い声で尋たずねる。

「この私を知らぬと？　さすがは銀河連盟の田舎いなか者ものだな」

「私は誰だれかと聞いている」

「わっ……私は騎き珀はく王国天てん位い伯はく爵しやく……ひっ!?」

　その瞬しゆん間かん、その貴族は表情を歪ませた。

「私は銀河連盟、樹雷皇国四皇家の一つ、柾木家の皇女であるぞ。たかが貴族風ふ情ぜいが私に向かって無礼であろう」

　霧恋にとって地位を振ふりかざす事は恥はずかしいし慣れない事だ。しかし皇族となった以上はその権威を守らねばならない。というより瀬せ戸とから、「ふざけた態度をとる奴やつには遠えん慮りよは要いらないわ。というより遠慮するな！　するんじゃない！　徹てつ底てい的にやっておしまいっ！」と厳命されているのだ。それ以上に、霧恋の義母となった船ふな穂ほはその出身からいろいろな侮ぶ蔑べつを受けてきた過去があり、その養女である霧恋がこういう扱あつかいを是ぜとしては船穂の顔に泥どろを塗ぬるのと同じなのだ。

　羞しゆう恥ちで真っ赤になりそうなのを堪えつつ、軽く威圧を放った。それは霧恋にとってはごく軽い、ボクサーが試合前に軽くグローブを合わせる程度の事だったが、相手にとってはそうではなかったようだ。

「ひひひひひひぃ……」

　貴族の男からはえも言われぬ匂においが漂ただよい出し、その場にへたり込んだ。メイド達は霧恋を恐れ遠巻きに、衛兵達は固まったようにその場を動けないでいる。

（何て練度の低い）

　怒いかりを通り越こして呆あきれてしまう。

（これが簾座の実力なの？　この貴族がダメなのか？　或あるいはこの倫理委員会という所がお役所的なのか？）

「霧恋様……まずいですよ」

　考え込む霧恋に蒼蓮がソッと話しかけた。

「構わないわ。どちらにしろ難なん癖くせを付けてあちらの有利な条件にしようという姑こ息そくな茶番なのでしょう？　少しは付き合うつもりでしたが、ここまで愚ぐ劣れつな連中とは思いませんでした」

「失礼、柾木霧恋様。どうぞお怒りをお鎮しずめ下さいませ」

　奥から現れたのは執しつ事じ風の男だ。その立ち居振ふる舞まいは冷静沈ちん着ちやく、霧恋の威圧に微び動どうだにしない優ゆう雅がさがあった。恐らく実務を担当している執事といった所だ。

「怒おこってはいない。呆れているだけだ。国交がないとはいえ、他国の姫ひめに対するにはあまりにも無礼であろう？　それともこれが簾座の礼れい儀ぎだと言うのであるか？　ならばこちらはそれなりの対応をする用意もあるが、それでいいのかな？」

「決してそのような事はございません。ただこの組織の役割上、両者平等に扱うという理念がございます故ゆえ。もちろんそれが簾座王族だとしても、でございます」

「それは結構な話だが、私はそちらの事は知らぬ。なのに説明もなく一方的な呼び出しとはどういう事か？　そしてそちらの艦かん船せんで聴ちよう聞もんを行うという事だが、その船の中はどこの領域となるのか？」

「それはこちらの慣習だとしか申し上げられません。そしてこの中は……」

「この中は？」

　霧恋はジャブ程度に威圧を強めた。

「……れっ簾座領と、なります」

　さすがに冷静を装よそおっていた仮面が剝はがれた。

「ほう？　私はいつから簾座領に入れるようになったのだ？」

「今回に限り……でございます」

「ふむ。ではその事を証明する正式な許可証を見せていただこう。蒼蓮殿、確認をお願いする」

「お、お待ちを。ここから先へは共は連れては……」

「もういいっ！」

「ヒッ！」

　霧恋が一いつ喝かつし、何とか精神こころの均きん衡こうを保っていた執事も崩くずれ落ちる。

「貴様等の事は事前に調べさせた。委員会の船に決けつ闘とう相手を誘さそい出し、そのままレセプシーから出航して、という手を二度程使っているな？　そしてそのまま相手を脅きよう迫はくしてただの歓かん待たいと称しようす、愚劣な手だ。……貴様、樹雷の姫をただの女と侮あなどったか？」

「…………」

「私もそれに付き合おうとも思ったが、このレセプシーでかような質の低い茶番を見せられては興きよう醒ざめだ。言っておくが、この程度の船など、私一人で制圧が可能だぞ」

　霧恋がそう言った瞬間、そこら中に千体近いガーディアンが実体化した。そして委員会が潜ひそませていた多くのガーディアンが捕とらえられ、その中の一体が砕くだかれた。

「なっ!?　そんな……バカな」

「レセプシーより離り岸がんしようとした瞬間に、他国の皇族の誘ゆう拐かいが成り立つ。その時点で貴様達を殲せん滅めつさせるつもりだったのだが、子供の使いすら出来ぬとはな。呆れたものだ」

「こっ、このような事をしてただで済むとお思いですか？」

「ここに私のガーディアンが実体化したという事は、このやり取りは中ちゆう継けいされている」

「くっ!?」

「貴様等、かなり評判が悪いぞ。そちらが昨夜の事件を、私の工作だと言い張り、その為ための証人を出し、場合によってはその者が責任を感じて自害するとかかな？　だがそれもお前達のテリトリーで威い圧あつせねば成り立たぬ砂上の楼ろう閣かくだ」

「簾座で活動出来なくなりますぞ」

「決闘の約束を反ほ故ごにしようというのか？　決闘の存在意義そのものへの否定、そう捉とらえても構わぬと？　それが簾座の総意だと取っても……構わぬのだな？」

　霧恋はニッと笑えみを浮うかべた。それに対して震えているのは目の前の男だけでなく蒼蓮達もである。

「こっ、これはあくまで私個人の意見です。決してそのような……」

「おや、貴殿の発言ならば十分な効力がありましょう？　本物の騎珀王国天位伯爵殿」

「まさか!?　そんな？」

　霧恋の発言に蒼蓮は慌あわてて男の顔をジッと見た。だが公式にはずっと先程の脱だつ糞ぷん男が伯爵として活動してきたのだから、いくら見ても意味はない。

「生まれた時から入れ替かわってきた？　そんなまさか？」

「いえ……いろいろと恨うらみも買う組織だから、それも有り得ますが……」

「委員会役員は世せ襲しゆう制だ。そういう小細工も可能だろう」

「お、のれ……」

　秘中の秘、それを暴ばく露ろされ、腰こしは砕けたままだが伯爵は霧恋を睨にらんだ。

「こちらもただ興味本位で暴露した訳ではない。そちらの思おも惑わく通りにしてやろうというのだ。どうせこちらに吞のませたい条件があるのだろう？　不戦敗とかは却きやつ下かだがな」

「霧恋様……!?」

　止めようと近付く蒼蓮を、霧恋は大だい丈じよう夫ぶとばかり、軽く手を上げて抑おさえる。

「さあ言ってみろ」

　　　　×　×　×

「……あのような条件……よろしかったのですか？」

　話し合いが終わり、帰りのリムジンバスの中で蒼蓮はようやく口を開いた。

「鷲羽様の想像の範はん疇ちゆうよ。私としてもこれ以上、連中と関わり合っている暇ひまはないから丁度いいわ。面めん倒どうな事はまとめて片付けましょう」

「お、怒ってらっしゃいます？」

「もう……決闘を海かい賊ぞく達にいいように使われる訳がよく分かったわよ」

　霧恋は大きな溜ため息いきを吐ついて緊きん張ちようを解ほぐし、その場の空気を和やわらげた。出発前にエルマに注意を受けたので、口調も砕け気味、とにかく蒼蓮達が話し易やすいように心がけたのだ。

「お恥ずかしい限りです……」

「霧恋様、それにしてももの凄すごい数のガーディアンですね。あれなら倫りん理り委員会の船どころか、瞬櫻でも制圧が可能ですよ」

「瞬櫻はともかく、あの程度ならガーディアンを使うまでもないわ。私だけで十分よ」

「「えっ？」」

　何気ない返答だが、カグヤと蒼蓮はその言葉に固まった。

「それより聞きたい事があるの」

















９「仁義なき決闘・茶番」









『この歓かん楽らく惑わく星せいレセプシー。数々の伝説となったイベントがありました。しかしその長い歴史上でも希まれに見る！　恐おそらくトップワンとして語られるであろう伝説の顕けん現げん、神騎対神騎の戦い。それだけでも驚きよう愕がく！　この瞬間に立ち会えた至福！　人生の全すべての幸運を使い果たしても得られるかどうかという奇き跡せきを目まの当たりにしました。しかしその余録がまた凄すごかった！　それを見るだけでも希け有うなあの謎なぞの護衛騎き士し、しかも未み確かく認にんであった騎体を含ふくめ七体もが集結した様は圧巻の一言。そして銀河連盟において凄すさまじい猛もう威いで最大ギルド「ダ・ルマー」を壊かい滅めつさせた守かみ蛇だ怪け。その力を我々の前でもいかんなく見せつけ、護衛騎士と多くの機き甲こう騎きを葬ほうむりさる様は、それだけでも長く語り草になる事でしょう！』

　翌日の決闘はＺＩＮＶジンブとＨＩＭＩＫヒミコの決闘以上の盛り上がりを見せていた。

　未消化に終わってしまった神騎同士の戦いにキチッとした結末、盛り上がりを昇しよう華かさせたいというレセプシーと、そして観客達の気持ちがそうさせているのだ。

　　　　×　×　×

「うん。さすがに盛り上がっているよねぇ」

　朝までそれぞれで過ごした後、十じつ騎き達はある積層アパートの一つへと集まっていた。アパートといっても二階層、十室はある場所で、駒こま狐ことコンパニオン達の住居兼けん活動の拠きよ点てんともなっている。現段階では半はん端ぱである十騎達もここを事務所としているが、今後の活動次し第だいでは別の場所に設置される事になる。

「昨日からあちこちで大おお騒さわぎだったからな。さっさと逃にげておいて正解だったよ」

「あれに巻き込まれていたら、兄上達に夜通しこき使われていただろうからな」

「別な意味ではこき使われていたけれどねぇ」

「それはお互たがい様だろ？」

　駒狐やコンパニオン達は情報収集に出かけていないせいか、冗じよう談だんにも遠えん慮りよがない。殆ほとんど友達の部屋で騒さわぐ学生といった感じだ。

「今朝の食事中には、凄い中継が見られたしね。いきなりだったおかげで噴ふき出すやら吐はきそうになるやらで大変だったけどさ」

「あの決闘倫理の連中を一いつ蹴しゆうだからな。正直、スッとしたよ」

「まったくだ。決闘を形けい骸がい化させた諸悪の根源の一つだからな。まあこれで連中の権けん威いもかなり失しつ墜ついしたんじゃないか？」

「兄上達の条件を受け入れさせたのは自分達の手て柄がらだと吹ふい聴ちようしているけれど、あの中継が流れている時点で道どう化けだからね。しかも影かげ武む者しやがバレたのはかなり痛いだろうね」

「そいつも決闘倫理が世襲制だからこそのカラクリだろうが、今まで良く隠かくし果おおせて来たものだな」

「それよりも問題は決闘のやり方だ。四対一なんて本気なのか？」

　つまり霧きり恋こが受けた条件は、次つぎ騎き達の四人対霧恋の決闘だ。

「我が兄ながらここまで形なり振ふり構わずというのは、見ていて清すが々すがしいなぁ……ああ、もちろん褒ほめてはいないよ？」

「この勝利の先には九割九分の罵ば声せいと一分の喝かつ采さいだが、兄上達にとって……いや、特権階級者にとってはその一分で十分だからな」

　その一分が簾れん座ざを支配しているのだから当然だ。『勝てば官軍』なのである。

「戦略としては正しい。だが決闘としては、な」

「受けた方も何を考えているのか。それだけあの機甲騎に自信があるのか？　或あるいは自身の操縦技術にか？」

「姉上達の話が本当なら、両方という事になるね。派手にガーディアンを使ったのは、偽ぎ装そうのつもりか、手の内を隠したのかもね」

「とはいえあのガーディアンも普ふ通つうじゃないぞ。やられていたのは父上も使っている、特等クラスだ。それがあっさりとやられるなんて信じられない」

「数も凄かったな。あれを制せい御ぎよ出来る技術も普通じゃないな」

「僕はあれだけの数を見せた事の方が気になったな。やはり自分の力を隠そうとしているんじゃないかな」

「あくまでも技術の力が凄いだけで、本人は普通の女性だと思わせる？」

「そう！　それ。後は暗殺封ふうじかな？」

「ああ、兄上がこちらに潜んでいる組下を派手に動かしたらしいからな」

「彼女達の情報では、レセプシーの裏の仕事屋達が、軒のき並なみ依い頼らいを断ったそうだよ」

　十騎は二人のティーカップにお茶を注ぎながら言った。コンパニオンもお付きの者も居ないので彼等が雑用をしているのだが、彼等にとってはこの作業も一種の楽しみだ。

「もしかしてあの中継にやられたのか？」

「うん。そう見ている。あれも警告だったらしいからね」

「つまり裏の連中は白はく眉び鷲羽わしゆうの監かん視し下に置かれた？」

「宅の組下連中も含めてね。目下、外への感染がないか調査中だけど……」

「あると考えた方がいいな。全く……やられ放題だな。ああ、話は戻もどるが、倫理の連中が特等ガーディアンを持っているのも問題だぞ。あれは当主と三位までの王族にしか配備されない奴やつだろ？　流したのは中央特研か？」

「王族の誰だれかが取引として使ったかだね。まあそれだけ連中の権限が強かったという証しよう拠こだけれど、あれも攻せめ込む口実に出来る。今いま頃ごろあちこちで腐ふ肉にく漁あさり共が、倫理の既き得とく権益を剝はぎ取ろうと群がって来てるだろうね」

「うへぇ……暫しばらく中央へは近寄りたくないな」

「おっ、そろそろ兄上の機甲騎の紹しよう介かい……って、なんだ……あれ」

　十騎達は登場して来た兄達の機甲騎を見て呆気あつけにとられた。

　　　　×　×　×

『さて簾座側、現れたのは四騎の天騎クラス！　そのどれもが凄い重装備だ！』

　派手な演出と共に各搭とう載さい艦かんから現れた機甲騎は、宇宙の巨きよ大だいなリンク映像によって浮かび上がっている。

『先まずは次騎卿きようの「騎き雷ら」だ！　一番オーソドックスな剣けん使い。しかも今回使うのは何と聖遺装備レプリカ「太陽剣」……その剣身の一部に謎の金属、オリハルコンが使われているという超ちよう高価な宝剣だ』

　そのまま獅し子しに似たデザインの西洋風甲かつ冑ちゆうを纏まとい、騎体高よりも長く、少し幅はば広びろの剣には太陽の意い匠しようが施ほどこされている。

『その隣となりは次じ翠すい卿の「荒あら波なみ」！　パワーが信条の大型機甲騎！　そしてこれまた斧おの型聖遺装備「大だい地ち震しん」だ』

　荒波は一番大きな機甲騎で、ＺＩＮＶより頭一つ大きい感じの、両りよう腕うでが大きな足の長いゴリラといった形状だ。甲冑のデザインは四騎とも獅子がモチーフらしく、統一されたデザインをしている。もちろん細かな装そう飾しよくや色は全く違ちがうが、ある意味、四騎揃そろうと戦隊物のような印象を受ける。それを見た霧恋が噴き出したのは内ない緒しよである。

『三み磨ま卿の駆かる「闇あん黒こく蝶ちよう」はそのスピードで相手を攪かく乱らん。一度もその騎体に傷を受けた事がないという。もちろん使用武器は聖遺装備、「森しん羅ら万ばん象しよう」だ。この聖遺装備については謎が多く、その全ぜん貌ぼうを知る者はいないとの事。そのベールが今日明らかにされるのか!?』

　闇黒蝶は追加装備の甲冑が無い分細身で、片側マントを纏まとっている。そのマントこそが聖遺装備だ。マントと称しようしたが、布などではなく、不ふ透とう明めいのオーロラのようなエネルギーのフィールドだ。肩かたの円えん盤ばんのような物から発生させている。

『最後は次じ炎えん卿の駆る「炎えん星せい雨う」遠えん距きよ離り特化、凄まじい射しや撃げきはさながら巨大な流星雨の如ごとく、全てを破は壊かいする死の雨だ！　そしてやはり聖遺装備の「龍咆哮りゆうのこえ」、その一撃で惑わく星せいをも砕くだくと言われている凶きよう悪あくな巨きよ砲ほうだ』

　炎星雨の本体は四騎中一番小さく、通常の人型だ。だがその後ろにある超大型の武器ユニットと合体する事で、高起動の動く要よう塞さいと化す。そして天騎の二十倍はあろうかという長大な大砲が四門、それが『龍咆哮』だ。

　　　　×　×　×

「うわ……どこの大艦かん隊たいと戦うのかって装備だね……もう着けられるだけ着けたって感じで、あれじゃ初うい陣じんのボンボンだよ」

「あそこにいて衆目を集めているってだけで、どんな罰ばつゲームかって話だぞ」

「倍の敵となら、まあ分からないでもないが、相手は一騎だぞ？」

「それでいてあのドヤ顔が出来るんだから、意外と大物かもね。ああ、今度はあの銀河連盟側のお姫ひめ様だけ、ど……」

　と、霧恋の登場に、思わず三人共が溜息のような口笛を吹ふいた。

「これは……また……」

　三人共がその姿に見入られたようになっていた。

　　　　×　×　×

『さてさてさてさぁ[image: ～][image: ～]て！　この方の出身樹じゆ雷らい皇国は銀河連盟でも屈くつ指しの大国、凄まじいまでの武の国とも噂うわさされております。しかも現樹雷皇を輩はい出しゆつした四皇家の一つ、柾まさ木き家の姫のご登場……』

　霧恋が瞬しゆん櫻おうから登場して来た瞬しゆん間かん、そのあまりの雰ふん囲い気きに司会者共々、喧けん噪そうが一瞬にして静せい寂じやくへと変わった。衣い装しようと演出、その他諸もろ々もろの下げ駄たを履はかせた結果ではあるが、それでも彼女の雰囲気は他の者の目を釘くぎ付づけにする十分な魅み力りよくがある。そもそも銀河アカデミーという個性の塊かたまりが銀河中から集まってくる場所で、ファンクラブがあるという事自体がそれの証明でもあるのだ。

『……し、失礼しました！　しかしなんたる存在感のある女性でしょう。レセプシーの舞まい姫ひめ達に勝まさるとも劣おとらぬカリスマというものを感じさせます。何を隠そう、彼女こそ先日行方ゆくえ不明となった神騎ＺＩＮＶと、御ご影えい騎き士しと天騎を相手に大暴れした謎多き船、守蛇怪のマスターにして、銀河連盟では多くの大殊しゆ勲くんを挙げた英えい雄ゆう、そう言ってもいいでしょう、その山やま田だ西せい南なの正妻でもあります。あのレセプシーでの会談では鋼鉄並み、億単位と言われる机を叩たたき割り、悪名高きあの決けつ闘とう倫りん理り委員会を一蹴。それに溜りゆう飲いんを下げた方も多いでしょう。私もその一人っ！　ア[image: ～][image: ～]ハッハッハ、ざまあみろ！』

　　　　×　×　×

「いやぁ、いやいやいや。本当に雰囲気のある女性だね。凜りんとして清せい楚そさがあって」

「うん。驚おどろいたな。特に立ち姿がいい……だが魔ま女じよ王おう様が怖こわいと仰おつしやった以上、あの可か憐れんさだけが全すべてではないのだろうがな」

「アハハハ。それはそうなんだろうけど、あの姫様がお相手では、兄上達の悪党っぷりが際きわ立だつよね。アナウンサーも倫理委員会への私し怨えんを隠さなくなったしさ」

　十騎は子供のように楽しげに笑い転げている。駒狐がいればお尻しりでも叩かれそうなはしゃぎっぷりだが、今は怖いお姉さんはお出かけ中だ。だから他の二人も一いつ緒しよになって姿勢を崩くずしている。

「簾座の王族と倫理委員会は同類に見られているからな。ッと、もう一つの話題の主の登場だ。見れば見る程ほど異形としか言いようがないな」

　　　　×　×　×

『さて、前夜祭中ちゆう継けいでお披ひ露ろ目めとなった聖せい機き神しん『ヨモツオオカミ』、そのコクーンと呼ばれる形態はまさに羽化前の姿その物。一体いかなる変形を見せてくれるのか？……っと、何と霧恋姫、その樹雷風の豪ごう奢しやな衣装を脱ぬいだぁ！』

　霧恋が正装を脱ぎ、それを控ひかえていたカグヤが後ろで補助をする。この時の為ために簡単に着ちやく脱だつ出来る物を作ったのであろう、コートを脱ぐような感じだ。そして下はさすがに昨夜のボディペイントのようなスーツではないものの、以前、タラントのダイダロスへ殴なぐり込みを掛かけた時に着ていたような、ＧＰの強化アンダー程度にはピッタリとしていて、身体からだの線が分かる代しろ物ものだ。ただやはりそこは樹雷風の意匠が施された上品な物である。

『残念ながらチラッと見えた昨夜のようなエロ物とは違いますが、何とも美しい。ちなみに撮さつ影えいスタッフ総出で昨夜の映像を修復しようとしましたが、カメラプローブは完全に粉ふん砕さい、送信されていたデータもあの踊おどりトラップウィルスにより消去、残っているのは己おのれの記き憶おくのみとなり……』

　司会者は実に残念そうに拳こぶしを握にぎるが、画面外からの指示があったのだろう、慌あわてて話を元に戻した。

『……さて、中継を続けます。しかしながらこの衣装も中々に大だい胆たん。その引き締しまっているが出る所は出ている見事なプロポーションが顕あらわとなっています。っと、霧恋姫、おもむろにコクーンに向かって走り出しました。恐おそらく聖機神に搭とう乗じようするのでしょうが、一体いかなる搭乗シークエンスが見られるのか!?』

　霧恋がコクーンに近付き、それに手を触ふれた瞬間、コクーンの表面に複雑な幾き何か学紋もん様ようが走り、ジェルが彼女の手首にまつわり付きその身体を中へと引き込んだ。

　　　　×　×　×

「なっ！　なんだ、あれは？」

　霧恋はコクーンに引き込まれた後、両手をジェルに拘こう束そくされた形で身体をスッポリと覆おおう大きな泡あわの中に居た。その泡が骨格の肋ろつ骨こつ部分へ入り込んだ途と端たん、その泡を中心に内部構造が構築、というよりジェルが変化し始めたのである。

「駒狐駒狐！　そちらでちゃんとモニター出来ている？」

『はい。例のウィルス反応はありませんから、スパイスキャンをしなければ大だい丈じよう夫ぶだと思われます』

　十騎達の居る場所はあくまで事務所兼けん住居なので情報収集には適さない。だから駒狐達はレセプシーの中継を制御しているコントロールセンターに居るのだ。

「駒狐、もしおかしな事が起こりそうだったらモニターを中止していいから」

「こ、駒狐さん。あまり無理はしないでね」

　三み翠すいのオロオロした様子は、産室に入った初うい産ざんの妻を心配する若い夫といった感じだ。

『はい。気をつけますね』

「大丈夫だよ。踊り出すだけなんだから。他ほかに身体的な害は無いんだから」

「二時間も止まらないんだぞ！」

「よく見ると結構楽しい踊りなんだけれどねぇ。あの駒狐が踊っている姿というのも結構貴重だよ？」

「踊った連中は全員、起き上がれない程の筋肉痛だったんだぞ」

「あの連中は運動不足なんだよ。あれを仕し掛かけた者からも『たまには運動しな』とかメッセージが入っていたんだからさ、ハッキングしてくる連中が引き籠こもりって確信しているね。その点、駒狐はしっかりと鍛きたえている。それは三翠もよく知っているでしょう？」

「そ、それは……ッと、それとこれとは違うぞ！」

　三翠はしっかり鍛えている部分をいろいろと思い出したものの、すぐに我に返る。

「あれ、引っ掛からなかった？」

「おいっ！」

「ははは、ごめん。ところで駒狐、あれをどう見る？」

『操者を中心にコクピットを形成しているのでしょう。白眉鷲羽が昨夜説明した通り、操者のパーソナルに合わせているのだと思います』

「それにしても試作で義生体部品を使ったというのは聞くけれど、あくまで制せい御ぎよ系とかのほんの一部分だけなんだよ？　なのにあの聖機神というのは何なんだろうね？」

「機き甲こう騎きとしての常識から逸いつ脱だつしている。だが問題はどれ程の戦せん闘とう能力があるかだ」

「その通りだね……でも……」

　懐かい疑ぎ的な事を言っているが、全員がトップクラスの天騎を幼い頃ころから間近で見て来た経験があり、あの異形の機甲騎からはそれらを超こえるものを感じていた。

　　　　×　×　×

『我々は一体何を目もく撃げきしているのでしょう？　生命の誕生？　いや、あれはそんな生なま易やさしいものとは違う感じだ』

　霧恋を核かくとしてコクピットのような物が形成された途端、いきなり頭ず蓋がいの眼がん窩かに眼球のような物が生まれ、骨格がコクーンを突つき破るかのように手を伸のばした。しかしジェルはそのまま腕うでに纏い、透とう明めい感かんのある白い肉体を形成したのだ。ただ中の構造は全く見えなくなっている。

「ヴォウウウウウウウウアアアアアアアアアアアアアアアア」

　まるで女性の呻うめき声のような音を立て、ジェルを纏いつつ骨格は立ち上がる。身体が伸びるに従い、ジェルが変質するのか色が白く変わり、聖機神は踊っているかのように身体をくねらせ始めた。

『何と禍まが々まがしく、そして美しい……言葉になりません。もしかして我々は新たな歴史的瞬間に立ち会っているのかも知れませんっ！』

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアァア！」

　甲かん高だかい声を上げ、聖機神は鎧よろいを纏い始める。ＺＩＮＶの時と同じく、力場プラントによる形成だが、それよりも遥はるかに高速だ。まるでどこからか召しよう喚かんしたかのように一瞬で出現し装着されて行く様は圧巻だ。

　和風の鎧は純白であれば花はな嫁よめ衣装にも見える。髪かみの毛なのかベールなのか地面に着く程の長さのそれは波打ちユラユラと水面みなものように複雑な虹にじ色いろを帯びている。甲かつ冑ちゆうで殆ほとんど見えないが、その手は細く華きや奢しやで、まるで光を反射しない漆しつ黒こくだ。そして顔らしき部分も漆黒で切れ長の目だけがランランと輝かがやいている。

「ハアアアアアアアアアアァァ……」

　ゆっくり、ゆっくりと大きな息い吹ぶきが収まり、聖機神『ヨモツオオカミ』は顕けん現げんしたのである。

「ヤマタノオロチ、一の槍やり」

　それは霧恋の声だった。軽く握ったヨモツオオカミの掌てのひらから闇やみが伸び、それが槍の形をとった。

　槍を握り一回転。立てた形で、ドンッと軽く槍の石いし突づきを瞬櫻の滑かつ走そう路ろへつける。それは一番単純な形状の素槍で、長さはヨモツオオカミの二倍半の長さがある。

『さあついに姿を現した銀河連盟初、伝説の哲てつ学がく士し、白眉鷲羽の手がけた機甲騎！　変形過程とその姿はまさに異質、異形！　はてさてその実力とはっ！』

　用意が出来た対戦相手同士は、母ぼ艦かんから離はなれてレセプシーの用意した小しよう惑わく星せいへと移動した。母艦が戦闘領域より離り脱だつした時点で決闘の開始だ。

『霧恋様、危険と判断いたしましたら、私の判断で降参の合図を送ります。今回に限りそれはご了りよう承しよう下さい』

「分かった。任せる」

　不安そうな蒼そう蓮れんの顔を見て霧恋はいろいろと嬉うれしくなった。何度話しても、彼女……もとい、彼の存在が楽しくて仕方ない。西南に対する不安も相手方に対する怒いかりも、この時ばかりは和やわらぐのだ。

『ではご武運を』

「ありがとう」

　そしてサッと意識を切りかえる。っと、その直後だ。

『柾木霧恋。我ら簾座王族に対する数々の侮ぶ辱じよく、ただで済むとは思わぬ事だ』

　恐らく精神的な揺ゆさぶりでもかけるつもりなのだろう。次騎の振しん動どう波通信が聞こえて来たのだ。

（本当に何でもありなのね。まあ神聖視されている決闘といえど、戦闘の現場はこんなものよね）

　勝てば後はどうとでもなる。勝つ事が善悪を決めるのだ。

『フッ。だがあの倫りん理りの腐ふ肉にく漁あさり共に関しては少しだけ感謝しよう。その微び功こうに対して少し温情をかけてやるぞ。すぐさまその虚こ仮け威おどしの機甲騎から降り、全面降こう伏ふく、我らに謝罪し、全すべてを差し出し、我らに仕えるのだ。ならばその身も安あん泰たいとしよう。十分な贅ぜい沢たくもさせてやるぞ』

（こういう人種が女性に言う言葉は万ばん国こく共通ね。どうせ……）

『お前の夫の行方ゆくえも我らの力があれば造作もない事だ。だがあの男に神騎などは相応ふさわしくないからな。あの船共々我々の物となるのが相そう応おう……いや、そうあるべきだな。分不相応な力で英えい雄ゆうになれるのであれば、我らが使えば銀河を統すべる事も夢ではない。そうなれば貴様ももっといい思いが出来るぞ』

　ハハハハと、あちこちからの笑い声が聞こえて来る。話し口調は柔にゆう和わだが、内容は実に下げ衆すだ。数と武装に安あん堵どし、勝利を確信して浮うかれている。決けつ闘とう倫理委員会から得たデータから、彼らが委員会と組んでどれ程の工作で勝ちを得て来たかは分かっている。

　もちろん彼らとて最初からそうだった訳ではなく、ここ数年で急速に関係が深まったという感じだ。そして当初持っていたであろう、純じゆん粋すいな気持ちはあっという間に腐くさり、目の前のような醜しゆう態たいを晒さらしているのである。

「いいからもう黙だまれ。始まるぞ」

『女と思って気を遣つかってやればっ！　後こう悔かいするなよ！』

　霧恋にあっさりと拒きよ否ひされ次騎は激高し、そう言い捨てた数秒後、決闘開始の合図が来たのである。








10「カウチポテトな鑑かん賞しよう会」









　樹じゆ雷らい本星。その巨きよ大だいな大陸から一万キロ程ほど離れた洋上に、瀬せ戸との水み鏡かがみは海面から三十メートル程浮かんで滞たい空くうしていた。その名の由来となった水の鏡部分に、今日は海の水が引き込まれ、海面と繫つながった状態となっている。そして何とそこに五十メートルはあろうかという、まさにシーサーペントといった感じの海洋ハ虫類二匹ひきが、とぐろを巻くような形で漂ただよっている。

　これは水鏡の中で飼っている瀬戸のペットで、そもそも樹雷の海に生息していた絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定された古代種の番つがいだ。それを幼生時に別々に保護して水鏡の中で飼っているのだが、時折こうして海で遊ばせているのである。今回はこの番が水鏡内で産んで巣立ちをした子供を海に放した所だったのだ。




「うむ。西せい南な殿どのはあちらでも相変わらずのようだな。だがまさかＺＩＮＶジンブから情報を得た第二世代が生存しておったとは驚おどろきだ」

　いつもの水鏡の東あずま屋やに集まった阿あ主ず沙さと船ふな穂ほ、美み砂さ樹きの三人は瀬戸の報告を聞き、かなり驚いた様子だ。

「クイスの報告では、次元統合の際の片割れだという事よ。それがどこをどう巡めぐり巡ったのかＺＩＮＶの前に現れ、戦闘となった……。そして第三世代らしき御ご影えい騎き士しが六騎、内二体は守かみ蛇だ怪けが撃げき破はし、回収した残ざん骸がいは行方不明」

「だが先まずは西南殿の生死の問題だ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、西南ちゃんはしぶといもの」

「おい……美砂樹」

「私も同意見です。またぞろ何かいろいろ拾ってきそうですよね」

　美砂樹も船穂もあっけらかんとしたもので、西南の生存に関しては確信し、微み塵じんも不安は感じていないようだ。というより放し飼いにしている犬のような物言いだ。

「いきなりどこかへ行ってしまうのは、柾まさ木き家の者の習性みたいなものだものね」

「それを言うなら、いきなり切れて大暴れするのも、柾木家の習性という訳か？」

「クスッ。舞ま貴き妃ひ殿が送ってくれた決闘映像、早さつ速そく見ましょうか」

　瀬戸は仲良く相手の黒歴史を突つつき合う船穂と阿主沙にそう言うと、映画風に編集された映像を起動……、

「っと、そのまえに。はい、宅の娘むすめ達の新作よ」

　思い出したようにお菓か子しをテーブルに並べ始めた。美砂樹も船穂も楽しげにそれをそれぞれの前へと分けながら置いて行く様子は、家族団らんでＴＶでも見ている感じだ。一応は重要な会議中なのだが、女性陣じんのこのような行動はいつもの事なので、阿主沙は小さく息を吐ついたのみだ。

「では始めてくれ」

　大画面に映し出されたのは、凝こったオープニングから始まった神騎同士の戦いからのダイジェストだ。そして霧きり恋こと簾れん座ざの会談。前夜祭での聖せい機き神しん中ちゆう継けいへと続く。間に鷲羽わしゆうトラップに引っ掛かかった者達の様子や、夜通し続いた決けつ闘とうへの期待によるお祭り騒さわぎの様子。そして朝に起こった霧恋と決闘倫理委員会との前ぜん哨しよう戦せん。そしていよいよ本番の決闘へと続くのであった。

　　　　×　×　×

『よしっ！　予定通りオートバトルモードへ移行だ！』

『大爆ばく雨う！』

　次つぎ騎きの合図で炎えん星せい雨うが一いつ斉せい砲ほう火か。霧恋のヨモツオオカミへと凄すさまじいエネルギーが豪ごう雨うの如ごとく降り注いだ。その隙すきに炎星雨は後方へと下がり、騎き雷らと荒あら波なみと闇あん黒こく蝶ちようの三騎がヨモツオオカミを取り囲む位置へと移動する。

『おいおいエネルギーの余波が凄すご過ぎだ。これじゃ敵の反応が分からないぞ』

　炎星雨のセンサーは全騎とリンクし、他ほかの騎体からも戦場全域が分かるようになっていたのだが、攻撃の威力が強過ぎ、その放射エネルギーで周囲の状じよう況きようまでセンサーで捉とらえるのが難しい状態となっている。

『動体反応も無しか……あははっ！　少しやり過ぎだぞ。初撃で終わってしまったんじゃないか？』

『さすが聖遺装備だ。軽い牽けん制せいのつもりだったんだがな』

『いい女だったのにもったいない』

『まだ他にも居ただろう？　一人、魔ま女じよ王おう並みのがな。それよりまだ終わったと確かく認にんされた訳じゃない。気を抜ぬくなよ』

　注意喚かん起きするものの、その声は高こう揚ようし、弾はずんでいる。

『エネルギー値が低下。反応が回復する……!?　いないぞ？　どこに消えた？』

『あの変な生体のような騎体だ。蒸発したんじゃないか？』

『それでも何かしらの反応は残っている筈はず……次騎っ！　至近だっ！』

　警告するまでもなく騎雷もその反応を受け、対処行動に移っていた。

『ぐおおおおおおおおっ！』

　だが次の瞬しゆん間かん、騎雷は手足全ての関節部をヤマタノオロチで貫つらぬかれていた。それはタイムラグもない一瞬の事だ。剣けん使いの騎雷にも牽制、迎げい撃げき用の近接射撃用の武器は装備されているが、あまりにも唐とう突とつに至近にまで詰つめ寄られ、使えないまま太陽剣のリーチよりも長いヤマタノオロチの攻こう撃げきを喰くらったのだ。

『クッ！　たっ太陽剣がっ……ひぃあっ!?』

　関節部を破は壊かいされ、太陽剣を手放した事に気をとられた瞬間、騎雷の頭をヨモツオオカミが乱暴に摑つかんだ。そのまま太陽剣を捨ててスラスターで離脱していれば、或あるいは逃のがれられたかもしれないが、その一瞬の躊ちゆう躇ちよが命取りとなったのだ。

　そしてヨモツオオカミはそのまま騎雷の頭を引き抜いていった。

『きっ騎雷のっ！　貴様っ、騎雷の首を！　貴様ッ！』

　凄まじい金属の破断音が次騎のコクピットに響ひびき、それはまるで工事現場のような喧けん噪そうだ。全てのモニターはノイズだらけとなり次々と消えて行く。僅わずかに非常用のいくつかのモニターがこの壊かい滅めつ的な状況を伝えるのみだ。

『やめろっ！　やめろ！　やめてくれっ！　私の私の……』

　霧恋がカグヤに尋たずねた事は、機き甲こう騎き操者にとっての一番の屈くつ辱じよく的な状況の事で、それが自身の機甲騎の首を盗とられる事と、主武器を奪うばわれる事だったのだ。

　次騎は涙なみだ声ごえで懇こん願がんしていたが、轟ごう音おんと既すでに役に立たなくなっていた通信機能のせいで、その願いが霧恋に通じる事は無かった。もっとも聞こえたとしてもその攻撃が止まる筈もない。自身よりも西南を侮ぶ辱じよくされた霧恋の怒いかりが早々に収まる事は無いからだ。

『騎雷を盾たてにっ、おのれ卑ひ怯きようなっ！』

　霧恋としては言いがかりにも程があるが、彼らの視点からはそうなる。

『俺が周り込むッ！』

　闇黒蝶がそのスピードを生かして迂う回かいしつつ後ろに回り込む。だがそこに居る筈の騎き影えいは見あたらず、騎雷の残骸があるのみだ。

『うおおおおおおおおおっ！』

　と、悲鳴を上げたのは荒波だった。

『荒波の後方!?　そんないつの間に!?』

『噓うそだっ！　私の闇黒蝶より速いなどと！』

『おのれっ！』

　荒波はそのまま身体からだを捻ひねるように巨大な斧おの、大だい地ち震しんを後方に向けて振ふり回す。大地震にはスラスターがあり、それが振り回しを加速させる補助となっている。だがその攻撃はしっかりと身体がその場に固定されていればこそだ。荒波の脚きやく部ぶには力場発生装置があったが、膝しつ関かん節せつを両方とも破壊されていて使用不能ではどうしようもない。

『なっ……脚部損傷だと!?　いつの間に!?』

　膝関節の後部はその構造上、どうしても前方に比べて装そう甲こうは弱く、補助的な装甲を着ける事は出来ない。そして荒波の関節は通常の機甲騎よりも頑がん丈じようではあるが、自重を支える脚部は腕うでと違ちがって簡単に攻撃を避さける事が難しい。移動するにしても、どうしても片足を地に着けなければならないのだ。初めての装備ではなく、小しよう惑わく星せい上での戦いでなければ、もしかして逃にげられたかも知れないが、初撃で両りよう膝ひざの関節を破壊され、後ろを取られてしまえば、霧恋のなすがままだ。

『嫌いやだ！　嫌だ！　嫌だ！』

　両腕は無事だったが、パニック状態となった次じ翠すいはあろう事か、大地震を取られまいと両腕で抱かかえ込んだままだった。こうして騎雷と同様、荒波の首と聖遺装備は霧恋の手に落ちたのである。

『おのれ！　おのれ！　おのれ！　おのれ！　おのれ！　許さんぞぉ!!』

　激高した三み磨まは一直線に、とにかくヨモツオオカミに近付く事を優先した。そして直前でフェイントをかけて後ろへと回り込もうとする。

『ぐがあああああああああああああああああああっ!?』

　だが次の瞬間、闇黒蝶の慣性制せい御ぎよが最大にも拘かかわらず、コクピットは凄まじい衝しよう撃げきに晒さらされた。それは霧恋が闇黒蝶のフェイントを読み、その軌き道どう上に荒波のたっぷりと質量のある残骸を置いたからだ。

　残骸とはいえ、その大きさは闇黒蝶よりも大きい。そこに最大スピードで突つっ込んだのだから堪たまらない。止まっているダンプカーに軽自動車が突っ込んだようなものだ。さすがに戦闘用である為ため、バラバラにはならなかったものの、繊せん細さいな両腕は稼か働どう不能となり、制御系も一時麻ま痺ひ状態に陥おちいった。麻痺は一瞬で予備へと切りかえられたものの、その瞬間が霧恋相手では命取りだ。闇黒蝶も両腕両りよう脚あしを破壊され、首と聖遺装備を失った。

『ひっ！　ひいいいいいいいいいいっ！　嫌だ！　嫌だ！　嫌だ！　嫌だ！　負けたら終わりだ！　終わりなんだよっ！　全部全部全部全部全部全部全部、無くなっちゃう！　無くなっちゃうよぉっ!!』

　援えん護ごするにも敵と味方の位置が近すぎ、その光景をただ見ているしかなかった次じ炎えんは既に冷静さなど吹ふき飛んでいた。

『消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えろ！　消えてしまえぇええええっ!!』

　炎星雨の聖遺装備を含ふくむ、全すべての武器がヨモツオオカミへと向けられ、あろう事か味方や周囲への影えい響きよう、さらには射しや線せん上にあるレセプシーなど微塵も考えずに、全武器を発射したのである。

『アハハハハハ』

　それは霧恋のものなのか、はたまたヨモツオオカミが発したのか分からない。だが敵の行こう為いをあざ笑うかのような声だった。そして次の瞬間炎星雨のフルバーストはヨモツオオカミに直撃した。

『勝った！　勝った！　勝った！　勝った！　勝った！　俺様の勝ちだぁ！』

　凄まじいエネルギーが僅かな時間で消失し、目標の場所にヨモツオオカミの姿はなかった。ただその事に驚きよう喜きし、地表はおろか仲間の機甲騎の残ざん骸がいもそのままだという事に、次炎は気付いていない。

『ぃひひひひひ……ざまあみろ。俺に逆らうからだ。俺に逆らう者はみんなこうなる。こうしてや……へっ？』

　いつからそこに居たのか？

　何故なぜ気がつかなかったのか？

　ヨモツオオカミは何事も無かったかのように、炎星雨の目の前に居た。

『あっ…………ああ、ああ……ああ』

　急に次炎の顔から全ての邪じや気きが抜け、安あん堵どしたかのような笑えみすら浮うかべている。そしてヨモツオオカミからも、どこか穏おだやかで、まるで子供を見つめる母親のような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　炎星雨は逃げる事無く、吸い込まれるようにヨモツオオカミに近付き、武装ユニットから引き剝はがされ、他の天騎同様首を引きちぎられたのである。その間、次炎は凄まじい破壊音の中、微笑ほほえんだままであった。




　霧恋は取った天騎の首と、聖遺装備を小惑星上に晒し、

『さあ、貴公等はこれをどう見る！　どう思う！　主あるじの敵かたきを討うちたい者！　屈辱を晴らしたい者！　名を挙げたい者！　私と戦う理由がある者は全員で掛かって来るがいい！』

　そう大だい胆たんにも挑ちよう発はつしたのである。

　まず真っ先に掛かって来たのは、次騎達の従者である操者達だ。慣れている装備、高い練度は次騎達以上の脅きよう威いだったが、それでもヨモツオオカミの敵ではなかった。機甲騎達は僅かな間に次々に斃たおされ、小惑星にその残骸を晒して行った。

『何と……何という事でしょう。今目の前の光景を事前に想像した者が居たでありましょうか？　撃破数、天騎クラス十二、水騎クラス十六……総撃破数二十八騎。間違いなく一日での撃破数新記録……いや、この段階で爵しやく位いを受けられるに十分な戦果だ。しかも……正式な連続無敗記録として認定されるのであれば、歴代トップテンに入る記録となります……何という、何という事でありましょう！　これはまさに新たなる伝説の誕生だ！』

　　　　×　×　×

「新たなる伝説ね……」

　全てを鑑かん賞しようし終えた阿主沙は呆あきれたように大きく溜ため息いきを吐ついた。

「まったくお粗そ末まつな話だ。慣れない武器に慣れない戦術。よくもまあそんな状態で戦おうなどと……あの者達はバカなのか？　そもそも王族であれば、そういった指南をする者が居て然しかるべきだろうに」

「最初の一手で勝負がついちゃったわね。普ふ通つうの相手ならあれでもいいのだけれど、私達相手じゃね」

「そうね。霧恋ちゃんを包囲する為の牽制だったのでしょうけれど、自分達も相手を見失う事を考こう慮りよしなかったのね。多勢ならいくらでも追い込めるのに」

　阿主沙達の評価は辛しん辣らつだ。だが相手方に褒ほめるべき点が皆かい無むであれば仕方ない。

「武装、戦術。全てに慣れていないのは明らかだけど、だからオートバトルを使ったのでしょうね」

「樹雷の闘とう士しにオートバトルなどと、最悪の選せん択たくだな。とにかく手に入れた力に酔よってしまって己おのれを見失ったのであろうよ」

「私達が皇家の樹きとお友達になった時のようなものね。時々それで勘かん違ちがいをしちゃう人もいるものね」

　皇家の樹を得たばかりの頃ころに、敵との戦闘時受ける皇家の樹からのバックアップの高こう揚よう感かんで、過か剰じような破壊を行ってしまう者や、その万ばん能のう感で傲ごう慢まんになってしまい、むやみに力を振るう者も希まれに居る。

「あのバカ王子達が論外としても、他の連中も戦闘能力で言えば良くて二流処どころだな」

「下位らしい騎体の方がいい動きだったから、やっぱりそういう事じゃない？」

「特権階級者が騎体性能におんぶに抱だっこか……とはいえ巨きよ大だい人型兵器、あちらでは機甲騎だったか？　その戦いは、案外我々には合っているかもしれんぞ」

「巨大人型である必要はないけれどね」

「う？……う[image: ～][image: ～]む。だがな、力の象しよう徴ちようとするならば、あの大きさはなかなかインパクトがあるぞ」

　阿主沙は意外と巨大ロボットが気に入った様子だ。

「男の人はああいうのが好きよね。西南ちゃんもそうだったようですし」

「うむ……まあ大きさは一考するとして、ヨモツオオカミは少しパワーが過剰だ。霧恋もかなり扱あつかいに手こずっていたようだからな」

「それはそうでしょ？　そもそも守蛇怪、第一世代に匹ひつ敵てきする力を、あのような局地的戦いに使うのには無理があるもの」

　宇宙空間での広域戦闘、広域破は壊かい、それ以前に戦う相手が大型艦かんの重装甲だからこそ高出力が必要なのだ。それに比べれば機き甲こう騎き、大地震ですら紙装甲だ。

「ったく……あれを剣けん士しに持たせて初期文明の星に送り込もうとしていたのだから、玲れい亜あが止めてなければ大惨さん事じだったぞ」

「そうですね。でも霧恋ちゃんの方は、最後にはそれなりに使いこなせるようにはなったみたいでしたね」

「わざわざ慣れない挑発までして練習したのだから、それ位の成果がなきゃね」

「あの子も実戦で訓練するのが一番いいと思ったのでしょう。何だかんだと西南殿どのに関わってから、あの子の実戦経験の密度は濃こいですから」

「訓練も怠おこたっていないようだしね。感心感心」

　特に西南の場合は想定外の事が多い。その為に咄とつ嗟さの対処が求められ、どんな状じよう況きようであろうとも対応せねばならない。だからこそ霧恋達は普段からの勉強や訓練を怠れないのだ。

「それで決闘の約束はちゃんと守られたのであろうな？」

「ええ、それは心配ないそうよ」

「そうか……一歩前進だが、それでも銀河連盟よりも狭せまいとはいえ、こちら程ほどの伝つ手てもない状況で人一人捜さがし出すには骨だな」

「西南殿は騒さわぎと無む縁えんではいられない子だからね。その内、どこかで大騒ぎを起こすでしょうよ」

「クッ……行方ゆくえ不明になっても心配されないというのもなぁ……。全く一体どこで何をしているやら、だな」

　若き家族、そして『瀬戸被ひ害がい者しやの会』の同士として、阿主沙は困こん惑わく気味に宙を見上げたのである。








【天地無用！ＧＸＰ　第十六巻・了】
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　注：今回のあとがき劇場も、本文の読後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その13






　ここは守かみ蛇だ怪けの新しい居住プレートにあるヨモツオオカミの基地通路。そしてもうすぐ中央司令室職員の交代の時間である。

「大だい丈じよう夫ぶかニャ？」

「大丈夫みたいだニャ」

「時間は早めだからきっと大丈夫だニャ」

「だけど気を付けるニャ。ここはあの魔ま獣じゆうのいるエリアニャ」

「今のところ気配は無いニャ」

　中央司令室へ向かおうとしているケット・シー達は、頻ひん繁ぱんに辺りを警けい戒かいし、植え込みの陰かげに隠かくれつつ慎しん重ちように進んでいた。

「よし。全員無事だニャ？」

「無事ニャ」

「うん、きっと無事ニャ」

「では念のために点呼ニャ。１ニャ」

「２ニャ」

「３ニャ」

「４ニャ」

「ミャア、ミャッ♡」

「よしっ。五人全員居るニャ…………五人？　ミャー達は四人の筈はずニャ……」

　１号ケット・シーが面々の顔を見回すと、そこにいつの間に紛まぎれ込んだのか福ふくの顔があった。しかも長い耳を折り畳たたんで、ケット・シー達に似せるという芸の細かさだ。

「出たニャァ[image: ～][image: ～]!!」

「ふっ！　ふふふふ福ニャ！」

「魔獣ニャ[image: ～][image: ～]ッ！」

「逃にげるニャ[image: ～][image: ～]ッ！」

「ミャウッ！」

　と、福はケット・シー達が逃げる間もなく、凄すさまじい勢いで飛びかかった。

「１号が捕つかまったニャ！」

「回るニャ！　回るニャ！　目が回るニャ[image: ～][image: ～]ッ！」

　プティ鷲羽わしゆうとの遊びで覚えたぶら下がりブランコ、回転遊具のような感じで、浮ういているケット・シーを横回転縦回転させ、次々と他のケット・シーに飛び移って行く。その様は体操選手かサーカスかといった感じだ。

「ミャアアアアアアアアアアアン！」

　これが最近の福の楽しい遊びだ。時折失敗して壁かべや床ゆかに張り付き植え込みに突つっ込む事になるが、別に怪け我がもしないし、その失敗も福にとっては楽しいらしい。

　もちろん無限に遊ぶという訳には行かないので、ケット・シー達が中央司令室に入るまでの間と、霧きり恋こに言われている。つまりその間、如何いかにケット・シー達をオモチャに出来るかが勝負（？）なのだ。

「あら福ちゃん、おはよう」

「いつも元気ね」

　出勤する中央司令室の交代要員達が、その様子を微笑ほほえましく見ながら声を掛かけて行く。福はファンタジーの住人達のアイドル的存在となっているのだ。

「助けてニャ[image: ～][image: ～]ッ！」

　だが通る職員達は一様にその光景を微笑ましく見つめるだけで、ケット・シー達の受難を助けようとする者は誰だれも居ない。何しろ元気が有り余るケット・シー達が福のオモチャとなった後は、騒ぐ元気を吸い取られるのか、大人しく職務に就つくのだから、皆みな歓かん迎げいしている位なのである。あの蒼そう蓮れんですら視線を背そむけて見ないふりだ。

「ミャミャミャミャァア[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン♡」

「目が回るニャ[image: ～][image: ～]」

　これがこの基地のいつもの風景となりつつある。

　ちなみにここが守蛇怪の中である以上、ケット・シー達が如何に隠れようとも無む駄だな努力なのだが、その事に彼等はまだ気付いていなかったのである。








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　簾れん座ざ編二冊目です。今回もある意味難産でした。パソコンって、こちらが油断してる時に来ますよね、トラブル。そういう意味では、昔使っていたワープロの方が使い勝手というか、漢字変へん換かんなどはいまだに、あちらの方が圧あつ倒とう的に賢かしこかったような気がします。ＰＣに乗り換かえた時には、あまりのアホさ加減に途と方ほうに暮れたものです。まあ現在使っているソフトも最新バージョンの、いろいろと単語登録しているのに、相変わらず結構アホの子です。もちろんそれを可愛かわいいとは絶対に思いません。




　さて冒ぼう頭とうから長々と会話劇が続きますが、初めての場所で説明好きのバリガルさんにつかまった不運と諦あきらめて下さい。

　魔ま素そや魔法については、私なりの見解と『聖機師物語』との兼かね合いで設定していますが、狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者としたのは、冒険者という職業がいろいろと曖あい昧まいで、高額な収入を得る理由が希き薄はくなような気がしましたので、自分なりに少しでも納なつ得とく出来る理由を付けたかったからです。

　狩猟とありますが狩人かりゆうどというよりは、どちらかといえば漁師に近いイメージをしています。一番お金になるのは、魔物によくある魔石部分ですが、それよりももう少し突っ込んだ利用法とかを考えてみました。まあ一種のレアメタルといった感じですね。

　そしてお約束のゴブリンとかの魔物は、やはり新しい生態系を構築するよりは、馴な染じみのある魔物の方がいいと思い、それらが如何にそこに存在するかを考えてみました。そして冒険者の最初のクエストとしてありがちな薬草類は、狩猟冒険者ギルドとは別に魔術薬学ギルドの分野としました。

　このギルドは多種ある魔樹から薬や香こう辛しん料りよう等を採取する集団で、単価単位は重量となります。ここについての話は、もう少し先になると思いますが、次回、そこ所属の妙みような言動の愉ゆ快かいな変態女魔導師さんが登場します。そして西せい南なならぬセイナ君はいよいよ狩猟冒険者……の一歩手前の手前の修しゆ行ぎようを始める事となります。
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